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日本百名山実践ガイド・虎ノ巻

聖岳

●本書について
　本書は、「日本百名山登山」をやってみたい人、い

ま実行中の人のためのリアルで実践的なガイドブック

である。

　Part１では、百名山のうち63山をガイドする。

48回の実山行のレポートが北の山から並んでいる。

　基本は、最短ルート、ラクなルート。できるだけ日

帰り。マイカー登山が多い。残雪期の春山も登る。

　多くの百名山ハンターがほしがっているルート情報

や安全情報を案内している。実山行のレポートガイド

なので即参考になるはず。

　登山口へのアクセス方法や立ち寄り湯など、現地で

知りたいことも具体的に明記している。

　Part２は、残りの37山を登った32回の実山行を

レポートガイド。シンプルなダイジェスト版である。

とはいえラクに登るための実用情報や登頂のためのキ

モがつかめるだろう。

 「日本百名山はこうやって登るのか！」という目から

ウロコの実際がわかるはず。

　掲載の地図は、シンプルな概念図なので、目的の山

のルート、標高差などが一目瞭然でわかるようになっ

ている。実用に供す。
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●本書について
　P2
●日本百名山実践ガイド・マップ
●１日に登る高さ番付　その１
　P10
●１日に登る高さ番付　その 2
　P150
● Topic1　百名山ハンターの事情
　P130
● Topic2　登山シーズンを広げる
　P130
● Topic3　山は天気よければこそ
　P149
● Afterword
　P151

●カバーイラスト　
　松井晃（まつい　ひかる）
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1  大雪山　12
　十勝岳　
2   幌尻岳　16
　斜里岳
　羅臼岳
　雌阿寒岳　
3  利尻岳　22
49 羊蹄山　132
50 トムラウシ山　132
4   鳥海山　24
5   早池峰山　26
51 八甲田山　133
52 岩木山 133
53 八幡平　134
54 岩手山　134
55 月山　135
6   大朝日岳　28
56 飯豊山　135
7   吾妻山　32
8   蔵王山　34
9   磐梯山　36
10 会津駒ケ岳　38
11 巻機山　40
12 那須岳　42
57 安達太良山　136
58 燧ヶ岳　136
59 越後駒ヶ岳　137
60 苗場山　137
61 草津白根山　138
62 妙高山　138　
　  火打山　
63 雨飾山　139
13 男体山　44
14 日光白根山　46

15 平ヶ岳　48　
16 谷川岳　50
17 両神山　52
18 雲取山　54
19 甲武信岳　56
20 金峰山　58
67 瑞牆山　141
64 武尊山　139
21 大菩薩嶺　60
22 皇海山　62
23 至仏山　64
24 赤城山　66
25 浅間山　68
26 筑波山　70
27 丹沢山　72
28 天城山　74
29 高妻山　76
65 四阿山　140
66 美ヶ原　140
30 霧ヶ峰　78
　 蓼科山　
31 八ヶ岳　80
32 富士山　82
33 剱岳　84
34 立山　86
35 白馬岳　88
36 鹿島鑓ヶ岳　90
37 槍ヶ岳　92
38 穂高岳　94
68 五竜岳　141　

69 薬師岳　142
　 黒部五郎岳　　
70 鷲羽岳　143
　 水晶岳　
71 常念岳　144
72 焼岳　144
73 乗鞍岳　145

39 笠ヶ岳 96
　  白山　
40 御嶽山　100
74 木曽駒ヶ岳　145
76 空木岳　147
75 甲斐駒ヶ岳　146
　  仙丈ヶ岳　

41 北岳　102
　  間ノ岳　
42 鳳凰三山　106
43 塩見岳　108
44 聖岳　110　
　 赤石岳　
　 荒川岳　
45 光岳　114
　  恵那山　
77 荒島岳　147
78 伊吹山　148
79 大台ヶ原山　148
　  大峰山　
80 大山　149
46 石鎚山　118
　  剣山　
47 阿蘇山　122
　 九重山　
　 祖母山　
　 霧島山　
　 開聞岳　
48 宮之浦岳　128

日本百名山実践ガイド・マップ
※数字は本書の掲載番号

※山名右の数字は掲載ページ　
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浅間山

Part1 では、百名山のうち 63 山をガイドする。48 回の実山行のレポートが
北から順番に並んでいる。
基本は、最短ルート、ラクなルート。できるだけ日帰り。マイカー登山が多
い。残雪期の春山も登る。
多くの百名山ハンターがほしがっているルート情報や安全情報を案内してい
る。実山行のレポートなので即参考になるはず。また登山口へのアクセス方
法や立ち寄り湯など実は大切なことも具体的に明記。
なにかと忙しい実践派のためのリアル日本百名山ガイド。
　

Part 1
Report
Guide

日本百名山レポートガイド
63ピーク

Part 1
　本書で紹介する 100 山のルートで、1 日に
どのくらい登ったのか（高度差）を順番に並
べている。高度差が 2000 ｍあっても、途中の
山小屋に泊まって翌日ピークに立つのならラ
クだが、数字はあくまで 1 日に稼ぐ高さ（高度）
をあらわしている。
　いくつかのピークを越えていくこともある
ので数値は累積高度である。距離はルート（沿
面）距離。下山の行程は含まれていないが、目
ざす山の登りがい（体力的な難易度）を知る
ことができる。

赤石岳　　　　2000 ｍ　12.0㎞（聖平小屋から　
　　　　　　　 山頂避難小屋）
鹿島鑓ヶ岳　　1920 ｍ　10.2㎞（柏原新道から　
　　　　　　　 爺ヶ岳経由）　
光岳　　　　　1870 ｍ　7.8㎞（易老渡から）
空木岳　　　　1860 m 　8.0㎞（池山尾根）
笠ヶ岳　　　　1850 ｍ　10.0km（笠新道経由）
常念岳　　　　1850 m  15.1km（上高地から　　
　　　　　　　 蝶ヶ岳経由）
富士山　　　　1830 ｍ　7.0㎞（須走口ルート）
槍ヶ岳　　　　1820 ｍ　18.0km（上高地から）
飯豊山　　　　1770 ｍ　9.1㎞（川入から）
白馬岳　　　　1690 m 　6.3㎞　（猿倉から山頂）
鳳凰三山　　　1690 ｍ　6.1㎞（青木鉱泉から薬　
　　　　　　　 師岳）
雲取山　　　　1660 ｍ　11㎞（後山林道から三　
　　　　　　　 条ノ湯経由）
大朝日岳　　　1640 m 　10.7㎞（朝日鉱泉から鳥
　　　　　　　 原山経由）
北岳　　　　　1640 m 　5.6㎞（広河原から）
羊蹄山　　　　1610 m 　6.3㎞（真狩ルート）
丹沢山　　　　1570 m   8.9㎞（大倉から塔ノ岳　
　　　　　　　 経由）
利尻岳　　　　1530 ｍ　6.1㎞（鴛泊ルート）
黒部五郎岳　　1480 m　16.4㎞（太郎平から双 六       
                        小屋）
羅臼岳　　　　1470 ｍ　6.5㎞（岩尾別温泉から）
 白山　　　　  1440 ｍ　5.7㎞（別当出合から甚　
　　　　　　    之助小屋経由）

十勝岳　　　　1430 m  9.3㎞（十勝岳経由美瑛　
　　　　　　    岳まで）
八ヶ岳　　　　1430 ｍ　9.0㎞（美濃戸から硫黄岳            
                         経由赤岳）
越後駒ヶ岳　　1380 ｍ　8.2㎞（石抱橋から道行　
　　　　　　　 山経由）
早池峰山　　　1360 ｍ　7.0㎞（アイオン沢経由）
トムラウシ山　1330 ｍ　8㎞（トムラウシ温泉か　
　　　　　　　 ら短縮コース）
巻機山　　　　1280 ｍ　5.0㎞（井戸尾根ルート）
甲武信岳　　　1260 ｍ　13.0㎞（毛木平から甲武          
                        信岳、十文字峠）
高妻山　　　　1260 ｍ　6.5㎞（戸隠牧場から）
会津駒ヶ岳　　1210 ｍ　5.3㎞（檜枝岐から駒ノ　
　　　　　　　 小屋経由）
火打山　　　　1210 ｍ　7.8㎞（笹ヶ峰から）
荒島岳　　　　1200 ｍ　4.3㎞（勝原スキー場から）
男体山　　　　1190 ｍ　3.8㎞（二荒山神社から）
両神山　　　　1180 ｍ　4.7㎞（日向大谷から）
鳥海山　　　　1150 ｍ　6.9㎞（鉾立ルート）
金峰山　　　　1100 ｍ　5.5㎞（瑞牆山荘から）
恵那山　　　　1100 ｍ　5.8㎞（園原広河原から）

※Ｐ 150 へ続く

・目ざす山のグレード（体力的難易度）
を知るには、高度差がいちばんわかりや
すい。登山家はふつうそれだけ見ている
といってもいい。高さをルート距離（歩
く長さ）で割れば、急坂なのかダラダラ
道なのかの見当がつくはず。
・日本百名山に選ばれた山は、登山口か
ら山頂までの標高差が 500 ｍ以下から
1500 ｍを超えるものまで幅広い。高度
差が 1500 ｍ以上のものは山中 1 泊プラ
ンが適当だが、山小屋がない場合もあり
日帰りしなければならない。早発ちや軽
量化などしてがんばりたい。ゆっくり休
まず時間をかければたいがいの山は登れ
るものである。
・リスト中で高度差 2000 ｍ近くの山は、
がんばり過ぎなので、早めに山小屋利用
を考えるべきだったろう。

●１日に登る高さ番付　その1（1100m〜）

●パート 1 の山
1 大雪山・十勝岳　2 幌尻岳、斜里岳、羅臼岳、雌阿寒岳　3 利尻岳　4 鳥海山
　5 早池峰山　6 大朝日岳　7 吾妻山　8 蔵王山　9 磐梯山　10 会津駒ケ岳　
11 巻機山　12 那須岳　13 男体山　14 日光白根山　15 平ヶ岳　16 谷川岳　17
両神山　18 雲取山　19 甲武信岳　20 金峰山　21 大菩薩嶺　22 皇海山　23 至
仏山　24 赤城山　25 浅間山（黒斑山）26 筑波山　27 丹沢山　28 天城山　29
高妻山　30 霧ヶ峰、蓼科山　31 八ヶ岳　32 富士山　33 剱岳　34 立山　35 白
馬岳　36 鹿島鑓ヶ岳　37 槍ヶ岳　38 穂高岳　39 笠ヶ岳、白山　40 御嶽山　
41 北岳、間ノ岳　42 鳳凰三山　43 塩見岳　44 聖岳、赤石岳、荒川岳　45 光岳、
恵那山　46 石鎚山、剣山　47 阿蘇山、九重山、祖母山、霧島山、開聞岳　48
宮之浦岳

・グレードはルートの難易度を表している。★はかんたん、★★は普通、★★★はきつ
い。おおまかな目安である。
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旭
岳
へ

　

７
月
２
日
。　
　

　

下
は
晴
れ
て
い
る
が
旭
岳
は
雲
の
中
。
９

時
の
旭
岳
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
で
上
が
る
。
雪
の

季
節
に
何
度
か
き
て
い
る
が
天
気
が
悪
く
山

頂
に
立
っ
た
こ
と
が
な
い
。
高
山
植
物
は
今

が
見
ご
ろ
で
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
、
桜
草
（
エ
ゾ
コ

ザ
ク
ラ
）
な
ど
な
ど
。
観
光
の
人
が
多
い
が

登
山
の
人
も
。
外
国
人
が
目
立
つ
。
ニ
セ
金

庫
岩
で
天
気
待
ち
し
て
い
る
と
青
空
が
広

が
っ
て
き
た
。
山
頂
か
ら
は
四
方
を
ひ
と
と

お
り
見
渡
す
こ
と
が
で
き
た
。
黒
岳
が
見
え

た
、
明
日
登
ろ
う
。
山
頂
一
帯
は
背
の
低
い

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
で
満
開
。
１
時
下
山
。
３
時
に

ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
下
駅
で
終
了
。
上
駅（
姿
見
）

か
ら
の
下
山
道
は
か
な
り
悪
い
。
ア
オ
ダ
イ

シ
ョ
ウ
が
い
た
。
白
樺
荘
は
快
適
。
客
は
外

国
人
と
団
塊
世
代
が
多
い
。

黒
岳
へ

　

７
月
３
日
。　

　

層
雲
峡
か
ら
黒
岳
を
目
ざ
す
。
ロ
ー
プ
ウ

エ
ー
利
用
の
人
気
コ
ー
ス
で
人
出
が
多
い
。

10
時
の
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
と
登
山
リ
フ
ト
で
上

が
る
。
11
時
ス
タ
ー
ト
、
急
登
で
あ
る
。
１

時
黒
岳
山
頂
。に
ぎ
や
か
。ウ
コ
ン
ウ
ツ
ギ
、

コ
マ
ク
サ
な
ど
な
ど
。
旭
岳
ま
で
見
え
る
。

凌
雲
岳
、
北
鎮
岳
、
中
岳
、
間
宮
岳
、
桂
月

岳
、
北
海
岳
、
白
雲
岳
、
烏
帽
子
岳
。
大
雪

山
プ
ラ
ト
ー
と
御
鉢
平
の
様
子
が
よ
く
わ

か
っ
た
。
偉
大
な
火
山
だ
。
リ
フ
ト
は
使
わ

ず
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
駅
ま
で
歩
い
て
下
る
。
３

時
に
層
雲
峡
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
に
入
る
。
登

山
者
と
外
国
人
ば
か
り
。

白
雲
岳
へ

　

７
月
４
日
。　

　

ま
わ
り
か
ら
登
山
情
報
を
あ
れ
こ
れ
教
え

て
も
ら
っ
た
の
で
、
銀
泉
台
か
ら
白
雲
岳
を

目
ざ
す
こ
と
に
す
る
。
５
時
半
、
臨
時
登
山

バ
ス
の
前
に
車
で
出
る
。７
時
に
銀
泉
台
着
。

10
台
く
ら
い
が
入
山
し
て
い
た
。

　

７
時
ス
タ
ー
ト
。
赤
岳
、
小
泉
岳
と
花
が

満
開
の
コ
ー
ス
で
人
気
が
あ
る
よ
う
だ
。
白

Part 1
Report  
Guide

日本百名山レポートガイド１
大雪山、十勝岳

北海道の山はどんなものか、
小手試しにぴったり。2 山を継続

グレード
大雪山（沼ノ平、旭岳、黒岳、白雲岳）は★

　十勝岳・美瑛岳は★★
標高

大雪山（旭岳）　2291m
十勝岳　2077m

●
プ
ロ
フ
ィ
ル

　

北
海
道
最
高
峰
の
大
雪
山
（
旭
岳
）
か
ら

十
勝
岳
ま
で
の
長
い
山
脈
は
北
海
道
ア
ル
プ

ス
、
と
は
言
わ
な
い
。
石
狩
山
地
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
北
端
に
あ
る
プ
ラ
ト
ー
が
大
雪
山

で
旭
岳
な
ど
い
く
つ
も
の
ピ
ー
ク
の
総
称
。

大
雪
山
は
北
ア
ル
プ
ス
に
負
け
な
い
景
観
と

豊
富
な
植
物
が
あ
っ
て
山
好
き
の
憧
れ
の
地

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

記
録
は
レ
ン
タ
カ
ー
利
用
で
旭
岳
な
ど
大

雪
山
プ
ラ
ト
ー
を
四
方
か
ら
登
り
、
移
動
し

て
十
勝
岳
を
周
回
し
た
も
の
。
す
べ
て
日
帰

り
で
と
く
に
険
し
い
と
こ
ろ
は
な
い
。
北
海

道
の
山
入
門
に
適
し
て
い
る
。

●
行
程　

１
日
目　

愛
山
渓
｜
沼
ノ
平
｜
愛
山
渓
（
行

　

動
５
時
間
）

２
日
目　

旭
岳
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
｜
旭
岳
｜
旭

　

岳
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
山
麓
駅（
行
動
６
時
間
）

３
日
目　

層
雲
峡
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
｜
黒
岳
｜

　

層
雲
峡
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
（
行
動
４
時
間
）

４
日
目　

銀
泉
台
｜
小
泉
岳
｜
白
雲
岳
｜

銀　

泉
台
（
行
動
６
時
間
）

５
日
目　

望
岳
台
｜
十
勝
岳
｜
美
瑛
岳
｜
望

　

岳
台
（
行
動
９
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

愛
山
渓
か
ら
沼
ノ
平

　

７
月
１
日
。　

　

旭
岳
か
ら
十
勝
岳
ま
で
ト
ム
ラ
ウ
シ
山
を

経
由
す
る
北
南
大
縦
走
が
理
想
的
だ
が
、
車

で
巡
る
孤
独
な
ピ
ー
ク
ハ
ン
タ
ー
と
し
て
は

日
帰
り
で
細
か
く
登
る
し
か
な
い
。

　

千
歳
で
ト
ヨ
タ
の
車
を
借
り
て
愛
山
渓

へ
。11
時
ス
タ
ー
ト
。沼
ノ
平
ま
で
上
が
る
。

２
時
。
残
雪
と
チ
ン
グ
ル
マ
。
リ
ス
と
カ
エ

ル
。
山
は
ガ
ス
で
山
頂
部
は
隠
れ
て
い
る
。

当
麻
乗
越
ま
で
上
が
る
。３
時
。旭
岳
の
ロ
ー

プ
ウ
エ
ー
が
見
え
た
。
往
路
を
戻
る
。
４
時

終
了
。
会
っ
た
の
は
二
人
だ
け
。
ド
ラ
イ
ブ

２
時
間
で
旭
岳
温
泉
へ
移
動
。
白
樺
荘
に
イ

ン
。

●アドバイス　
・最高峰の旭岳に立てば大雪山は制覇、
というのもありだが、もう少しあちこち
歩きたい向きには旭岳から黒岳縦走がお
すすめ。車利用の場合は回収が難なので、
各登山口から大雪山上のカムイミンタラ
をのぞくのがいい。カムイミンタラは神々
の遊ぶ楽園の意で、神々とはクマのこと
かもしれない。北海道の山歩きにはクマ
除けベルは必携だ。
・十勝岳は往復登山なら標準で５〜６時
間行動。終始、見晴らしのいい道を行く。
とくに危険なところはない。水不足に注
意。美瑛岳を周るとさらに２〜3時間プ
ラスとなる。

十勝岳の砂礫の道



14　　15　Part1 63 ピーク

雲
岳
11
時
。
四
方
が
よ
く
見
え
大
雪
山
の
様

子
が
わ
か
っ
た
。
シ
マ
リ
ス
が
い
た
。
１
時

に
銀
泉
台
に
戻
る
。

　

ド
ラ
イ
ブ
し
て
富
良
野
へ
。
十
勝
吹
上
温

泉
白
銀
荘
イ
ン
。
宮
様
も
愛
用
し
た
古
い
自

炊
宿
で
あ
る
。

十
勝
岳
と
美
瑛
岳

　

７
月
５
日
。　

　

十
勝
岳
へ
。
朝
か
ら
雲
が
低
い
が
予
報
は

晴
れ
。
望
岳
台
７
時
前
ス
タ
ー
ト
。
昨
夜
、

百
名
山
夫
婦
か
ら
教
わ
っ
た
情
報
で
は
十
勝

岳
か
ら
美
瑛
岳
を
周
遊
す
る
の
が
よ
い
ら
し

い
。
十
勝
岳
ま
で
は
グ
ル
ー
プ
や
フ
ァ
ミ

リ
ー
登
山
で
に
ぎ
や
か
。
火
山
礫
の
山
で
あ

ち
こ
ち
に
火
口
が
あ
る
。
山
頂
部
は
ガ
ス
の

ま
ま
10
時
半
に
２
０
７
７
ｍ
山
頂
。
そ
の
ま

ま
美
瑛
岳
に
向
か
う
。

　

砂
漠
地
帯
か
ら
徐
々
に
草
木
の
エ
リ
ア
へ

変
わ
り
天
候
回
復
。
美
瑛
岳
手
前
で
は
見
事

な
お
花
畑
が
現
れ
た
。
ガ
ス
が
流
れ
る
山
稜

を
行
き
、１
時
に
美
瑛
岳
。急
な
悪
路
を
下
っ

て
雲
ノ
平
経
由
４
時
に
望
岳
台
。
変
化
に
富

ん
だ
よ
い
ル
ー
ト
だ
。
十
勝
山
頂
か
ら
下
山

口
ま
で
会
っ
た
の
は
二
人
だ
け
。
北
海
道
の

山
は
空
い
て
い
る
。

　

明
日
は
休
養
日
、
観
光
ド
ラ
イ
ブ
で
も
。

大雪山赤岳から見るカムイミンタラ

望岳台からの十勝連山

●参考
・大雪山の各登山口へは道央道
旭川 IC が近い。旭岳温泉、層
雲峡へは JR 旭川駅からバス便
がある。
・十勝岳望岳台へは、道央道旭
川 IC からが便利。JR は富良野
線の美瑛駅が最寄。タクシーで
30 分ほど。
・各山の登山口に適当な駐車場
がありすべて無料。登山口の宿
泊施設では現地情報が入手でき
るので便利。道の駅などの施設
も豊富なので北海道のドライブ
旅行は快適といえるだろう。
・黒岳近くの黒岳石室を利用す

ると大雪山上の一夜が楽しめ
る。避難小屋だがシーズン中は
管理の人がいる。りんゆう観光
の経営で食と寝具は自前だが、
レンタルシェラフもある。売店
があるので軽食を作ることがで
きるのでおすすめ。
・十勝岳避難小屋は無人、無料
の施設で、自炊が前提。水は持
参したほうがよい。北海道の山
では沢水や雪渓の水は一度煮沸
するのが決まりになっている。
取材　2014 年 7 月１〜 6 日　
メンバー　単独

美瑛岳のお花畑
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い
の
細
い
危
う
い
道
を
１
時
間
ほ
ど
行
く
と

い
よ
い
よ
幌
尻
登
山
名
物
の
徒
渉
が
始
ま

る
。
前
後
の
３
人
と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
川

を
何
度
も
渡
り
返
す
。ヒ
ザ
上
ま
で
の
深
さ
、

ス
ト
ッ
ク
を
頼
り
に
す
る
の
が
コ
ツ
の
よ
う

だ
。
ほ
か
の
人
は
登
山
靴
を
ザ
ッ
ク
に
い
れ

て
徒
渉
用
の
履
物
に
替
え
て
い
る
。
モ
ン
ベ

ル
の
沢
靴
を
履
い
て
き
た
の
で
そ
れ
で
済
ま

せ
る
が
グ
リ
ッ
プ
力
は
優
秀
だ
。
こ
れ
で
山

道
も
歩
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

幌
尻
山
荘
の
前
で
十
数
回
目
の
徒
渉
を
す

ま
せ
て
１
時
過
ぎ
に
行
動
終
了
。
小
屋
で
は

食
事
は
自
炊
、
寝
具
も
な
い
と
の
こ
と
で
寝

袋
持
参
だ
っ
た
が
小
屋
番
の
人
が
毛
布
を
貸

し
て
く
れ
た
。
ぼ
く
ら
と
同
じ
バ
ス
で
き
た

ガ
イ
ド
つ
き
の
数
人
の
グ
ル
ー
プ
は
ひ
と
り

が
転
倒
し
て
ケ
ガ
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
運
ば

れ
敗
退
し
た
と
聞
い
た
。
徒
渉
が
始
ま
る
前

の
ヘ
ツ
リ
の
あ
た
り
ら
し
い
。

　

の
ん
び
り
し
て
い
る
と
、
次
の
バ
ス
便
の

後
発
グ
ル
ー
プ
が
や
っ
て
き
た
。
ガ
イ
ド
つ

き
団
体
ツ
ア
ー
で
十
数
人
。
た
ぶ
ん
こ
こ
に

い
る
二
十
数
人
の
全
員
が
百
名
山
ハ
ン
タ
ー

と
い
う
の
も
幌
尻
山
荘
な
ら
で
は
の
こ
と
だ

ろ
う
。
若
い
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。

幌
尻
岳
登
頂

　

７
月
５
日
。　

　

日
の
出
は
４
時
前
。
３
時
に
は
明
る
く
な

る
。
４
時
、
庭
先
で
お
湯
を
沸
か
し
て
い
る

と
早
出
組
が
も
う
ス
タ
ー
ト
。
自
分
と
同
じ

に
今
日
中
に
下
山
予
定
の
人
た
ち
。

　

４
時
半
出
発
。
小
屋
前
か
ら
登
山
道
が
始

ま
る
。
け
っ
こ
う
な
登
り
で
ひ
と
汗
か
く
と

尾
根
上
に
で
て
朝
日
が
ま
ぶ
し
い
。
命
の
水

を
過
ぎ
る
と
ハ
イ
マ
ツ
と
カ
ン
バ
帯
の
急
登

に
な
る
。
こ
れ
を
越
え
る
と
カ
ー
ル
の
外
縁

に
で
て
目
ざ
す
幌
尻
岳
が
姿
を
あ
ら
わ
す
。

山
頂
部
は
長
く
残
雪
と
ハ
イ
マ
ツ
の
山
肌
が

き
れ
い
。
大
き
な
カ
ー
ル
に
は
池
や
流
れ
も

あ
っ
て
ク
マ
も
や
っ
て
く
る
と
い
う
。

　

圏
谷
を
ま
わ
り
込
む
よ
う
に
馬
蹄
形
の
縦

走
路
が
続
い
て
い
る
の
で
先
行
す
る
何
人
か

Part 1
Report  
Guide

日本百名山レポートガイド 2
幌尻岳、斜里岳、

羅臼岳、雌阿寒岳
一度に４山登頂。

遠い山は夏休みにいっきに稼ぐのがいい

グレード
　幌尻岳が★★★、ほかは★★

標高
幌尻岳 2052m　斜里岳 1547m

羅臼岳 1661m　雌阿寒岳 1499m

●
プ
ロ
フ
ィ
ル

　

き
れ
い
な
山
容
を
も
つ
北
の
山
４
ピ
ー

ク
。
ど
れ
も
標
高
差
は
大
き
く
登
り
が
い
が

あ
る
。
幌
尻
岳
は
、
山
小
屋
１
泊
の
行
程
。

入
山
時
の
糠
平
川
の
連
続
徒
渉
が
ポ
イ
ン
ト

に
な
る
が
翌
日
の
行
程
も
長
い
。
残
り
３
山

は
日
帰
り
の
行
程
で
い
ず
れ
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

ル
ー
ト
、
体
力
は
必
要
だ
が
困
難
は
な
い
は

ず
。
羅
臼
岳
、
斜
里
岳
、
雌
阿
寒
岳
の
順
で

ラ
ク
な
登
山
に
な
る
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
も
紹

介
ル
ー
ト
が
最
短
で
い
ち
ば
ん
ラ
ク
な
コ
ー

ス
で
あ
る
。

●
行
程　

１
日
目　

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
停
｜
幌
尻
山
荘　

　
（
行
動
５
時
間
）

２
日
目　

幌
尻
山
荘
｜
幌
尻
岳
｜
幌
尻
山
荘

　

｜
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
停
（
行
動
11
時
間
）

３
日
目　

清
岳
荘
｜
上
の
二
股
｜
斜
里
岳
｜

熊　

見
峠
｜
清
岳
荘
（
行
動
８
時
間
）

４
日
目　

登
山
口
駐
車
場
｜
極
楽
平
｜
羅

臼　

平
｜
羅
臼
岳
｜
登
山
口
駐
車
場
（
行

　

動
10
時
間
）

５
日
目　

登
山
口
駐
車
場
｜
雌
阿
寒
岳
｜
登

　

山
口
駐
車
場
（
行
動
５
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

７
月
３
日
。　

　

朝
い
ち
の
フ
ラ
イ
ト
で
千
歳
へ
。
レ
ン
タ

カ
ー
を
借
り
出
し
て
ウ
ト
ナ
イ
湖
に
寄
っ
て

か
ら
日
高
ハ
イ
ウ
エ
イ
に
入
る
。
厚
真
、
鵡

川
と
の
ん
び
り
走
っ
て
平
取
へ
。
二
風
谷
の

ア
イ
ヌ
村
を
見
学
し
て
と
よ
ぬ
か
山
荘
へ
。

廃
校
に
な
っ
た
豊
糠
小
中
学
校
を
施
設
と
し

て
い
る
。草
原
に
な
っ
た
校
庭
が
さ
み
し
い
。

明
日
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
山
に
入
る
と
い
う

２
グ
ル
ー
プ
と
単
独
３
人
が
同
宿
。
内
地
か

ら
フ
ェ
リ
ー
で
マ
イ
カ
ー
登
山
と
い
う
人
が

多
い
よ
う
だ
。

幌
尻
山
荘
へ

　

７
月
４
日
。　

　

７
時
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
全
員
が
乗
っ
て

１
時
間
ほ
ど
で
登
山
口
。
林
道
を
２
時
間
も

歩
い
て
額
平
川
伝
い
の
山
道
に
入
る
。
川
沿

●アドバイス1　
・北海道の9山を一度の旅で登りきるのはたい
へんなので2度3度と訪れる人が多い。
・4山を連続登頂するのは好天に恵まれないと
難しいので余裕のある日程が必要だろう。マイ
カーの場合は都合で自在に対応できるので便利
だが宿泊施設に予約している場合はきゅうくつ
になるかもしれない。道の駅が各山の近くにあ
るので車泊登山するには都合がよい。
・本州からフェリーでマイカーを運んで百名山
ハントする、という人が多い。飛行機+レンタ
カーの人もいる。ほかに百名山ツアーに参加す
る人も多い。費用と結果を考える必要がある。

幌尻岳北カール
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の
姿
も
見
え
る
。
お
花
畑
が
素
晴
ら
し
い
。

ア
ポ
イ
に
続
く
日
高
の
山
並
み
が
見
え
る
。

新
冠
口
か
ら
の
登
山
道
を
合
わ
せ
る
と
す
ぐ

に
山
頂
。
８
時
半
。

　

下
り
は
同
じ
道
を
戻
る
。
11
時
半
に
幌
尻

山
荘
着
。
５
時
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
は
充
分

間
に
合
う
は
ず
。
登
り
よ
り
も
気
楽
な
気
分

で
ガ
ン
ガ
ン
と
徒
渉
を
繰
り
返
し
な
が
ら
林

道
終
点
ま
で
下
る
。
仲
よ
く
な
っ
た
数
人
と

い
っ
し
ょ
に
長
い
林
道
歩
き
。
４
時
に
は
バ

ス
停
に
戻
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

と
よ
ぬ
か
山
荘
に
６
時
に
戻
り
、
沙
流
川

温
泉
ひ
だ
か
高
原
荘
に
寄
っ
て
、
近
く
の
日

高
樹
林
ロ
ー
ド
道
の
駅
に
車
泊
。
明
日
は
道

東
の
清
里
、斜
里
、札
弦
ま
で
移
動
の
予
定
。

　

７
月
６
日
。

　

移
動
日
。
日
高
か
ら
日
勝
峠
を
越
え
て
音

更
、
上
士
幌
、
足
寄
、
阿
寒
オ
ン
ネ
ト
ー
と

ロ
ー
ド
ト
リ
ッ
プ
。
さ
ら
に
摩
周
国
道
で
弟

子
屈
、
札
弦
パ
パ
ス
ラ
ン
ド
道
の
駅
に
イ

ン
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
畑
の
向
こ
う
に
斜
里
岳
を

望
む
景
色
の
よ
い
と
こ
ろ
。
道
の
駅
に
は
温

泉
や
ラ
ン
ド
リ
ー
も
あ
っ
て
け
っ
こ
う
に
ぎ

や
か
。

　

今
回
は
、
幌
尻
岳
の
山
小
屋
以
外
は
宿
の

予
約
を
し
な
か
っ
た
。
天
気
と
相
談
し
て
自

由
に
移
動
し
て
山
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る

し
、
早
朝
に
登
山
口
か
ら
歩
き
出
す
こ
と
が

で
き
る
な
ど
、
車
泊
登
山
の
メ
リ
ッ
ト
を
感

じ
る
。単
独
行
の
場
合
は
な
お
さ
ら
だ
ろ
う
。

斜
里
岳
登
山

　

７
月
７
日
。

　

４
時
、
曙
光
を
浴
び
る
斜
里
岳
に
向
か
っ

て
ド
ラ
イ
ブ
。
清
岳
荘
駐
車
場
に
は
も
う
数

台
の
車
が
停
ま
っ
て
い
た
。ス
タ
ー
ト
５
時
。

し
ば
ら
く
ト
ラ
バ
ー
ス
道
を
行
き
林
道
終
点

か
ら
沢
に
下
る
。
こ
こ
か
ら
旧
登
山
道
と
い

わ
れ
る
沢
道
を
登
る
。
一
ノ
沢
川
源
流
で
、

徒
渉
の
連
続
、
二
十
数
回
あ
る
だ
ろ
う
か
。

増
水
し
て
い
な
け
れ
ば
飛
び
石
伝
い
に
渡
る

こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
運
が
よ
け
れ
ば
靴
を

濡
ら
す
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
小
滝
や
ナ
メ

　

札
弦
道
の
駅
で
温
泉
に
寄
っ
て
か
ら
午
後

は
知
床
道
で
ウ
ト
ロ
へ
。
知
床
連
山
が
ど
ん

ど
ん
近
づ
い
て
く
る
。
岩
尾
別
温
泉
地
の
涯

ホ
テ
ル
前
に
登
山
者
駐
車
場
が
あ
る
。
満
杯

の
場
合
は
道
路
脇
に
停
め
る
ら
し
い
。
無
料

の
露
天
風
呂
を
味
わ
う
。

羅
臼
岳

　

７
月
８
日
。　

　

羅
臼
岳
の
登
山
口
は
岩
尾
別
温
泉
地
の
涯

ホ
テ
ル
の
脇
か
ら
少
し
登
っ
た
木
下
小
屋
。

こ
こ
に
登
山
届
ボ
ッ
ク
ス
も
あ
る
。
東
京
よ

り
も
30
分
ほ
ど
日
の
出
が
早
い
よ
う
だ
。
４

時
に
ス
タ
ー
ト
。

　

カ
ツ
ラ
の
大
木
が
目
だ
つ
雑
木
の
森
を
行

く
。
歩
き
や
す
い
き
れ
い
な
道
で
極
楽
平
ま

で
は
緩
い
が
長
い
登
り
が
続
く
。
途
中
で
何

か
所
か
羅
臼
山
頂
が
見
え
る
が
、
遠
い
。
標

高
差
も
大
き
い
が
水
平
距
離
も
長
い
の
が
こ

の
ル
ー
ト
。

　

極
楽
平
を
過
ぎ
る
と
急
坂
に
変
わ
っ
て
ひ

と
登
り
す
る
と
雪
渓
が
現
れ
る
。
こ
の
雪
渓

滝
が
続
く
。
北
海
道
の
山
ら
し
い
登
山
と
い

え
る
だ
ろ
う
。
標
高
差
は
８
０
０
ｍ
ほ
ど
で

た
い
し
た
こ
と
は
な
い
は
ず
。

　

目
印
の
赤
布
を
追
っ
て
い
く
。
流
れ
が
小

さ
く
な
っ
て
水
量
が
落
ち
る
と
、
い
つ
の
ま

に
か
山
道
に
変
わ
っ
て
ハ
イ
マ
ツ
と
ハ
ン
ノ

キ
の
ト
ン
ネ
ル
を
行
く
。
小
さ
な
雪
渓
を
急

登
す
る
と
馬
ノ
背
で
、
８
時
。
斜
里
岳
の
山

頂
が
見
え
る
。
高
山
植
物
も
豊
富
だ
。
山
頂

手
前
に
斜
里
神
社
奥
宮
の
ち
い
さ
い
社
が
あ

る
。９
時
前
に
山
頂
。好
天
で
展
望
が
よ
い
。

人
気
山
な
の
で
ヒ
ト
も
少
な
く
な
い
。
幌
尻

岳
で
い
っ
し
ょ
だ
っ
た
人
と
ま
た
会
う
。
広

い
裾
野
の
先
に
青
い
海
が
見
え
て
気
持
ち
が

い
い
。
羅
臼
岳
な
ど
知
床
連
山
、
国
後
島
も

見
え
る
。

　

山
頂
か
ら
は
上
ノ
二
股
ま
で
往
路
を
下

り
、
そ
こ
か
ら
熊
見
峠
ま
で
ト
ラ
バ
ー
ス
す

る
。
モ
ー
レ
ツ
な
急
坂
を
下
る
と
下
ノ
二
股

で
一
ノ
沢
に
降
り
立
つ
こ
と
が
で
き
る
。
さ

ら
に
往
路
を
下
っ
て
11
時
終
了
。

●アドバイス2　
・幌尻岳について。往復のシャトルバスと幌尻
山荘は予約が必要。入下山の糠平川の徒渉では
沢靴などに履き替える人が多い。2日目の幌尻
山荘からの登り下りは普通の登山道。クマ除け
のベルがほしい。
・幌尻岳は新冠口ルートから登ることもできる。
林道歩きは長いが徒渉がないので天候に左右さ
れない利点がある。
・斜里岳では、登りは旧道ルートを沢伝いに上
がるので増水時は無理をしないこと。

夜明けの斜里岳羅臼岳
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は
麓
か
ら
も
よ
く
見
え
る
。
陽
気
が
い
い
の

で
雪
は
軟
ら
か
く
て
そ
の
ま
ま
直
登
で
き

る
。
数
人
が
先
を
行
き
、
後
ろ
か
ら
も
何
人

か
が
登
っ
て
く
る
。

　

雪
渓
を
登
り
切
る
と
お
花
畑
の
広
が
る
羅

臼
平
。
主
稜
線
上
の
交
差
点
で
羅
臼
口
か
ら

の
登
山
道
も
合
流
す
る
。
ハ
イ
マ
ツ
の
海
が

一
面
に
広
が
っ
て
い
る
。
羅
臼
岳
頂
上
部
は

大
岩
が
重
な
る
岩
峰
の
よ
う
に
見
え
る
。

　

し
ば
ら
く
ハ
イ
マ
ツ
の
ト
ン
ネ
ル
を
行

き
、
そ
の
あ
と
小
さ
い
が
急
な
雪
渓
が
現
れ

る
。
雪
が
切
れ
る
と
岩
場
の
急
登
に
変
わ
る

が
こ
れ
が
最
後
の
登
り
で
、
元
気
お
ば
さ
ん

に
あ
お
ら
れ
な
が
ら
９
時
山
頂
に
到
着
。
に

ぎ
や
か
な
頂
上
。
硫
黄
岳
に
続
く
知
床
の
山

が
重
な
る
。右
も
左
も
海
。国
後
島
が
近
い
。

　

下
山
は
登
り
道
ど
お
り
。
ま
だ
ま
だ
何
人

か
が
登
っ
て
く
る
。
昼
に
は
下
山
。
露
天
で

ひ
と
風
呂
浴
び
て
再
び
移
動
開
始
。
雌
阿
寒

岳
に
向
か
う
。
ど
こ
ま
で
も
ま
っ
す
ぐ
な

ロ
ー
カ
ル
道
を
行
く
。
斜
光
線
を
浴
び
た
雌

阿
寒
が
き
れ
い
。
雌
阿
寒
岳
の
登
山
口
近
く

に
は
立
派
な
公
共
駐
車
場
が
あ
る
。

雌
阿
寒
岳

　

７
月
９
日
。

　

５
時
前
に
ス
タ
ー
ト
。
遥
か
遠
く
に
雌
阿

寒
岳
の
山
頂
が
見
え
る
よ
う
だ
。
こ
の
あ
た

り
の
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
の
純
林
は
名
物
だ
と
い

う
。
３
合
目
か
ら
は
低
木
帯
に
変
わ
り
４
合

目
で
ハ
イ
マ
ツ
と
火
山
砂
礫
の
道
と
な
っ
て

視
界
が
ひ
ら
け
る
。

　

５
合
目
へ
は
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
隣
の
尾
根

に
移
り
ハ
イ
マ
ツ
の
ト
ン
ネ
ル
を
進
む
。
６

合
目
か
ら
は
樹
海
の
中
の
オ
ン
ネ
ト
ー
を
見

お
ろ
す
こ
と
が
で
き
る
。
あ
と
は
外
輪
の
９

合
目
が
見
え
る
の
で
火
山
砂
と
溶
岩
の
裸
地

帯
を
ひ
た
す
ら
登
っ
て
い
く
。
火
山
性
の
高

山
植
物
も
多
い
の
で
楽
し
め
る
。
９
合
目
で

火
口
外
輪
に
出
る
。
巨
大
な
噴
火
口
が
あ
っ

て
音
を
出
し
て
白
煙
が
上
が
っ
て
い
る
。

　

何
度
も
の
噴
火
で
火
口
内
は
複
雑
な
形
状

を
し
て
い
て
、
火
口
外
輪
の
外
側
に
も
月
の

砂
漠
の
よ
う
な
大
き
な
ク
レ
ー
タ
ー
が
あ
っ

て
噴
煙
が
上
が
っ
て
い
る
。

　

最
近
も
そ
う
だ
が
、
深
田
久
弥
氏
が

１
９
５
９
年
に
登
っ
た
と
き
も
爆
発
が
あ
っ

て
雌
阿
寒
岳
に
は
登
れ
ず
雄
阿
寒
岳
の
ほ
う

に
転
進
し
た
と
い
う
。
こ
の
山
は
ち
ょ
く

ち
ょ
く
噴
火
す
る
よ
う
だ
。

　

山
頂
７
時
半
。
駐
車
場
の
案
内
に
は
頂
上

ま
で
２
時
間
と
あ
っ
た
が
若
者
向
け
の
タ
イ

ム
だ
ろ
う
。
標
高
差
は
８
０
０
m
ほ
ど
だ
か

ら
３
時
間
は
か
か
る
と
思
っ
た
ほ
う
が
よ

い
。
阿
寒
湖
と
雄
阿
寒
岳
が
見
え
る
。
後
続

が
だ
ん
だ
ん
登
っ
て
く
る
よ
う
に
な
る
。
地

元
の
百
名
山
ハ
ン
タ
ー
と
立
ち
話
し
た
が
、

山
頂
北
東
の
大
皿
火
口
で
は
昔
は
硫
黄
を

採
っ
て
い
た
そ
う
。

　

30
分
ほ
ど
で
山
頂
を
辞
し
て
往
路
を
戻

る
。下
り
も
２
時
間
か
か
っ
た
。10
時
終
了
。

ど
こ
で
も
行
け
る
時
間
だ
が
、
さ
て
。
足
寄

に
下
り
、
ラ
ン
チ
ラ
ー
メ
ン
。
明
日
は
ト
ム

ラ
ウ
シ
か
、
天
気
が
悪
い
よ
う
な
ら
樽
前
山

で
も
登
ろ
う
か
。

●アドバイス3　
・羅臼岳は行程が長いが普通の登山道を登り下
りする。初夏には雪渓が2か所あり軽アイゼ
ンがほしいと思う人もいるかもしれない。羅臼
町や知床峠からの登山ルートがあるが難路であ
る。紹介の斜里町からのルートがいちばんラク。
・雌阿寒岳はファミリー登山で登る人もいる比
較的容易な山。火山規制がある場合は7合目
あたりで通行止めになることがある。余裕があ
れば雄阿寒岳を登るのもよい。雌阿寒と雄阿寒
は離れていて別々の山である。雌阿寒岳の方が
高い。

●参考
・とよぬか山荘シャトルバス停へは、道央
日高道日高 IC から国道 235 号経由。日
高本線富川からバスで振内。さらに振内
タクシー利用。
・とよぬか山荘からのシャトルバスと幌尻
山荘は予約が必要。とよぬか山荘ホーム
ページで詳細。立ち寄り湯は、日高国際
スキー場隣接のひだか高原荘が便利。こ
こに前泊後泊する人も多い。
・斜里岳清岳荘へは、道東道足寄 IC から
国道 241 号経由。最寄駅は釧路本線清里
町駅、さらにタクシー利用。斜里岳麓に
は道の駅パパスランドさっつるがあり温
泉やコインランドリーがある。

・羅臼岳登山口の岩尾別温泉の登山口へ
は、道東道足寄 IC から国道 241 号経由。
駐車場は数台のみ。むかいの地の涯ホテ
ルの駐車場は利用できない。最寄駅は釧
路本線知床斜里駅で斜里バス利用。駐車
場横に無料の露天風呂があるがブヨ、蚊
が多い。海辺沿いの国道に道の駅がある
が騒がしい。
・雌阿寒温泉へは、道東道足寄 IC から国
道 241 号経由。最寄駅は根室本線釧路駅
で阿寒バスの便がある。公共の広い駐車
場がある。野中温泉で立寄り湯ができる。
取材　2016 年 7 月 3 〜 9 日　
メンバー　単独

オンネトーと雌阿寒岳、阿寒富士
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昨
年
滑
っ
た
夏
道
側
の
沢
を
下
っ
て
、
ひ
ら

め
平
経
由
ベ
ー
ス
へ
戻
る
。
森
を
抜
け
て
林

道
を
下
り
４
時
終
了
。
利
尻
富
士
温
泉
で
な

ご
む
。

日本百名山レポートガイド３
利尻岳

標高差 1500m。日帰り限定なので早立ち

グレード　★★
積雪期は★★★

標高　1721m

●
プ
ロ
フ
ィ
ル

　

遠
い
北
の
山
だ
が
あ
の
美
し
い
山
の
頂
に

は
ど
う
し
て
も
立
ち
た
い
。
山
好
き
な
ら
だ

れ
も
思
う
こ
と
だ
ろ
う
。
最
南
の
屋
久
島
宮

之
浦
岳
も
そ
う
だ
が
海
を
見
下
ろ
す
島
の
山

に
は
ロ
マ
ン
が
あ
る
。

　

利
尻
岳
登
頂
の
行
程
は
シ
ン
プ
ル
で
、
鴛

泊
側
の
野
営
場
登
山
口
か
ら
山
頂
を
往
復
す

る
も
の
。
標
高
差
は
１
５
０
０
ｍ
。
日
帰
り

が
基
本
、
山
中
泊
は
で
き
な
い
。
頂
上
直
下

は
急
登
で
山
頂
は
ま
わ
り
が
絶
壁
と
な
っ
て

い
る
の
で
注
意
。
記
録
は
４
月
の
山
ス
キ
ー

の
も
の
。

●
行
程　

鴛
泊
野
営
場
｜
長
官
山
｜
利
尻
岳
｜
野
営
場

　
（
行
動
９
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

４
月
20
日
。　
　

　

利
尻
島
を
何
度
か
訪
ね
て
い
る
が
山
頂
に

立
っ
た
の
は
３
回
。
悪
天
の
日
は
ま
と
も
に

歩
く
こ
と
も
で
き
な
い
。
島
の
山
は
天
気
が

読
め
な
い
。

　

前
日
の
予
報
と
違
い
朝
か
ら
青
空
が
広
が

る
。
８
時
過
ぎ
に
利
尻
富
士
温
泉
前
で
４
人

チ
ー
ム
が
集
合
。
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
に
の
せ

て
も
ら
い
ベ
ー
ス
５
０
０
ｍ
ま
で
。

　

９
時
に
ス
タ
ー
ト
。
旧
火
口
の
ひ
ら
め
平

か
ら
長
官
山
尾
根
へ
。
先
行
し
て
い
る
の
は

ロ
ー
カ
ル
の
渡
辺
ア
ル
ペ
ン
ガ
イ
ド
の
グ

ル
ー
プ
。
長
官
山
下
で
ア
イ
ゼ
ン
を
つ
け
て

ト
ラ
バ
ー
ス
、
利
尻
岳
避
難
小
屋
11
時
。
み

ん
な
バ
ラ
バ
ラ
に
登
っ
て
山
頂
１
時
。
渡
辺

ガ
イ
ド
チ
ー
ム
の
ス
テ
ッ
プ
を
使
っ
て
ラ
ク

に
登
る
こ
と
が
で
き
た
。
昨
日
山
頂
か
ら

下
っ
た
数
本
の
シ
ュ
プ
ー
ル
が
あ
っ
た
。

　

頂
上
で
の
ん
び
り
し
て
か
ら
１
６
０
０
ｍ

９
合
目
ま
で
下
る
。
デ
ポ
し
た
ス
キ
ー
を

拾
っ
て
、
北
面
の
豊
漁
沢
源
頭
を
滑
る
。
ガ

リ
ガ
リ
し
て
い
た
が
カ
リ
カ
リ
で
は
な
く
無

難
に
滑
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

避
難
小
屋
ま
で
下
る
と
急
に
風
が
強
く

な
っ
て
き
た
。
な
ん
だ
、こ
の
変
わ
り
様
は
。

●アドバイス　
・道はよく整備されていて技術的に難しいとこ
ろはなく体力と気合で登って下りてくる山であ
る。朝早くスタートするのがキモ。
・ハイシーズンは大混雑する。季節をずらして
登るとよい。5月の春山も悪くない。6月には
登山道の残雪も消える。
・沓形からの道もあるが短くて急。混雑を避け
るサブルートになる。

Part 1
Report  
Guide

●参考
・島へは札幌から飛行機、稚内か
らフェリーで入ることができる。
マイカーの持ち込みも可能だが
単独行だと割高になる。島内に
レンタカーがあり観光もできる
が、利尻登頂のみなら宿に頼ん
で送迎してもらうのがおすすめ。
マルゼン旅館、レラモシリなど
がリーズナブル。
・フェリーや飛行機は悪天の日に
欠航することがある。予報を確
認して日程にも余裕を持って入

島したい。
・長官山の先の利尻岳避難小屋は
緊急時利用のためのもので宿泊
はできない。また利尻岳では携
帯トイレの利用が推奨されてい
て、ポイントにブースが用意さ
れている。
・温泉は鴛泊の町営の利尻富士温
泉がよい。コインランドリーも
ある。
取材　2014 年 4 月 17 〜 21 日
　メンバー　ヒロユキ、ポン山、
ヨシリン

利尻岳南稜はクライミングルート東面から見た利尻岳　　　

鴛泊からの利尻岳。登りルートがわかる
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滑
っ
て
い
る
人
も
多
い
。
扇
子
森
を
越
え
た

と
こ
ろ
か
ら
七
五
三
掛
（
し
め
か
け
）
ま
で

は
夏
道
、ス
キ
ー
を
ザ
ッ
ク
に
つ
け
て
登
る
。

　

七
五
三
掛
か
ら
千
蛇
谷
へ
の
ト
ラ
バ
ー
ス

は
急
斜
面
を
水
平
に
横
切
る
。
火
口
底
の
雪

渓
を
ジ
グ
ザ
グ
と
登
っ
て
、
七
高
山
と
新
山

の
鞍
部
に
上
が
る
。
最
後
の
急
坂
を
登
っ
て

下
山
の
人
と
入
れ
違
う
よ
う
に
山
頂
に
立

つ
。
２
時
。
山
頂
は
２
度
目
。
鳥
海
山
は

ル
ー
ト
が
何
本
か
あ
る
が
、
好
天
に
恵
ま
れ

て
山
頂
に
立
て
れ
ば
ラ
ッ
キ
ー
と
言
え
る
だ

ろ
う
。
ス
キ
ー
な
ら
祓
川
ル
ー
ト
が
い
ち
ば

ん
素
直
な
登
り
下
り
に
な
る
か
も
し
れ
な
い

が
、鉾
立
側
は
日
本
海
が
見
え
る
の
が
い
い
。

　

だ
れ
も
い
な
く
な
っ
た
ピ
ー
ク
直
下
か
ら

滑
走
。
往
路
を
戻
る
。
サ
サ
の
島
が
出
て
い

る
の
で
ス
キ
ー
を
脱
が
ず
に
滑
れ
る
ラ
イ
ン

を
選
ぶ
の
に
頭
を
使
う
。
４
時
半
終
了
、
ク

ロ
ー
ズ
の
５
時
直
前
に
ゲ
イ
ト
通
過
。

　

象
潟
の
道
の
駅
で
夕
日
を
眺
め
る
。
さ
て

明
日
は
ど
こ
の
山
へ
行
こ
う
か
。

日本百名山レポートガイド 4
鳥海山

海を見下ろす独立峰。鉾立ルートが安心。
春の残雪登山もよい

グレード　★★
積雪期は★★★

標高　2236m

●
プ
ロ
フ
ィ
ル

　

秋
田
と
山
形
の
県
境
に
そ
び
え
る
優
美
で

大
き
な
山
。
日
本
海
を
見
下
ろ
す
花
の
山
で

も
あ
り
ス
キ
ー
名
山
と
し
て
も
有
数
。

　

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
コ
ー
ス
は
、
鳥
海
ブ
ル
ー

ラ
イ
ン
の
最
高
地
点
に
あ
る
鉾
立
駐
車
場
か

ら
鳥
海
湖
脇
を
経
由
し
て
主
峰
の
新
山
山
頂

に
至
る
も
の
。
標
高
差
は
１
１
０
０
ｍ
ほ
ど

で
ル
ー
ト
距
離
６
km
以
上
と
長
い
の
で
緩
い

登
り
が
続
く
。
最
高
峰
新
山
直
下
は
急
登
と

な
る
。
日
帰
り
登
山
が
ふ
つ
う
。

　

記
録
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の
残
雪

期
の
も
の
で
夏
道
ど
お
り
辿
っ
て
い
る
。
ス

キ
ー
で
も
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
で
歩
い
て
も
グ

レ
ー
ド
や
時
間
は
そ
れ
ほ
ど
か
わ
ら
な
い
。

深
田
先
生
は
４
月
の
半
ば
に
吹
浦
か
ら
ス

キ
ー
で
登
っ
て
い
る
。
海
抜
０
m
か
ら
ほ
ぼ

ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
沿
い
に
上
が
り
鉾
立
ル
ー
ト

を
辿
っ
た
と
『
日
本
百
名
山
』
に
は
あ
る
。

●
行
程　

鉾
立
登
山
口
｜
御
浜
小
屋
（
鳥
海
湖
脇
）
｜

　

鉾
立
登
山
口
（
行
動
９
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

５
月
３
日
。

　

バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
３
人
組
の
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
イ
ー
ク
の
山
行
。
前
日
、
早
朝
に
東
京

を
出
て
う
る
わ
し
の
栗
駒
山
へ
ス
キ
ー
登

山
。
山
を
下
っ
て
東
北
道
か
ら
山
形
道
に
ま

わ
り
月
山
道
の
駅
で
仮
泊
。

　

県
境
を
越
え
て
秋
田
へ
。
鳥
海
ブ
ル
ー
ラ

イ
ン
の
ゲ
ー
ト
は
春
先
は
８
時
に
開
く
。
海

辺
か
ら
高
差
１
１
０
０
ｍ
ほ
ど
を
ド
ラ
イ
ブ

し
て
上
が
る
こ
と
に
な
る
。
鉾
立
駐
車
場
は

ス
キ
ー
ヤ
ー
や
登
山
者
、
観
光
の
人
で
に
ぎ

や
か
だ
。
９
時
過
ぎ
に
ス
タ
ー
ト
。
山
頂
を

目
ざ
す
に
は
い
か
が
な
も
の
か
と
い
う
時

間
。
ス
キ
ー
を
か
つ
い
で
夏
道
伝
い
に
上
が

る
。し
ば
ら
く
し
て
ス
キ
ー
シ
ー
ル
で
登
高
。

サ
サ
が
出
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
一
、二

度
ス
キ
ー
を
脱
ぐ
場
面
も
。
雪
融
け
が
半
月

ほ
ど
早
い
ら
し
い
。

　

御
浜
小
屋
９
時
過
ぎ
。
鳥
海
湖
の
斜
面
で

●アドバイス　
・鳥海山は四方から登り道があり、名称もバラバラで複雑だ
が、かんたんに言うと、鉾立（吹浦口、象潟口）コースのほか、
北側の祓川（矢島口）コース、南の滝の小屋（湯ノ台口）コー
スがある。標高差は1100ｍほどでどれも同じくらい。祓
川コース、滝の小屋コースはルート距離が短いので急坂が
続く。3ルートのどれを選ぶかは好みになるが、鉾立ルー
トが入山しやすくて登りやすいだろう。いずれにしても早
朝スタートをすすめる。

Part 1
Report  
Guide

●参考
・鉾立登山口へは、日本海東北道酒
田みなと IC から国道 7 号経由鳥海
ブルーライン鉾立駐車場。シーズン
中は羽越本線象潟駅から鳥海登山バ
スがでている（にかほ市観光協会管
轄）。また遊佐駅、吹浦駅から乗合
タクシーの便がある（酒田第一タク
シー運行）。
・鉾立以外の祓川（矢島口）コース、
南の滝の小屋（湯ノ台口）コースに
も登山者駐車場がある。
取材　2015 年 5 月 3 日　
メンバー　松倉　羽根田　伊藤記

にかほ市から見た鳥海山

祓川から山頂を目ざす
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た
。

　

盛
岡
に
下
り
紫
波
の
ラ
フ
ラ
ン
ス
温
泉
に

寄
る
。
せ
っ
か
く
だ
か
ら
明
日
は
船
形
山
へ

登
ろ
う
。

日本百名山レポートガイド 5
早池峰山

みちのくの遠い山。南面がラク、
北面はマイカー規制なし

グレード　★★
積雪期は★★★

標高　1917m

●
プ
ロ
フ
ィ
ル

　

遠
野
物
語
に
で
て
く
る
花
の
山
。
東
西
に

長
い
大
き
な
山
だ
。
岩
手
の
山
だ
か
ら
岩
手

山
、
八
幡
平
、
秋
田
駒
ヶ
岳
な
ど
と
継
続
し

た
山
旅
が
楽
し
め
る
だ
ろ
う
。

　

早
池
峰
山
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
遠
野
の
岳

側
か
ら
登
り
下
り
す
る
も
の
で
河
原
坊
か
ら

登
る
と
標
高
差
８
５
０
ｍ
、
も
う
れ
つ
に
急

だ
が
往
復
５
～
６
時
間
の
行
程
。
花
を
愛
で

な
が
ら
の
山
登
り
だ
。
レ
ポ
ー
ト
は
、
北
面

の
門
馬
側
か
ら
の
積
雪
期
の
も
の
。
山
ス

キ
ー
で
登
っ
て
い
る
が
夏
で
も
こ
ち
ら
の
方

が
静
か
で
マ
イ
カ
ー
登
山
向
き
。

●
行
程　

門
馬
握
り
沢
登
山
口
｜
早
池
峰
山
｜
握
り
沢

　

登
山
口
（
行
動
９
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

３
月
11
日
。

　

前
日
東
北
道
を
ひ
た
走
り
し
て
区
界
道
の

駅
ま
で
。
明
る
く
な
る
こ
ろ
門
馬
口
の
除
雪

終
点
へ
。
民
家
の
す
ぐ
先
だ
っ
た
。

　

６
時
半
ス
タ
ー
ト
。
こ
こ
か
ら
ひ
た
す
ら

林
道
を
行
く
。
１
時
間
半
歩
い
て
握
り
沢
夏

山
登
山
口
。
無
雪
期
は
こ
こ
ま
で
車
が
入
る

か
ら
山
頂
ま
で
４
時
間
ほ
ど
で
行
け
る
は

ず
。
標
高
差
は
１
２
５
０
ｍ
あ
る
。

　

今
日
は
ス
キ
ー
な
の
で
樹
林
帯
の
登
り
を

さ
け
て
ア
イ
オ
ン
沢
に
入
る
。
堰
堤
を
い
く

つ
か
越
え
て
沢
源
頭
へ
。
堅
い
雪
に
う
っ
す

ら
と
新
雪
が
積
も
っ
て
登
り
に
く
い
の
で
ス

キ
ー
か
ら
ア
イ
ゼ
ン
に
替
え
る
。

　

急
な
低
木
帯
を
過
ぎ
て
蛇
紋
岩
の
大
岩
が

点
在
す
る
稜
線
部
に
出
る
。
冬
型
が
戻
っ
た

ら
し
く
山
頂
部
は
ガ
ス
の
中
で
小
雪
が
舞

う
。
寒
い
が
風
が
さ
ほ
ど
な
い
の
で
ラ
ク
。

　

１
時
に
山
頂
。
写
真
を
撮
っ
て
速
攻
で
往

路
を
下
山
。
広
く
て
迷
い
や
す
い
地
形
に
見

え
る
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
が
役
に
た
つ
。

　

ア
イ
オ
ン
沢
源
頭
を
滑
っ
て
か
ら
林
道
に

入
る
。
棒
立
ち
滑
降
１
時
間
で
車
に
戻
る
こ

と
が
で
き
た
。
３
時
半
終
了
。
百
名
山
の
ひ

と
つ
だ
が
今
日
は
だ
れ
に
も
会
わ
な
か
っ

●アドバイス　
・紹介の早池峰北面の門馬（握り沢）コースは、国
道106号から林道を走り握り沢登山口駐車場から
ピストンする。早池峰山の北面は夏でもすいてい
る。標高差1250mくらいならどうってことない、
という人に。
・早池峰山を最短でハントするのなら南面の河原坊
の駐車場からピストンする。下山路は小田越に下
る周回コースが面白い。早池峰山の南面側は混雑
気味で夏季には岳から登山口までマイカー規制が
ある。

Part 1
Report  
Guide

●参考
・門馬（御山川）握り沢登山口
へは、東北道盛岡南 IC から国道
106 号経由で 1 時間半ほど。JR
山田線平津戸駅が最寄駅。公共
交通利用の場合は早池峰山南面
コースを選ぶほうがべんり。
・深田久弥氏は作家であり登山
家だが、スキーの名手としても
知られている。日本百名山の中
には四阿山などいくつかスキー
で登ったという記事が見られる。
氏は富士山スキー史の黎明期に
も記録を残していて富士山頂上
滑降のパイオニアのひとり、と

いうよりも冬季初滑降の記録保
持者となっている。そのスキー
の手腕は、弟子（スキーの）の
小林秀雄のエッセイでも明らか
である。師弟のスキーへの熱中
ぶりは小林秀雄の『カヤの平』
でうかがうことができる。スキー
登山は当時の登山界ではいまよ
り花形だったから深田氏は時代
の先端を進んでいたと思われる。
深田氏が富士山剣ケ峰から滑り
下りたのは昭和 14 年 3 月 2 日
のこと。
取材　2016 年 3 月 11 日　　
メンバー　単独

山頂まぢか

握り沢登山口から見上げる

鳥海山山頂
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緩
い
坂
路
を
上
が
る
と
鳥
原
山
。
サ
サ
の

中
に
三
角
点
が
あ
っ
た
。
そ
の
先
に
好
展
望

台
が
あ
り
、
正
面
に
迫
る
小
朝
日
、
そ
の
先

に
大
朝
日
が
続
い
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
こ

こ
か
ら
も
遠
く
に
見
え
る
。

　

こ
こ
ま
で
４
時
間
以
上
か
か
っ
て
い
る
。

小
屋
泊
ま
り
の
荷
も
あ
っ
て
い
つ
も
よ
り

パ
ッ
ク
が
重
い
。
ス
ロ
ー
ペ
ー
ス
だ
が
今
日

は
大
朝
日
小
屋
ま
で
な
の
で
急
ぐ
こ
と
も
な

い
。
鳥
原
小
屋
ま
で
は
ひ
と
り
で
後
続
は
な

い
よ
う
に
見
え
た
が
、
ひ
と
り
ふ
た
り
登
っ

て
き
て
あ
っ
さ
り
抜
か
れ
た
。

　

小
朝
日
の
登
り
は
き
つ
そ
う
に
見
え
た
が

そ
れ
ほ
ど
の
こ
と
も
な
く
２
時
間
は
か
か
ら

ず
に
山
頂
。
古
寺
鉱
泉
か
ら
上
が
っ
て
く
る

人
が
見
え
る
。
古
寺
鉱
泉
か
ら
の
ル
ー
ト
は

日
帰
り
ピ
ス
ト
ン
す
る
の
も
ラ
ク
だ
し
人
気

が
高
い
よ
う
だ
。
今
回
自
分
は
と
い
え
ば
、

せ
っ
か
く
の
夏
山
な
ん
で
１
泊
し
て
朝
晩
の

山
の
雰
囲
気
を
味
わ
い
た
い
、
の
コ
コ
ロ
で

あ
る
。

日本百名山レポートガイド 6
大朝日岳

近い道はなく飯豊山とともに難関のひとつ

グレード　★★
標高　1871m

●
プ
ロ
フ
ィ
ル

　

大
き
な
山
脈
で
い
く
つ
も
の
ピ
ー
ク
が
連

な
っ
て
い
る
が
大
朝
日
岳
は
そ
の
最
高
峰
。

こ
こ
で
は
朝
日
鉱
泉
（
朝
日
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス

ト
の
家
）
か
ら
の
周
回
コ
ー
ス
を
選
択
。
山

頂
下
の
大
朝
日
小
屋
に
１
泊
し
て
夏
山
を
楽

し
む
。
マ
イ
カ
ー
登
山
の
場
合
は
古
寺
鉱
泉

か
ら
大
朝
日
岳
を
往
復
す
る
の
が
最
短
で
人

気
。

●
行
程　

１
日
目　

朝
日
鉱
泉
（
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
の

　

家
）
｜
鳥
原
山
｜
小
朝
日
岳
｜
大
朝
日

小　

屋
（
行
動
８
時
間
）

２
日
目　

大
朝
日
小
屋
｜
大
朝
日
岳
｜
朝
日

　

鉱
泉
（
行
動
５
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

大
朝
日
小
屋
へ

　

８
月
７
日
。

　

前
日
の
早
朝
東
京
を
出
て
北
へ
。
磐
梯
熱

海
Ｉ
Ｃ
で
高
速
道
路
を
降
り
て
母
成
ラ
イ
ン

で
裏
磐
梯
へ
。
磐
梯
山
や
吾
妻
の
山
を
見
な

が
ら
檜
原
峠
を
越
え
て
米
沢
。
赤
湯
の
元
湯

で
２
０
０
円
の
立
ち
寄
り
湯
。

　

ま
だ
日
が
高
い
の
で
白
鷹
道
の
駅
へ
。
さ

ら
に
最
上
川
源
流
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
ど
ん
づ

ま
り
の
朝
日
鉱
泉
ま
で
狭
く
て
長
い
林
道
を

ド
ラ
イ
ブ
。
夕
方
到
着
。
こ
こ
に
は
一
軒
宿

の
朝
日
鉱
泉
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
の
家
が
あ

る
。
パ
ー
キ
ン
グ
に
は
数
台
の
車
が
あ
っ
て

人
は
い
な
い
。
車
泊
す
る
（
東
京
か
ら
寄
り

道
な
し
な
ら
、
朝
日
鉱
泉
へ
は
山
形
道
寒
河

江
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
が
近
い
）。

　

よ
く
眠
れ
た
。
明
け
方
ス
タ
ー
ト
。
５
時

前
。
朝
日
川
を
吊
り
橋
で
わ
た
っ
て
鳥
原
山

へ
の
急
坂
を
行
く
。
は
る
か
遠
く
に
大
朝
日

の
三
角
ピ
ー
ク
が
見
え
る
。
肩
に
あ
る
山
小

屋
が
点
の
よ
う
。
名
物
の
ブ
ナ
森
は
大
木
ぞ

ろ
い
で
き
れ
い
だ
。
い
っ
た
ん
右
手
の
金
山

沢
に
下
っ
て
と
な
り
の
尾
根
に
乗
り
か
え

る
。
鳥
原
小
屋
を
経
由
す
る
た
め
ら
し
い
。

尾
根
の
頭
は
広
い
湿
原
に
な
っ
て
い
て
小
屋

は
そ
の
脇
に
あ
る
。
快
適
そ
う
だ
。

Part 1
Report  
Guide

　

小
朝
日
か
ら
は
１
５
０
ｍ
ほ
ど
下
っ
て
か

ら
登
り
返
し
に
な
る
。
コ
ル
か
ら
振
り
返
る

小
朝
日
は
立
派
。
大
朝
日
が
よ
う
や
く
近
づ

い
て
き
て
大
朝
日
小
屋
も
は
っ
き
り
わ
か

る
。
快
適
な
尾
根
道
を
行
く
と
銀
明
水
。
水

を
目
い
っ
ぱ
い
ゲ
ッ
ト
し
て
か
ら
お
花
畑
の

坂
路
を
登
っ
て
１
時
間
は
か
か
ら
ず
に
大
朝

日
小
屋
着
。
８
時
間
の
行
程
だ
っ
た
。

　

管
理
人
が
い
て
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
。
素
泊
ま

り
１
５
０
０
円
。
ま
だ
日
が
高
い
の
で
山
頂

を
往
復
す
る
。
遠
く
の
山
は
か
す
ん
で
い
る

が
、
今
日
歩
い
て
き
た
全
ル
ー
ト
が
よ
く
見

え
る
。
月
山
が
近
く
残
雪
も
見
え
る
。

　

小
屋
に
戻
っ
て
庭
先
で
の
ん
び
り
す
る
。

日
本
百
名
山
の
ひ
と
つ
と
あ
っ
て
け
っ
こ
う

賑
や
か
。
夕
焼
け
を
期
待
し
て
い
た
が
ガ
ス

が
湧
い
て
き
て
し
ま
っ
た
。
な
ん
だ
か
今
日

は
山
も
暑
す
ぎ
る
よ
う
な
の
だ
。

大
朝
日
岳

　

８
月
８
日
。　

　

朝
日
連
峰
に
は
テ
ン
ト
場
は
な
い
よ
う
で

鳥原山登りから見る大朝日岳

大朝日小屋のお花畑
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縦
走
す
る
人
は
避
難
小
屋
利
用
だ
と
い
う
。

暗
い
う
ち
か
ら
行
動
開
始
の
人
も
い
る
。
明

る
く
な
る
こ
ろ
、
４
時
半
ス
タ
ー
ト
。
山
頂

５
時
で
日
の
出
に
ぴ
っ
た
り
。
好
天
で
四
方

の
山
が
見
え
る
。

　

月
山
、
鳥
海
が
並
ん
で
い
る
。
海
が
見
え

る
。ご
来
光
は
船
形
山
か
ら
上
が
っ
て
き
た
。

飯
豊
山
が
近
く
、
蔵
王
、
磐
梯
山
や
吾
妻
山

も
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
北
の
方
に
は
な
ん

だ
か
岩
手
山
ら
し
き
山
が
見
え
た
が
き
っ
と

そ
う
だ
ろ
う
。

　

長
い
下
り
に
入
る
。
山
頂
か
ら
ス
タ
ー
ト

地
点
の
朝
日
鉱
泉
も
見
え
る
。
意
外
と
近
く

に
感
じ
る
。
朝
日
川
ま
で
２
時
間
半
ほ
ど
で

降
り
立
つ
こ
と
が
で
き
た
。
標
識
に
は
さ
ら

に
２
時
間
半
か
か
る
と
あ
っ
て
驚
い
た
が
、

実
際
そ
の
く
ら
い
の
時
間
が
必
要
だ
っ
た
。

川
沿
い
の
道
は
へ
つ
り
や
高
巻
き
登
り
返
し

が
多
い
。

　

結
局
昼
ま
で
か
か
り
下
山
に
６
時
間
ほ

ど
。
こ
の
周
回
ル
ー
ト
は
日
帰
り
も
で
き
そ

う
だ
が
自
分
な
ら
12
時
間
以
上
か
か
る
の
で

は
な
い
か
。

　

山
の
上
で
朝
晩
を
過
ご
す
の
は
楽
し
い
。

な
に
も
あ
わ
て
て
山
を
歩
く
こ
と
も
な
い
。

朝日の山頂

鳥原山から小朝日岳と大朝日岳

大朝日小屋

●アドバイス
・最短コースは北面の古寺鉱泉からのピストン
で。標高差は1200m。紹介ルートは南面の朝日
鉱泉からのもので標高差1350mで避難小屋１
泊コース。どちらも健脚日帰り可能。
・紹介の朝日鉱泉からの場合は行動時間が長い
ので大朝日小屋に1泊するのがよい。大朝日小
屋は基本的に避難小屋で食事、寝具の類は自前
である。
・朝日鉱泉からの日帰りは、紹介の下山ルート
の尾根をピストンするのがよい。

●参考 2
・朝日鉱泉の最寄の IC は山形
道の寒河江。下道で米沢から
白鷹町経由もある。朝日鉱泉
までのアプローチでは長い林
道ドライブがある。細道なの
で注意。朝日鉱泉のナチュラ
リスト山の家の先に登山者駐
車場があり 10 台ほど収容でき
る。
ＪＲ最寄駅は左沢線の左沢駅。
シーズンには登山バスがある。
詳細は朝日ナチュラリストの
家のホームページで。

・朝日ナチュラリストの家で立
ち寄り湯ができるが麓に下っ
ても五百川温泉などがある。
北面の場合は古寺鉱泉や大井
沢温泉、月山温泉など豊富
・ルート上には朝日小屋と鳥原
小屋がある。前泊地や行程に
よって選択できる。避難小屋
なので食事、寝具持参のこと。
ハイシーズンは管理の人がい
る。
取材　2016 年 8 月 7 〜 8
メンバー　単独

●参考 1
・朝日岳のように大きな山塊でいくつもピークがあ
る場合、百名山ハンターとしては、山域の最高峰を
登ってよし、とするのがふつうだろう。大朝日岳に
登ったから朝日連峰を極めたわけではないのはもち
ろんである。ほかにも大雪山、八甲田山、飯豊山な
ど大きな山域の山はたくさんある。山域の最高峰を
登るのはわかりやすい目標にちがいない。私見では、
百名山登山は、山域の代表選手を選んで登ってコレ
クションするゲームのようなものだと思う。
丹沢山のように最高峰が別にある山、浅間山、大
山など、規制で最高峰に立てない山もある。山頂
近くまで車やリフトで上がる乗りもの登山について
も異論があったりする。百名山登頂ゲームの決まっ
たルールはないので自分流のきまりでチャレンジす
る、それでよいのではないか。
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の
よ
う
。
シ
ラ
タ
マ
ノ
キ
が
あ
ち
こ
ち
に

あ
っ
て
目
立
つ
。
姥
ヶ
原
か
ら
蓬
莱
山
の
南

側
の
周
遊
路
を
選
ん
で
浄
土
平
に
戻
る
。

　

５
時
間
ほ
ど
の
ハ
イ
キ
ン
グ
。
50
人
以
上

の
ハ
イ
カ
ー
に
出
会
っ
た
と
思
う
。
高
湯
へ

日本百名山レポートガイド 7
吾妻山

東西に広い山並み。西吾妻山が最高峰、
東の代表一切経山に登る

グレード　★
標高　2035m
（西吾妻山）

●
プ
ロ
フ
ィ
ル

　

福
島
の
町
か
ら
眺
め
る
吾
妻
連
山
は
高
く

て
大
き
い
。
見
る
か
ら
に
生
き
て
い
る
火
山

だ
な
と
思
わ
せ
る
表
情
と
色
が
あ
る
。
福
島

か
ら
見
え
る
の
は
東
吾
妻
。
吾
妻
連
山
の
最

高
峰
は
西
吾
妻
山
だ
か
ら
、
東
か
ら
西
へ
と

縦
走
す
る
の
が
本
格
的
だ
ろ
う
。
レ
ポ
ー
ト

は
東
吾
妻
の
一
切
経
山
１
９
４
９
ｍ
に
登
る

周
回
ハ
イ
キ
ン
グ
。

　

西
吾
妻
山
単
座
登
頂
は
、
米
沢
の
天
元
台

ス
キ
ー
場
か
裏
磐
梯
の
グ
ラ
ン
デ
コ
ス
キ
ー

場
か
ら
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
、
ゴ
ン
ド
ラ
利
用
で

ピ
ス
ト
ン
す
る
の
が
早
い
。
ど
ち
ら
も
標
高

差
７
０
０
ｍ
ほ
ど
の
ラ
ク
な
登
山
で
あ
る
。

深
田
先
生
は
『
日
本
百
名
山
』
で
は
白
布
高

湯
か
ら
ス
キ
ー
で
頂
上
を
踏
ん
で
い
る
。

●
行
程　

浄
土
平
駐
車
場
｜
一
切
経
山
｜
鎌
沼
｜
浄
土

　

平
（
行
動
５
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

10
月
18
日
。

　

朝
５
時
に
東
京
を
出
て
東
北
道
。
北
上
す

る
ほ
ど
に
い
い
天
気
に
。
二
本
松
Ｉ
Ｃ
か
ら

土
湯
峠
、
吾
妻
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
で
兎
平
。
浄

土
平
は
観
光
の
車
で
い
っ
ぱ
い
。
混
雑
し
て

い
る
と
き
は
こ
ち
ら
が
い
い
。
一
切
経
山
に

は
初
雪
が
少
々
、
激
し
く
上
が
る
白
煙
は
噴

気
孔
か
ら
の
も
の
だ
ろ
う
。
人
の
列
に
な
っ

て
い
る
小
富
士
は
割
愛
し
て
昼
前
に
ス
タ
ー

ト
。

　

浄
土
平
か
ら
遊
歩
道
の
よ
う
な
道
を
進
む

と
す
ぐ
に
緩
い
坂
路
に
な
る
。
小
石
ゴ
ロ
ゴ

ロ
の
道
を
一
段
上
が
る
と
酸
ヶ
平
。
避
難
小

屋
が
あ
る
。
ガ
レ
場
の
急
坂
を
ジ
グ
ザ
グ
と

行
く
。昨
日
の
雪
が
道
の
脇
に
残
っ
て
い
た
。

尾
根
筋
を
辿
り
勾
配
が
緩
く
な
る
と
一
切
経

山
山
頂
。
広
い
頂
で
四
方
の
眺
め
が
よ
い
。

吾
妻
連
山
の
全
体
が
分
か
る
。
眼
下
の
五
色

沼
が
青
い
。
ち
な
み
に
東
吾
妻
の
最
高
峰
は

東
吾
妻
山
で
向
か
い
に
見
え
る
は
ず
。

　

往
路
を
下
っ
て
時
間
が
あ
る
の
で
鎌
沼
を

見
に
行
く
。
木
道
の
あ
る
高
層
湿
原
で
尾
瀬

●アドバイス　
・最高峰の西吾妻山の登り方は「参考」の項参照。
・吾妻山縦走は、東の浄土平を起点にして一切
経山から西吾妻山、天元台まで歩く。行動は12
時間ほど。途上の避難小屋明月荘を利用して1
泊できる。公共交通利用の場合はおすすめ。

Part 1
Report  
Guide

●参考
・浄土平へは、東北道福島西 IC
から磐梯吾妻スカイライン利
用。最寄駅は東北新幹線福島駅、
福島交通のバス便がある。浄土
平には大きな駐車場がある。混
雑のときは 500m ほど南の兎
平の駐車場を利用できる。無料。
・宿泊施設は磐梯吾妻スカイラ
インの北側の高湯か南側の土湯
に多い。立ち寄り湯は土湯の共
同温泉中の湯、高湯のあったか
湯が有名。
・最高峰西吾妻山の最短コース
は、グランデコスキー場のゴン

ドラ利用で西大巓経由西吾妻に
登るもの。登り 3 時間、下り 2
時間ほど。百名山ハンター向き。
・古くから吾妻山は山スキーの
メッカとなっている。東吾妻エ
リアの紹介ルートはそのままス
キーで辿ることができる。春先
にスカイラインがあくとスキー
ヤーが集中する。西吾妻、西大
巓、中大巓は真冬でもスキーで
アプローチでき人気が高い。
取 材　2013 年 10 月 18 日　
メンバー　ケイ　太郎　伊藤

移
動
。
奥
州
三
高
湯
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、

蔵
王
高
湯
、信
夫
高
湯
、白
布
高
湯
の
こ
と
。

こ
こ
は
信
夫
高
湯
で
古
く
か
ら
の
湯
治
場
。

明
日
は
土
湯
峠
を
越
え
て
裏
磐
梯
へ
、
磐
梯

山
に
登
ろ
う
。

鎌沼

スカイラインからの一切経山
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イ
ン
を
登
り
だ
す
が
も
う
２
時
過
ぎ
。
シ
ュ

カ
ブ
ラ
の
山
頂
を
目
ざ
し
て
ピ
ッ
チ
を
上
げ

る
。
充
分
に
厳
冬
期
の
雪
山
の
ム
ー
ド
。
こ

ん
な
と
こ
ろ
で
吹
雪
か
れ
た
ら
あ
っ
と
い
う

間
に
遭
難
す
る
だ
ろ
う
。

　

わ
ず
か
な
登
高
で
３
時
刈
田
岳
山
頂
。
風

も
な
く
寒
さ
は
あ
ま
り
感
じ
な
い
。
山
形
の

盆
地
が
低
く
見
え
、
お
釜
も
外
縁
も
は
っ
き

り
見
通
せ
る
。
冬
は
好
天
日
に
恵
ま
れ
る
こ

と
は
あ
ま
り
な
い
と
い
う
。
ラ
ッ
キ
ー
な
日

に
登
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

下
り
は
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ

ト
す
る
が
結
局
キ
ャ
ッ
ト
道
を
下
る
の
が
早

い
。
キ
ャ
ッ
ト
道
を
辿
る
分
に
は
問
題
な
い

だ
ろ
う
が
ト
レ
ー
ス
が
な
い
と
茫
漠
と
し
た

地
形
な
の
で
迷
う
か
も
し
れ
な
い
。
あ
ま
り

甘
く
み
な
い
方
が
い
い
。
４
時
過
ぎ
に
ゲ
レ

ン
デ
に
も
ど
り
下
山
報
告
。

　

マ
イ
ナ
ー
な
す
み
か
わ（
澄
川
）の
ス
キ
ー

場
だ
が
、
樹
氷
め
ぐ
り
は
人
気
の
よ
う
だ
。

現
場
の
ス
タ
ッ
フ
も
親
切
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ル

　

蔵
王
エ
コ
ー
ラ
イ
ン
（
県
道
12
号
）
で
山

頂
下
ま
で
上
が
る
と
ほ
と
ん
ど
歩
く
こ
と
な

く
刈
田
岳
１
７
５
８
ｍ
に
達
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
さ
ら
に
お
釜
を
見
下
ろ
し
な
が
ら
火

口
縁
の
馬
ノ
背
を
わ
ず
か
に
歩
け
ば
最
高
峰

の
熊
野
岳
１
８
４
１
ｍ
。
乗
り
物
利
用
で
ア

プ
ロ
ー
チ
は
ラ
ク
に
な
っ
た
が
山
の
景
観
に

昔
も
今
も
な
く
青
い
水
面
を
見
せ
る
火
山
の

偉
容
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
は
い
え

観
光
客
と
い
っ
し
ょ
の
行
動
は
避
け
よ
う
が

な
い
。

　

記
録
は
、
積
雪
期
の
も
の
で
、
宮
城
蔵
王

側
の
す
み
か
わ
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
か
ら
雪
上
車

（
キ
ャ
ッ
ト
）に
乗
り
ス
キ
ー
で
周
辺
を
巡
っ

た
。

●
行
程　

刈
田
岳
山
頂
駐
車
場
下
｜
刈
田
岳
｜
宮
城
蔵

　

王
ス
キ
ー
場
（
行
動
３
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

２
月
28
日
。

　

友
人
宅
に
５
時
に
集
合
し
て
東
北
道
へ
。

去
年
大
雪
で
途
上
で
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
蔵
王
ス

キ
ー
の
再
ト
ラ
イ
。
今
年
は
な
ん
の
こ
と
も

な
く
９
時
過
ぎ
に
は
白
石
に
到
着
。
す
み
か

わ
（
澄
川
）
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
の
ゲ
レ
ン
デ
で

足
慣
ら
し
。
蔵
王
山
が
と
き
ど
き
顔
を
出
す

の
で
１
時
の
キ
ャ
ッ
ト
を
予
約
す
る
。
４
時

ま
で
に
は
戻
っ
て
、と
パ
ト
ロ
ー
ル
が
言
う
。

少
々
忙
し
い
が
、
バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
チ
ー

ム
と
し
て
は
刈
田
岳
ま
で
登
る
つ
も
り
だ
。

　

１
時
、
３
台
の
キ
ャ
ッ
ト
が
出
動
。
大
型

の
立
派
な
雪
上
車
で
、
樹
氷
め
ぐ
り
の
人

が
大
部
分
。
ガ
イ
ド
つ
き
で
長
ぐ
つ
を
借

り
て
樹
氷
原
を
散
策
す
る
ツ
ア
ー
だ
。
ス

キ
ー
客
は
ほ
か
に
い
な
か
っ
た
。
日
曜
日
と

あ
っ
て
雪
山
登
山
の
人
が
何
人
か
下
っ
て
く

る
。
き
っ
と
百
名
山
ハ
ン
タ
ー
だ
ろ
う
。
エ

コ
ー
ラ
イ
ン
上
１
５
５
０
ｍ
付
近
で
降
ろ
し

て
も
ら
う
。
ガ
イ
ド
レ
ス
な
の
で
片
道
料
金

３
０
０
０
円
。

　

キ
ャ
ッ
ト
に
手
を
振
っ
て
か
ら
ス
カ
イ
ラ

●アドバイス　
・夏は観光バスがやってきて、がっかり登頂の山になる。冬
季はエコーラインが閉鎖されるので静かな山にかわる。宮
城蔵王のすみかわスノーパークからの雪上車は刈田岳近く
まで行く。近辺はスキーかスノーシューで歩くことができ
る。
・春夏秋の場合、マイカー登山ならエコーラインの刈田岳駐
車場から熊野岳往復がかんたん。歩きたいという人は、山
形側の坊平からザイラースキー場経由山頂往復がいい。老
舗の蔵王スキー場のロープウエーを利用して山上に行くこ
ともできるが混雑する。

Part 1
Report  
Guide

●参考
・すみかわスノーパークへは、東北道白
石 IC から 1 時間ほどのドライブ。最寄
駅は東北新幹線白石蔵王駅。また JR 仙
台駅東口と遠刈田温泉からの送迎バスが
利用できる。詳細はスノーパークホーム
ページで。
・宮城蔵王側のスキー場はふたつあり低
いところにある規模の大きいのが宮城蔵
王えぼし、高いところにある小さなス
キー場がすみかわスノーパークである。
雪上車はすみかわスノーパークが運行し
ている。
取材　2016 年 2 月 28 日　
メンバー　 羽根田　松倉　伊藤記

日本百名山レポートガイド 8
蔵王山

観光地だが山に変わりはない。
乗り物登山で稼ぐ

グレード　★
積雪期は★★
標高　1841m

刈田岳山頂

キャットで上がる

刈田岳からお釜と熊野岳
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い
た
。猪
苗
代
側
か
ら
登
っ
て
き
た
と
い
う
。

ま
冬
模
様
の
頂
上
で
酒
盛
り
と
は
。
す
す
め

ら
れ
る
ま
ま
お
酒
と
汁
を
ご
馳
走
に
な
っ

て
、
す
ぐ
下
る
。
さ
ら
に
ふ
た
り
ほ
ど
ス

キ
ー
で
登
っ
て
く
る
。
往
路
を
戻
る
。
け
っ

こ
う
楽
し
め
る
滑
降
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に

ス
キ
ー
場
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
。
２
時
に
終

了
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ル

　

会
津
の
お
宝
山
で
南
面
か
ら
の
き
れ
い
な

山
容
と
北
面
の
爆
裂
火
口
と
の
落
差
が
す
ご

い
。
山
腹
に
貼
り
つ
く
よ
う
に
ス
キ
ー
場
が

い
く
つ
も
あ
る
の
も
特
徴
。

　

ピ
ー
ク
ハ
ン
ト
は
、
磐
梯
ゴ
ー
ル
ド
ラ
イ

ン
の
八
方
台
駐
車
場
ス
タ
ー
ト
で
往
復
す
る

の
が
か
ん
た
ん
。
標
高
差
６
０
０
ｍ
ほ
ど
の

ラ
ク
な
登
山
で
あ
る
。
南
面
の
猪
苗
代
側
登

山
ル
ー
ト
は
２
本
あ
り
、
翁
島
登
山
口
駐
車

場
か
猪
苗
代
ス
キ
ー
場
か
ら
登
る
が
長
い
。

ス
キ
ー
場
の
リ
フ
ト
が
稼
働
し
て
い
る
積
雪

期
の
方
が
登
り
は
ぜ
ん
ぜ
ん
ラ
ク
。

　

記
録
は
春
期
、
北
面
の
裏
磐
梯
ス
キ
ー
場

か
ら
標
高
差
７
０
０
m
を
往
復
し
た
も
の
で

ス
キ
ー
利
用
。
ふ
つ
う
の
冬
山
登
山
。
夏
も

同
じ
ル
ー
ト
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
お

す
す
め
。

●
行
程　

裏
磐
梯
ス
キ
ー
場
｜
中
ノ
湯
｜	
磐
梯
山
｜　

　

裏
磐
梯
ス
キ
ー
場
（
行
動
５
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

３
月
23
日
。

　

今
日
も
春
の
好
天
。
き
の
う
は
グ
ラ
ン
デ

コ
ス
キ
ー
場
か
ら
西
大
巓
、
西
吾
妻
に
登
っ

て
二
十
日
平
に
下
る
山
ス
キ
ー
ル
ー
ト
を

滑
っ
た
。

　

今
朝
は
裏
磐
梯
ス
キ
ー
場
。
と
き
ど
き
磐

梯
山
頂
上
が
見
え
る
。
ス
キ
ー
場
ト
ッ
プ
か

ら
シ
ー
ル
を
つ
け
て
銅
沼
畔
か
ら
中
ノ
湯
へ

上
が
る
。
廃
業
し
て
い
る
よ
う
だ
。
ト
レ
イ

ル
を
発
見
。
ぼ
く
ら
よ
り
も
早
出
の
先
行
グ

ル
ー
プ
が
い
る
ら
し
い
。
爆
裂
火
口
の
縁
に

夏
道
が
つ
い
て
い
る
よ
う
だ
。そ
こ
を
登
る
。

１
５
０
０
ｍ
あ
た
り
で
山
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
４

人
に
追
い
つ
く
。

　

や
せ
尾
根
の
ト
ラ
バ
ー
ス
を
す
ぎ
る
と
頂

上
下
の
平
地
、
避
難
小
屋
か
ら
シ
ュ
カ
ブ
ラ

の
斜
面
を
つ
め
、
頂
上
直
下
で
ス
キ
ー
を
デ

ポ
。
頂
上
12
時
半
着
。

　

山
頂
に
は
千
葉
か
ら
き
た
と
い
う
中
年
の

山
屋
さ
ん
が
４
人
い
て
、
ト
ン
汁
を
作
っ
て

●アドバイス　
・八方台コースと裏磐梯スキー場
からのルートは中ノ湯で合流する。
積雪期はゴールドラインが通行止
めになるので八方台へは入れない。
・百名山の西吾妻山が裏磐梯エリア
から近い。デコ平（グランデコスキー
場）から吾妻連峰最高峰の西吾妻
山に立つことができる。グランデ
コスキー場パノラマゴンドラを利
用すると西大巓経由標高差600ｍ
ほどの登りでピストンできる。

Part 1
Report  
Guide

●参考
・裏磐梯スキー場へは、磐越道猪苗代磐梯高原
IC から 40 分ほど。最寄駅は磐越西線猪苗代駅。
・裏磐梯の宿泊施設はたくさんあるが、裏磐梯
スキー場と同系の裏磐梯高原ホテルが最寄。猪
苗代駅の送迎あり。最寄の道の駅は裏磐梯。立
ち寄り湯は、ラビスパ裏磐梯、休暇村裏磐梯な
どがおすすめ。
・南面の猪苗代側登山口は翁島登山口駐車場か
猪苗代スキー場からスタートするが標高差は
1100 ｍほどあり登りがいがある。
取材　2007 年 3 月 23 日　
メンバー　黒川　伊藤記

日本百名山レポートガイド 9
磐梯山

会津の黄金山。最短はゴールドラインの
八方台からピストン。容易な登山

グレード　★
積雪期は★★
標高　1816m

５月の磐梯山３月の磐梯山山頂
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バ
ー
ス
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で
お
茶
な
ど
し
て

な
ご
む
。
春
山
満
喫
。

　

12
時
半
、
山
頂
か
ら
大
斜
面
を
快
適
に
滑

り
桑
葉
小
沢
を
か
す
め
る
よ
う
に
し
て
東
尾

根
に
入
る
。
尾
根
上
を
滑
っ
て
、
30
分
ほ
ど

雪
の
な
い
斜
面
を
歩
い
て
下
っ
て
国
道
の
大

戸
沢
シ
ェ
ー
ド
に
で
る
。
２
時
半
。
デ
ポ
車

で
す
ぎ
の
や
帰
館
。
燧
の
湯
で
な
ご
む
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ル

　

秘
峰
と
い
わ
れ
た
南
会
津
の
駒
ケ
岳
も
い

ま
や
日
帰
り
で
ピ
ス
ト
ン
で
き
る
。
標
高
差

は
１
２
０
０
ｍ
で
ル
ー
ト
距
離
は
６
㎞
ほ
ど

な
の
で
往
復
８
時
間
ほ
ど
か
。
ふ
つ
う
の
登

山
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

駒
ノ
小
屋
は
完
全
予
約
制
で
快
適
に
過
ご

せ
る
（
食
事
な
し
な
の
で
自
炊
。
酒
、
即
席

食
な
ど
売
店
に
あ
り
）。
日
帰
り
可
能
な
山

だ
が
、
の
ん
び
り
と
山
の
夕
景
、
朝
焼
け
を

眺
め
る
時
間
を
も
つ
の
も
よ
い
だ
ろ
う
。

　

会
津
駒
ヶ
岳
一
帯
は
春
山
、
春
ス
キ
ー
の

パ
ラ
ダ
イ
ス
で
４
月
、
５
月
は
登
山
者
と
ス

キ
ー
ヤ
ー
で
あ
ふ
れ
る
。
レ
ポ
ー
ト
は
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の
も
の
。

●
行
程　

滝
沢
登
山
口
｜
駒
ノ
小
屋
｜
会
津
駒
ヶ
岳
｜

　

滝
沢
登
山
口
（
行
動
７
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

５
月
３
日
。　
　

　

前
夜
に
夜
行
で
檜
枝
岐
村
入
り
。
ア
ル
ザ

温
泉
館
駐
車
場
で
仮
眠
し
て
滝
沢
登
山
口
前

の
す
ぎ
の
や
で
８
時
全
員
集
合
。

　

標
高
１
６
７
０
ｍ
の
旧
ア
ン
テ
ナ
台
地
ま

で
ス
キ
ー
を
背
負
っ
て
上
が
る
。
こ
こ
ま
で

は
樹
林
帯
の
急
登
だ
が
あ
と
は
尾
根
伝
い
の

緩
い
登
り
。
シ
ー
ル
登
高
で
昼
に
駒
ノ
小
屋

着
。の
ん
び
り
し
て
か
ら
駒
ヶ
岳
山
頂
１
時
。

午
後
は
中
門
岳
へ
。
御
神
楽
沢
を
３
０
０
ｍ

ほ
ど
大
滑
走
し
て
、
１
８
５
０
ｍ
か
ら
無
名

小
沢
を
１
時
間
ほ
ど
登
り
か
え
す
。
天
気
が

急
変
し
て
山
頂
に
戻
る
こ
ろ
は
霧
雨
で
視
界

な
し
。
４
時
半
終
了
、
小
屋
で
の
ん
び
り
す

る
。
小
屋
は
定
員
い
っ
ぱ
い
だ
が
快
適
。
夜

半
は
小
雨
強
風
。

　

５
月
４
日
。　

　

ゆ
っ
く
り
起
き
て
の
ん
び
り
朝
飯
。
低
気

圧
が
抜
け
た
よ
う
だ
。
小
屋
の
前
で
風
が
収

ま
り
暖
か
く
な
る
の
を
待
つ
。
上
が
っ
て
く

る
人
や
下
る
人
が
交
差
し
て
に
ぎ
や
か
。
10

時
に
は
無
風
快
晴
に
な
る
。
駒
山
頂
か
ら
源

六
郎
沢
を
ひ
と
滑
り
し
て
大
戸
沢
岳
へ
ト
ラ

●アドバイス　
・夏から秋が登山適期。残雪期（春山）は森を登り尾根伝いに山頂に
立つので危険はない。春山登山の自信があれば楽しめるだろう。
・歩きたい人は駒ヶ岳山頂から中門岳を往復するとよい。檜枝岐三山
の大戸沢岳、三岩岳への登山道はないので注意。
・会津駒ヶ岳から継続登頂するのなら燧ヶ岳がベスト。檜枝岐村から
御池の駐車場に入り、燧ヶ岳北面ルートを往復する。標高差800ｍ
ほどのラクな登山。また平ヶ岳の鷹ノ巣登山口も近い。

Part 1
Report  
Guide

●参考
・檜枝岐村へは、東北道西那須野 IC から国道 352
号経由で 2 時間以上。公共交通は東武会津鬼怒川線
の会津高原尾瀬口駅から会津バス 70 分で会津駒ヶ
岳滝沢登山口。
・国道脇の滝沢登山口駐車場（すぎのや前）はせまい。
檜枝岐スキー場前の尾瀬の郷アルザ温泉館に広い駐
車場がある。登山口まではわずかな距離。
・檜枝岐の立ち寄り温泉は、アルザ温泉館、燧の湯、
駒の湯がありどれも快適。檜枝岐村には旅館、民宿
などがたくさんある。
取材　2014 年 5 月 3 〜 5 日　
メンバー　北田、古川　竹田　森光　伊藤記

日本百名山レポートガイド 10
会津駒ヶ岳

南会津の秀峰、檜枝岐からワンプッシュで
イタダキ

グレード　★★
積雪期は★★★

標高　2133m

　

５
月
５
日
。

　

く
も
り
空
だ
が
予
定
ど
お
り
燧
ヶ
岳
登

山
。
８
時
過
ぎ
に
御
池
へ
向
か
う
。
９
時
ス

タ
ー
ト
。
２
１
５
０
ｍ
ま
で
登
る
と
視
界
が

悪
く
な
る
。
山
頂
部
は
ガ
ス
の
中
な
の
で
あ

き
ら
め
て
昼
す
ぎ
滑
走
開
始
。
春
の
ザ
ラ
メ

雪
を
滑
っ
て
１
時
前
終
了
。駒
の
湯
で
休
み
、

湯
ノ
花
温
泉
下
の
食
事
処
に
寄
っ
て
帰
京
。

駒ノ小屋

駒ノ小屋から駒ヶ岳山頂
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で
き
る
陽
気
で
３
６
０
度
よ
く
見
え
る
。
谷

川
連
山
に
上
州
側
か
ら
の
滝
雲
が
湧
い
て
く

る
。

　

２
時
過
ぎ
に
滑
り
出
す
。
よ
く
滑
る
が
ぐ

さ
ぐ
さ
の
新
雪
。
ニ
セ
巻
機
に
少
し
登
り
返

し
て
井
戸
尾
根
は
き
れ
い
な
斜
面
を
選
ん
で

下
る
。
滝
雲
が
近
づ
い
て
き
た
の
か
冷
た
い

風
が
吹
き
下
ろ
し
て
き
た
。
井
戸
の
壁
も
雪

が
多
く
ス
ム
ー
ズ
に
下
っ
て
４
時
終
了
。
頂

上
で
の
ん
び
り
し
す
ぎ
た
か
も
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ル

　

巻
機
山
は
、
平
ヶ
岳
、
谷
川
岳
と
と
も
に

上
越
国
境
の
ビ
ッ
グ
３
。
大
き
な
山
体
は
南

魚
沼
の
里
か
ら
よ
く
見
え
る
。
清
水
集
落
か

ら
井
戸
尾
根
コ
ー
ス
を
往
復
す
る
の
が
最

短
。
標
高
差
は
１
３
５
０
ｍ
で
直
線
距
離
は

４
㎞
、
ル
ー
ト
（
沿
面
）
距
離
は
６
㎞
ほ
ど

に
な
る
。
た
っ
ぷ
り
の
１
日
コ
ー
ス
な
の
で

早
出
で
ピ
ス
ト
ン
し
た
い
。
ル
ー
ト
上
に
は

ニ
セ
巻
機
山
の
避
難
小
屋
し
か
な
い
。
記
録

は
４
月
の
山
ス
キ
ー
の
も
の
。

●
行
程　

清
水
巻
機
山
登
山
口（
桜
坂
標
高
７
２
０
ｍ
）

　

駐
車
場
｜
ニ
セ
巻
機
山
（
前
山
）
｜
巻
機

　

山
｜
登
山
口
（
行
動
９
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

４
月
23
日
。

　

巻
機
山
は
『
山
ス
キ
ー
百
名
山
』（
日
本

百
名
山
と
は
別
の
本
）
の
な
か
で
も
ベ
ス
ト

５
に
入
る
名
山
。

　

明
日
は
北
の
方
だ
け
天
気
が
い
い
、
と
Ｈ

さ
ん
か
ら
メ
ー
ル
。
速
攻
で
出
か
け
る
こ
と

に
す
る
。
新
潟
の
ど
こ
へ
。
巻
機
山
が
旬
と

い
う
こ
と
で
き
ま
り
。
こ
の
あ
い
だ
利
根
川

源
流
の
武
尊
山
か
ら
３
６
０
度
見
渡
し
た
の

で
、
対
岸
に
あ
た
る
巻
機
山
か
ら
の
パ
ノ
ラ

マ
を
見
た
い
と
Ｈ
さ
ん
。

　

巻
機
山
は
、
い
つ
だ
っ
た
か
別
の
Ｈ
さ
ん

と
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で
行
っ
て
悪
天
で
ニ
セ
巻

機
で
敗
退
し
た
覚
え
が
あ
る
。
夏
に
米
子
沢

を
登
っ
て
相
棒
が
不
調
で
ビ
バ
ー
ク
し
た
こ

と
も
あ
っ
た
。

　

６
時
に
清
水
の
駐
車
場
は
満
杯
状
態
。
な

ん
と
か
車
を
置
い
て
７
時
ス
タ
ー
ト
。
ス

キ
ー
や
ボ
ー
ド
、
登
山
の
人
な
ど
が
続
々
と

登
っ
て
い
く
。

　

予
定
ど
お
り
残
雪
は
た
っ
ぷ
り
、
予
報
ど

お
り
に
ピ
ー
カ
ン
で
風
も
な
く
暑
い
。
井
戸

尾
根
の
急
登
を
が
ん
ば
っ
て
11
時
半
に
ニ
セ

巻
機
。
本
峰
が
よ
う
や
く
見
え
る
。
こ
こ

か
ら
は
緩
い
登
り
で
12
時
半
に
巻
機
山
頂
。

１
３
５
０
ｍ
ほ
ど
の
登
り
。
山
頂
は
昼
寝
が

●アドバイス　
・巻機山避難小屋はしっかりした造り
できれい。これを利用するプランもよ
い。
・周回コースとしては割引岳から割引
沢へ下る道があるが沢下りもあって危
険な道である。
・近隣の百名山は越後駒ヶ
岳、谷川岳、平ヶ岳、苗場山などがある。

Part 1
Report  
Guide

●参考
・巻機山登山口（桜坂駐車場）へは、関越
道塩沢石打ICから国道291号経由清水へ。
1 時間かからない。上越線六日町駅から清
水への南越後バス便がある。
・清水集落には雲天、上田屋などソバ・山
菜民宿がある。立ち寄り湯は湯沢の駒子の
湯と山の湯が有名。
取材　2012 年 4 月 23 日　
メンバー　伊藤ヒロユキ　伊藤フミヒロ記

日本百名山レポートガイド 11
巻機山

南魚沼の名峰。
たっぷり１日かかるが早出、日帰りの山

グレード　★★
積雪期は★★★

標高　1967m

　

湯
沢
の
駒
子
の
湯
に
寄
っ
て
越
後
ラ
ー
メ

ン
も
い
た
だ
き
帰
京
。
関
越
道
は
が
ら
が
ら

だ
っ
た
。

　

深
田
先
生
は
ス
キ
ー
の
名
人
だ
が
清
水
に

よ
く
や
っ
て
き
て
練
習
し
た
と
『
日
本
百
名

山
』
に
は
あ
る
。
巻
機
山
に
登
っ
た
の
は
４

月
８
日
の
こ
と
だ
が
昭
和
11
年
の
話
。
巻
機

山
の
春
ス
キ
ー
は
４
月
が
ベ
ス
ト
と
い
う
の

は
今
も
昔
も
か
わ
ら
な
い
。
ポ
ー
タ
ー
を
連

れ
て
の
山
ス
キ
ー
だ
っ
た
と
い
う
。

井戸尾根からニセ巻機

巻機山山頂
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て
み
る
（
ス
ダ
レ
山
）。
向
か
い
に
目
ざ
す

三
本
槍
が
見
え
た
。
名
前
の
よ
う
な
尖
っ
た

山
で
は
な
い
。丸
い
帽
子
の
よ
う
な
山
容
で
、

古
い
時
代
、
山
頂
に
三
本
の
槍
を
立
て
た
の

が
山
名
の
由
来
と
か
。

　

サ
サ
原
を
少
し
下
っ
て
急
登
を
上
が
る
と

三
本
槍
岳
山
頂
。
標
高
１
９
１
７
ｍ
。
ち
ょ

う
ど
12
時
。
見
晴
ら
し
の
よ
い
山
頂
に
は
10

●
プ
ロ
フ
ィ
ル

　

東
北
道
か
ら
見
る
那
須
連
山
は
緩
い
裾
野

を
広
げ
て
穏
や
か
、
南
北
10
㎞
以
上
に
わ
た

る
大
き
な
活
火
山
だ
。
そ
の
内
容
は
複
数
の

ピ
ー
ク
か
ら
な
り
た
っ
て
い
る
。
ス
キ
ー
場

が
い
く
つ
か
あ
っ
て
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
や
ゴ
ン

ド
ラ
が
か
か
る
。

　

最
高
峰
の
三
本
槍
岳
に
登
る
最
短
ル
ー
ト

は
、
北
側
の
マ
ウ
ン
ト
ジ
ー
ン
ズ
の
ゴ
ン
ド

ラ
利
用
で
中
ノ
大
倉
尾
根
か
ら
。
効
率
の
よ

い
日
帰
り
登
山
。
標
高
差
は
５
０
０
ｍ
ほ
ど

だ
か
ら
ラ
ク
な
山
登
り
で
あ
る
。
記
録
は
、

秋
の
モ
ミ
ジ
狩
り
で
名
物
の
ゴ
ヨ
ウ
ツ
ツ
ジ

を
見
る
。

●
行
程　

那
須
ゴ
ン
ド
ラ
（
マ
ウ
ン
ト
ジ
ー
ン
ズ
ス
キ

　

ー
場
）
｜
中
ノ
大
倉
尾
根
｜
那
須
三
本

　

槍
岳
｜
那
須
ゴ
ン
ド
ラ
（
行
動
６
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

10
月
17
日
。

　

昨
日
は
皇
海
山
に
登
っ
た
。
皇
海
橋
か
ら

不
動
沢
経
由
の
裏
道
最
短
コ
ー
ス
。
マ
イ

カ
ー
利
用
な
の
で
那
須
山
も
、
と
欲
ば
る
。

今
回
は
犬
連
れ
。

　

東
北
道
那
須
高
原
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
か
ら
マ

ウ
ン
ト
ジ
ー
ン
ズ
ス
キ
ー
場
へ
。
松
倉
・
町

田
組
と
合
流
。
ふ
た
り
と
も
プ
ロ
写
真
家
。

紅
葉
の
那
須
山
の
撮
影
が
目
的
だ
。

　

９
時
の
那
須
ゴ
ン
ド
ラ
で
上
が
る
。
犬
連

れ
に
優
し
い
ゴ
ン
ド
ラ
で
犬
用
の
チ
ケ
ッ

ト
が
あ
る
。
大
人
往
復
１
６
０
０
円
、
犬

８
０
０
円
。

　

ゴ
ン
ド
ラ
ト
ッ
プ
の
展
望
台
か
ら
紅
葉

ま
っ
盛
り
の
連
山
を
眺
め
る
。
こ
こ
か
ら
稜

線
の
奥
に
あ
る
三
本
槍
岳
は
見
え
な
い
。
遊

歩
道
が
あ
っ
て
散
策
の
人
も
多
い
。

　

中
ノ
大
倉
尾
根
を
辿
る
。
歩
き
や
す
い
道

が
緩
い
勾
配
で
続
く
。
段
差
の
小
さ
い
階
段

を
行
き
、
ジ
グ
ザ
グ
で
急
坂
を
越
え
る
と
清

水
平
。サ
サ
原
で
見
晴
ら
し
の
よ
い
と
こ
ろ
、

茶
臼
岳
、
朝
日
岳
か
ら
の
道
が
合
わ
さ
る
。

　

道
脇
の
展
望
台
の
よ
う
な
大
岩
に
上
が
っ

●アドバイス　
・那須連山をしっかり歩きたい向きには、南
側の那須ロープウエーを利用して茶臼岳から
北へ縦走、三本槍から赤面山に下るなど選択
肢がある。
・東北道沿いの安達太良山、吾妻連峰などは
継続登山しやすい山。男体山、会津駒ヶ岳、
磐梯山も近隣の百名山である。

Part 1
Report  
Guide

●参考
・マウントジーンズスキー場へは東北道那須高原ス
マート IC が近い。最寄駅は東北本線黒田原。
・那須高原はリゾートエリアなので宿泊施設など豊
富。日帰り温泉は、鹿ノ湯のほか、金ちゃん温泉、
さくらの湯が有名。
・紹介ルートは積雪期に山スキーでも辿ることので
きる人気コース。冬期は晴天日が多く楽しめるが
風も強い。
取材　2008 年 10 月 17 日　
メンバー　松倉　町田　伊藤記

日本百名山レポートガイド 12
那須岳

ロープウエー利用で容易な日帰り登山

グレード　★
積雪期は★★
標高　1917m

人
ほ
ど
の
登
山
者
が
い
た
。
仲
間
は
撮
影
に

余
念
が
な
い
。

　

往
路
を
戻
っ
て
３
時
前
に
下
山
。
ロ
ー
プ

ウ
エ
ー
駅
山
頂
の
周
遊
道
は
ゴ
ヨ
ウ
ツ
ツ
ジ

の
名
所
で
紅
葉
黄
葉
が
見
事
だ
っ
た
。
那
須

湯
元
の
鹿
ノ
湯
４
０
０
円
で
汗
を
流
す
。
昔

の
ま
ま
の
湯
治
場
で
一
浴
の
価
値
が
あ
る
。

48
℃
の
湯
船
に
数
秒
入
っ
て
み
た
。

上　

清
水
平
か
ら
三
本
槍
岳　

中　

冬
の
那
須
連
山
（
中
ノ
大
倉
尾
根
か
ら
）

下　

秋
の
那
須
連
山
（
中
ノ
大
倉
尾
根
か
ら
）
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12
時
に
往
路
の
表
参
道
を
戻
る
。
２
時
過
ぎ

終
了
。
湯
元
の
湯
の
家
（
硫
黄
泉
）
に
寄
っ

て
か
ら
光
徳
の
駐
車
場
へ
。

　

明
日
は
犬
（
太
郎
）
と
太
郎
山
へ
登
る
つ

も
り
。
太
郎
の
登
っ
た
百
名
山
、
思
い
つ
く

ま
ま
。
赤
岳
、
霧
ヶ
峰
、
金
峰
山
、
甲
武
信

岳
、
大
菩
薩
、
富
士
山
、
天
城
万
三
郎
、
那

須
三
本
槍
、
浅
間
黒
斑
山
、
皇
海
山
、
雲
取

山
、
丹
沢
山
蛭
ヶ
岳
、
そ
れ
に
男
体
山
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ル

　

日
光
に
は
お
椀
を
ふ
せ
た
よ
う
な
山
が
い

く
つ
も
並
ん
で
い
る
。
盟
主
が
男
体
山
。
ほ

か
に
女
峰
山
、太
郎
山
な
ど
が
フ
ァ
ミ
リ
ー
。

中
禅
寺
湖
畔
か
ら
い
き
な
り
そ
び
え
る
男
体

山
は
標
高
差
１
２
０
０
ｍ
で
直
線
的
な
急
坂

が
続
く
。
と
に
か
く
頑
張
れ
ば
山
頂
に
立
つ

こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
タ
イ
プ
の
山
。

　

山
頂
は
広
く
、
古
い
火
口
を
眼
下
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
二
荒
山
神
社
が
登
山
口
と

山
頂
に
あ
り
信
仰
の
山
で
あ
る
。

●
行
程　

二
荒
山
神
社
｜
男
体
山
奥
宮
｜
二
荒
山
神
社

　
（
行
動
７
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

10
月
９
日
。　
　
　

　

前
日
ス
タ
ー
ト
。
清
滝
Ｉ
Ｃ
近
く
の
や
し

お
の
湯
に
寄
っ
て
暗
く
な
る
こ
ろ
二
荒
山
神

社
中
宮
祠
へ
。
登
山
者
駐
車
場
に
は
遠
方
ナ

ン
バ
ー
の
車
が
多
く
百
名
山
お
じ
さ
ん
が
い

て
少
し
話
す
。
今
回
は
犬
も
連
れ
て
き
た
。

　

翌
朝
、
好
天
の
よ
う
だ
が
男
体
山
山
頂
部

は
ガ
ス
の
中
、
神
社
の
登
山
ゲ
ー
ト
は
朝
６

時
に
開
く
。
７
時
に
社
務
所
で
５
０
０
円
を

支
払
い
お
守
り
を
も
ら
い
記
帳
（
入
山
届

け
）。
犬
連
れ
は
問
題
な
い
そ
う
。

　

大
雨
で
ガ
リ
ー
状
に
な
っ
た
危
う
い
登
山

道
を
上
が
る
。
３
合
目
か
ら
４
合
目
は
な
ぜ

か
林
道
歩
き
。
４
合
目
か
ら
の
登
山
道
は
悪

場
で
大
岩
が
ご
ろ
ご
ろ
す
る
薙
状
地
形
。
９

合
目
か
ら
は
傾
斜
が
落
ち
て
真
新
し
い
火
山

礫
が
広
が
る
ス
コ
リ
ア
帯
に
な
っ
て
大
展
望

が
開
け
る
。

　

好
天
だ
が
遠
望
は
白
根
山
あ
た
り
、
日
光

周
辺
の
山
々
ま
で
。
そ
れ
で
も
燧
ヶ
岳
が
見

え
る
よ
う
だ
。
人
気
山
な
の
で
50
人
く
ら
い

が
登
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
週

末
だ
と
こ
の
３
倍
か
４
倍
か
。
山
頂
広
場
は

に
ぎ
や
か
。
空
身
同
然
の
若
者
グ
ル
ー
プ
が

上
が
っ
て
き
て
「
や
っ
た
ー
、
２
時
間
切
っ

た
」
と
叫
ん
で
い
た
。

	　

気
持
ち
の
よ
い
山
頂
に
１
時
間
も
滞
在
。

●アドバイス　
・ルートは、紹介のものがよい。日光二荒山神社の
階段から登るもので、山頂の奥宮を目ざす。参拝
料（入山料）として500円が必要。登山ルートは
社森をぬけいったん林道にでてからモーレツな急
坂を登る。勾配が落ちると山頂部。下山は往路を
戻る。
・ほかに三本松から北面の林道を車で辿り志津小屋
から登る裏口ルートもあるが、細い林道ドライブ
がありおすすめできない。

Part 1
Report  
Guide

●参考
・日光へは日光宇都宮道清滝 IC からいろ
は坂を上がる。二荒山神社境内に登山者駐
車場がある。ほかに三本松、赤沼、光徳、
湯元の駐車場が利用可。電車利用は、ＪＲ
日光駅、東武日光駅から東武バスで二荒山
神社前バス停で降りる。所要 1 時間ほど。
・立ち寄り温泉は湯元のホテル、旅館の一
部が対応しているが清滝のやしおの湯が公
共で大きい。
・冬期以外は金精峠が開いているので日光
白根、尾瀬の至仏山、燧ヶ岳、武尊山、皇
海山などに向かうこともできる。
取材　2014 年 10 月 9 〜 10 日　
メンバー　太郎　伊藤記

日本百名山レポートガイド 13
男体山

日光火山ファミリーの父。
標高差 1200m の短距離・急坂をいっきに登る

グレード　★★
標高　2486m

三本松からの男体山

小太郎山からの男体山と中禅寺湖

男体山山頂
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口
を
見
て
か
ら
シ
ラ
ビ
ソ
の
森
を
一
気
に

下
っ
て
い
く
。
七
色
平
の
分
岐
か
ら
ゆ
る
や

か
に
進
む
と
、
六
地
蔵
に
到
着
。
こ
こ
か
ら

ゆ
る
や
か
に
登
れ
ば
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
の
山
頂

駅
。

　

眼
前
に
は
午
後
の
日
射
し
を
受
け
、
真
っ

青
に
晴
れ
渡
っ
た
空
に
く
っ
き
り
と
日
光
白

根
山
が
屹
立
し
て
い
た
。

　

下
山
後
は
、
山
麓
の
紅
葉
を
愛
で
つ
つ
、

国
道
沿
い
の
お
店
で
山
の
キ
ノ
コ
を
お
土
産

に
購
入
し
、
帰
途
に
つ
く
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ル

　

日
本
百
名
山
の
白
根
山
（
白
峰
山
）
は
三

つ
あ
る
。
南
ア
ル
プ
ス
白
峰
三
山
の
北
岳
、

草
津
の
白
根
山
、
日
光
の
白
根
山
。
加
賀
白

山
も
白
峰
と
呼
ば
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
さ
て

日
光
白
根
山
は
山
頂
部
に
複
数
の
岩
頭
を
も

つ
荒
々
し
い
火
山
だ
。
標
高
は
お
と
な
り
の

男
体
山
２
４
８
６
ｍ
を
１
０
０
ｍ
近
く
超
え

て
い
る
が
登
山
自
体
は
ラ
ク
。

　

標
高
２
０
０
０
ｍ
ま
で
上
が
る
日
光
白
根

山
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
（
実
際
は
ゴ
ン
ド
ラ
）
を

利
用
す
れ
ば
短
い
時
間
で
ピ
ー
ク
ハ
ン
ト
を

済
ま
す
こ
と
が
で
き
る
。
と
は
い
え
、
た
い

へ
ん
高
い
山
な
の
で
気
を
引
き
締
め
て
い
こ

う
。

●
行
程　

日
光
白
根
山
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
（
丸
沼
ゴ
ン
ド

　

ラ
）
｜
日
光
白
根
山
｜
日
光
白
根
山
ロ
ー

　

プ
ウ
エ
ー
（
行
動
５
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

11
月
３
日
。

　

尾
瀬
片
品
の
宿
を
７
時
半
に
出
発
。
８
時

過
ぎ
に
丸
沼
高
原
に
到
着
。
空
に
は
ウ
ロ
コ

雲
が
広
が
っ
て
い
る
が
、
上
空
は
風
が
強

い
よ
う
で
ど
ん
ど
ん
流
れ
て
い
く
。
標
高

２
０
０
０
ｍ
の
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
山
頂
駅
。

　

８
時
半
に
山
頂
駅
を
出
発
。
シ
ラ
ビ
ソ
の

森
を
抜
け
、
カ
ン
バ
の
森
に
入
る
と
、
樹
間

越
し
に
、
燧
ヶ
岳
や
至
仏
山
、
上
州
武
尊
が

の
ぞ
く
。
冠
雪
し
た
富
士
山
も
印
象
的
だ
。

　

森
林
限
界
を
抜
け
る
と
、
山
頂
は
近
い
。

ガ
ラ
場
の
急
斜
面
を
ジ
グ
ザ
グ
で
ひ
と
登
り

す
る
と
南
峰
。
社
の
あ
る
ピ
ー
ク
か
ら
小
さ

く
下
り
、
登
り
返
す
と
山
頂
に
到
着
。
関
東

以
北
の
最
高
峰
だ
け
に
展
望
は
抜
群
。

　

下
山
は
弥
陀
ヶ
池
へ
と
下
っ
て
い
く
。
山

頂
直
下
は
、
数
日
前
に
降
っ
た
雪
が
凍
っ
て

い
た
た
め
、
雪
の
つ
い
て
い
な
い
岩
場
を
広

い
な
が
ら
行
く
。
30
分
ほ
ど
で
弥
陀
ヶ
池
に

到
着
。
池
に
日
光
白
根
山
の
山
容
が
映
え
絵

に
な
る
。

　

弥
陀
ヶ
池
か
ら
は
座
禅
山
へ
と
登
り
、
火

●アドバイス　
・白根山頂から弥陀ヶ池への下りは草付きのガリー
（溝）の急坂なので注意したい。
・最短の日光白根山ロープウエー利用のコースのほ
かに、日光湯元から前白根山を越えていくルート、
金精道路の菅沼湖畔から菅沼新道経由のルートが
ある。それぞれ山頂まで4〜5時間の行程。菅沼
湖畔の登山者駐車場からは標高差850ｍほどなの
でゴンドラは嫌いだという人やマイカー登山者に
向いている。
・日光白根山の近辺の百名山としては、男体山、至
仏山、皇海山、武尊山などがある。車移動なら効
率よくピークハントができるだろう。

Part 1
Report  
Guide

●参考
・日光白根山ロープウエー（丸沼ゴン
ドラ）へは関越道沼田 IC から国道 120
号経由で 1 時間半ほど。日光エリアか
らは金精道路を利用すると近い。最寄
鉄道駅は上越線沼田駅。
・日光白根山ロープウエー付属のセン
ターハウスに座禅温泉があり立ち寄り
できる。白根温泉薬師之湯、鎌田の寄
居山温泉ほっこり湯も近くて手頃。
取材　2007 年 11 月 3 日　
メンバー　伊藤　松倉記

日本百名山レポートガイド 14
日光白根山

最短ルートは、ロープウエー利用で
標高 2000m まで上がる。容易な登山

グレード　★
標高　2578m

ロープウエー駅から見上げる白根山

白根山頂から男体山、太郎山など日光連山
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に
合
わ
せ
た
い
。

　

朝
日
の
差
し
込
む
森
の
中
を
上
が
る
。

１
８
２
１
ｍ
の
主
稜
線
ピ
ー
ク
ま
で
登
る
と

あ
た
り
が
見
渡
せ
る
。
ず
っ
と
先
に
平
ヶ
岳

が
見
え
る
。
小
さ
な
起
伏
を
こ
え
て
し
ば
ら

く
行
く
と
先
行
す
る
ス
キ
ー
ヤ
ー
が
見
え

た
。
白
沢
山
ま
で
達
す
る
と
山
頂
に
は
小
さ

な
テ
ン
ト
が
ひ
と
つ
。
持
ち
主
と
立
ち
話
す

る
。
も
う
平
ヶ
岳
へ
登
っ
て
き
た
と
い
う
。

　

平
ヶ
岳
へ
の
最
後
の
登
り
は
見
る
だ
け
で

た
い
へ
ん
そ
う
だ
が
実
際
は
１
５
０
ｍ
ほ
ど

の
高
差
で
た
い
し
た
こ
と
は
な
い
。
９
時
半

山
頂
。
ぐ
る
り
と
好
展
望
で
巻
機
山
と
越
後

駒
ヶ
岳
な
ど
が
見
え
る
。

　

山
頂
で
先
行
ス
キ
ー
ヤ
ー
と
立
ち
話
。
朝

の
３
時
に
山
ノ
鼻
を
出
て
き
た
そ
う
。
日
帰

り
で
充
分
ら
し
い
。

　

山
頂
で
の
ん
び
り
し
て
か
ら
シ
ー
ル
を
外

し
て
下
山
。
往
路
ど
お
り
に
下
る
。
春
の
ザ

ラ
メ
の
快
適
滑
降
と
な
る
。
３
時
半
鳩
待
峠

着
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ル

　

新
潟
と
群
馬
の
境
、
奥
ま
っ
た
と
こ
ろ
に

あ
る
山
で
山
頂
は
高
層
湿
原
と
な
っ
て
い

る
。
特
徴
あ
る
山
容
は
近
隣
の
山
か
ら
よ
く

目
立
つ
。
ア
ク
セ
ス
が
わ
る
く
山
道
も
長
く

て
百
名
山
で
は
難
関
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
い

る
。
尾
瀬
に
近
い
が
尾
瀬
側
か
ら
の
登
山
道

は
な
い
。

　

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
夏
道
は
奥
利
根
シ
ル

バ
ー
ラ
イ
ン
の
平
ヶ
岳
登
山
口
（
鷹
ノ
巣
）

か
ら
の
も
の
で
、
往
復
10
時
間
以
上
、
マ
イ

カ
ー
登
山
向
き
と
い
え
る
。
最
短
の
コ
ー
ス

は
、
中
ノ
岐
登
山
口
か
ら
の
も
の
で
往
復
６

時
間
ほ
ど
。
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
利
用
し
て
登

山
口
に
入
る
。
前
者
は
若
者
向
き
、
後
者
は

中
高
年
向
き
。
中
ノ
岐
登
山
口
の
難
易
グ

レ
ー
ド
は
★
だ
が
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
時
間
に

あ
わ
せ
る
の
で
せ
わ
し
い
。

　

レ
ポ
ー
ト
は
、
残
雪
期
の
も
の
で
尾
瀬
の

山
ノ
鼻
か
ら
往
復
し
た
も
の
。
春
山
登
山
者

や
山
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
定
番
ル
ー
ト
。

●
行
程　

鳩
待
峠
｜
山
ノ
鼻
｜
大
白
沢
山
｜
平
ヶ
岳
｜

　

山
ノ
鼻
｜
鳩
待
峠
（
行
動
２
日
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

４
月
26
日
。　

　

戸
倉
の
大
駐
車
場
着
６
時
半
、
７
時
の
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
で
鳩
待
峠
へ
。

　

至
仏
山
へ
登
山
家
や
ス
キ
ー
ヤ
ー
が
続
々

と
登
っ
て
い
く
の
を
横
目
で
見
て
山
ノ
鼻
へ

滑
走
。
天
気
が
よ
く
朝
か
ら
軟
ら
か
い
雪

に
な
っ
て
い
る
。
猫
又
川
を
さ
か
の
ぼ
る
。

地
形
図
の
右
俣
、
左
俣
の
分
岐
ま
で
は
わ

ず
か
。
フ
タ
マ
タ
沢
を
の
ん
び
り
詰
め
る
。

１
６
９
０
ｍ
の
平
ま
で
上
が
る
。
タ
ン
ネ
の

森
の
中
に
夢
の
よ
う
な
空
き
地
が
あ
っ
た
。

こ
こ
に
ツ
エ
ル
ト
を
張
る
。
今
日
は
雪
質
も

粘
っ
こ
く
一
度
も
シ
ー
ル
を
使
う
こ
と
は
な

か
っ
た
。
あ
た
り
を
ス
キ
ー
で
散
策
。

　

４
月
27
日
。　

　

６
時
前
、
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
ス
タ
ー
ト
す

る
。
鳩
待
峠
発
４
時
半
の
最
終
バ
ス
に
は
間

●アドバイス　
・鷹ノ巣登山口へは、関越道小出ICか、東北道西那須野IC
から檜枝岐経由で、奥只見シルバーライン利用。東京から
だと時間の差はあまりない。鷹ノ巣ルートは登りが7時間、
下りが5時間が標準タイムとなっているが人による。
・最短コースの中ノ岐登山口へは、奥只見シルバーライン
沿いの銀山平（銀山平温泉）からマイクロバス。乗車は銀
山平温泉の宿に宿泊することが条件。2時間以上のドライ
ブで登山口着。帰りまで待ってくれる。鷹ノ巣コースの行
動時間は登り4時間、下り3時間ほど。かつて皇太子殿下
が利用したルートでプリンスコースとも言われている。
・尾瀬山ノ鼻からの往復ルートは山スキーを駆使すれば日
帰りできる。スノーシュー利用でも可能だが山中泊の用意
があるほうが安心。危険なところはないがルートファイン
ディングが必要。

●参考
・鳩待峠駐車場へは、関越道沼田 IC から国
道 120 号経由で 1 時間半ほど。例年 4 月中
旬に津奈木橋の通行止めが解除される。上
越新幹線上毛高原駅から関越交通バスで戸
倉へ。シャトルバスかタクシーで鳩待峠。
・鳩待峠と山ノ鼻に山小屋がある。立ち寄り
湯は、戸倉の尾瀬ぷらり館、鎌田の寄居山
温泉ほっこり湯、道の駅白沢の望郷の湯。
・5 月連休ころの山ノ鼻から平ヶ岳往復には
スキー、スノーシューが必要。夏道はない
ので無雪期は通行不可。
取材　2015 年 4 月 26 〜 27 日　
メンバー　単独

日本百名山レポートガイド 15
平ヶ岳

難関といわれているが、
中ノ岐登山口からなら楽勝の日帰り

グレード　★
積雪期は★★★

標高　2141m

大白沢山から平ヶ岳

平ヶ岳山頂
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中
に
、連
れ
の
写
真
家
ふ
た
り
は
星
空
撮
影
。

　

10
月
10
日
。

　

素
晴
ら
し
い
日
の
出
を
山
頂（
ト
マ
の
耳
）

か
ら
撮
影
。
い
っ
た
ん
小
屋
に
も
ど
り
荷
物

を
ま
と
め
て
、
秋
空
の
下
、
西
黒
尾
根
を
下

山
。
西
黒
尾
根
は
谷
川
岳
の
岩
壁
を
望
む
き

れ
い
な
尾
根
。
人
も
少
な
い
。
一
部
岩
場
も

あ
る
が
一
般
登
山
道
の
範
囲
内
。
下
部
は
美

し
い
ブ
ナ
森
を
下
る
。
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
山
麓

駅
に
11
時
に
帰
着
。
湯
テ
ル
メ
谷
川
で
さ
っ

ぱ
り
し
て
帰
京
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ル

　

上
越
国
境
の
山
で
谷
川
岳
の
ツ
イ
ン
ピ
ー

ク
は
よ
く
目
立
つ
。
形
の
い
い
山
だ
。
豪
雪

山
ら
し
い
険
し
い
地
形
と
植
相
は
２
０
０
０

ｍ
満
た
な
い
山
と
は
思
え
な
い
。
最
高
地
点

の
オ
キ
の
耳
へ
は
谷
川
岳
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
か

ら
標
高
差
で
６
５
０
ｍ
、
直
線
距
離
で
２
・

５
㎞
、
ル
ー
ト
（
沿
面
）
距
離
で
も
３
㎞
余

だ
か
ら
わ
ず
か
、
日
帰
り
が
ふ
つ
う
だ
。
こ

の
天
神
尾
根
往
復
が
最
短
ル
ー
ト
で
道
は

し
っ
か
り
し
て
い
る
の
で
恐
れ
る
よ
う
な
と

こ
ろ
は
な
い
。

　

記
録
は
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
駅
か
ら
天
神
尾
根

を
登
っ
た
も
の
。
肩
ノ
小
屋
で
１
泊
し
て
西

黒
尾
根
を
下
っ
て
い
る
。
好
ル
ー
ト
な
の
で

お
す
す
め
。

●
行
程　

谷
川
岳
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
山
頂
駅
（
天
神
平
）

　

｜
肩
ノ
小
屋
｜
谷
川
岳
｜
西
黒
尾
根
｜　

　

ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
駐
車
場

●
レ
ポ
ー
ト

　

10
月
９
日
。

　

関
越
道
を
北
上
。
同
行
は
Ｍ
さ
ん
と
Ｍ
さ

ん
。
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
駅
の
駐
車
場
に
車
を
い

れ
て
１
時
の
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
で
天
神
平
に
上

が
る
。
天
気
は
よ
い
。
紅
葉
も
最
高
。
山
麓

駅
か
ら
天
神
平
ま
で
標
高
差
５
０
０
ｍ
以
上

な
の
で
ラ
ク
で
あ
る
。
乗
り
物
登
山
を
き
ら

う
人
も
い
る
が
、
あ
る
も
の
は
利
用
し
て
効

率
よ
く
登
る
の
も
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
う
ち
か
。

　

つ
い
で
に
、
ピ
ス
ト
ン
登
山
は
つ
ま
ら
な

い
と
い
う
人
も
い
る
が
安
全
登
山
上
で
は
正

解
だ
。
と
く
に
一
人
登
山
が
多
い
の
が
百
名

山
ハ
ン
タ
ー
、
下
山
時
も
様
子
を
知
っ
た
道

を
選
ぶ
の
は
賢
い
選
択
と
い
え
る
。

　

天
神
尾
根
を
ゆ
っ
く
り
登
る
。
展
望
の
い

い
尾
根
で
あ
ち
こ
ち
眺
め
な
が
ら
２
時
間
ほ

ど
、
４
時
に
肩
ノ
小
屋
。
基
本
的
に
避
難
小

屋
な
の
で
自
前
の
装
備
が
必
要
。
素
晴
ら
し

い
夕
景
に
出
あ
う
こ
と
が
で
き
た
。
自
前
の

食
事
を
楽
し
ん
で
７
時
こ
ろ
に
は
就
寝
。
夜

●アドバイス　
・天神尾根の登り下りは急坂があるがとくに危険な
ところはない。下山に西黒尾根を使う場合は小さ
な岩場もでてくる。標高差はロープウエー山麓駅
まで1200ｍあるので長くかんじるかもしれない。
・近隣の百名山は苗場山。上越国境を越えた赤湯か
かぐらスキー場（和田小屋）からピストンするの
がスタンダード。車なら国道17号で三国峠越えし
て登山口までは近い。苗場山は新潟・長野県境の
山である。

●参考
・谷川岳ロープウエーへは関越道水上
IC から 1 時間かからない。大きな屋内
駐車場がある。上越線水上駅、上越新
幹線上毛高原駅からバス便がある。最
寄の上越線土合駅からは歩いていける。
・立ち寄り温泉施設は谷川温泉の湯テル
メ谷川、水上温泉はずれにある鈴森の
湯、後閑の月夜野温泉三峰の湯などが
ある。
・谷川岳は山スキーの山として有名。天
神尾根往復は春スキーの定番である。
ほかにもルートが多数ある。
取材　2008 年 10 月 9 〜 10 日　　
メンバー　町田、松倉、伊藤記

日本百名山レポートガイド 16
谷川岳

乗り物登山の老舗。
ロープウエー利用で天神尾根

グレード　★
標高　1977m
（オキの耳）

天神峠から見る天神尾根と谷川岳（１月）西黒尾根を下る
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が
っ
て
高
度
を
稼
ぐ
。

　

も
う
す
ぐ
山
頂
か
な
、
と
い
う
と
こ
ろ
に

両
神
神
社
と
御
嶽
神
社
が
あ
っ
て
地
図
に
も

社
マ
ー
ク
が
二
つ
並
ん
で
い
る
。
ど
ち
ら
に

も
オ
オ
カ
ミ
の
狛
犬
が
い
た
。
オ
オ
カ
ミ
は

大
口
真
神
と
い
う
神
様
だ
っ
た
と
い
う
。

　

10
時
半
に
山
頂
。
３
６
０
度
見
わ
た
せ
る

が
遠
く
の
山
は
雲
の
中
。
山
頂
に
は
数
人
の

登
山
家
が
い
た
。往
路
を
戻
っ
て
２
時
終
了
。

こ
の
日
50
人
く
ら
い
が
頂
上
に
立
っ
た
の
で

は
な
い
か
。
再
び
道
の
駅
薬
師
湯
に
寄
っ
て

往
路
を
帰
京
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ル

　

秩
父
エ
リ
ア
の
山
で
、
長
野
と
群
馬
の
県

境
に
近
い
が
埼
玉
県
の
山
で
あ
る
。
見
る
方

角
で
山
頂
部
は
ギ
ザ
ギ
ザ
の
の
こ
ぎ
り
の
よ

う
に
見
え
る
。
実
際
に
最
高
峰
の
剣
ヶ
峰
か

ら
東
岳
、西
岳
ま
で
は
凸
凹
の
岩
稜
で
あ
る
。

最
短
コ
ー
ス
は
そ
の
凸
凹
の
八
丁
尾
根
コ
ー

ス
だ
が
岩
場
と
ク
サ
リ
が
好
き
な
人
向
き
。

　

一
般
に
は
レ
ポ
ー
ト
の
日
向
大
谷
口
を
す

す
め
る
。
標
高
差
は
１
１
０
０
ｍ
で
直
線
距

離
で
４
㎞
ほ
ど
だ
か
ら
百
名
山
と
し
て
は
ふ

つ
う
。
ち
ょ
っ
と
登
り
が
い
の
あ
る
ハ
イ
キ

ン
グ
山
で
あ
る
。

●
行
程　

日
向
大
谷
登
山
口
｜
清
滝
小
屋
｜
両
神
山
｜

　

日
向
大
谷
の
登
山
口
（
行
動
８
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

９
月
13
日
。　

　

両
神
山
は
百
名
山
に
選
ば
れ
て
い
な
か
っ

た
ら
登
る
こ
と
の
な
い
山
だ
っ
た
だ
ろ
う
。

『
日
本
百
名
山
』
は
そ
ん
な
機
会
を
与
え
て

く
れ
る
ガ
イ
ド
で
も
あ
る
な
、
と
思
っ
た
。

二
度
登
る
こ
と
の
な
い
山
だ
か
ら
一
期
一
会

と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
。
ほ
か
に
も
い
く
つ

か
そ
ん
な
山
が
あ
る
。

　

前
日
は
、
正
丸
峠
を
抜
け
て
秩
父
に
入
り

三
峰
神
社
に
上
が
り
妙
法
ヶ
岳
に
ハ
イ
キ
ン

グ
。オ
オ
カ
ミ
の
狛
犬
が
い
く
つ
も
あ
っ
た
。

今
回
の
目
的
の
山
、両
神
山
が
よ
く
見
え
た
。

道
の
駅
両
神
温
泉
薬
師
湯
に
寄
っ
て
か
ら
日

向
大
谷
の
登
山
口
へ
や
っ
て
き
た
。
10
台
ほ

ど
の
せ
ま
い
ス
ペ
ー
ス
で
、
と
な
り
の
車
の

お
じ
さ
ん
と
話
を
す
る
。
や
っ
ぱ
り
百
名
山

ハ
ン
タ
ー
だ
っ
た
。

　

明
け
方
、
と
な
り
の
お
じ
さ
ん
が
そ
そ
く

さ
と
出
発
し
た
よ
う
だ
。
つ
ら
れ
て
６
時
に

ス
タ
ー
ト
。
深
い
森
の
中
、
谷
沿
い
の
道
を

登
る
。
急
登
と
滑
り
や
す
い
道
が
現
れ
る
。

展
望
も
な
く
、な
ん
と
も
渋
い
山
道
が
続
く
。

清
滝
小
屋
ま
で
２
時
間
ほ
ど
。
風
景
に
も
変

化
は
な
い
。
小
屋
は
休
業
中
だ
っ
た
。
小
屋

裏
か
ら
は
植
林
帯
の
急
坂
を
ジ
グ
ザ
グ
に
上

●アドバイス　
・両神山は遭難や事故が多い山として有名。紹介の
日向大谷のルートはとくに危険なところはない。
・八丁尾根コースは林道ドライブで西面の落合橋か
ら八丁峠に上がる。八丁尾根コースよりさらに短
いルートがあり、落合橋から西尾根を直登するもの。
2時間ほどで最高峰の剣ヶ峰に達するが通行止めの
標識があってバリエーションルートである。
・白井差口の登山道は私道で予約制、有料。

●参考
・日向大谷登山口へは圏央道狭山
日高 IC から国道 299 号経由で 2
時間ほど。鉄道利用の場合は西
武池袋線三峰口駅から小鹿野町
営バスで日向大谷。
・清滝小屋は休業中。日向大谷
の登山口には山肌にへばりつく
ように民宿両神山荘があって利
用できる。立ち寄り湯や休憩は、
道の駅両神温泉薬師湯がいい。
取材　2014 年 9 月 13 日　
メンバー　単独

日本百名山レポートガイド 17
両神山

日向大谷からのピストンが難儀なしで安心。
岩場好きには八丁尾根コース

グレード　★
標高　1723m

両神神社の大口真神

山頂から八丁尾根を見る
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る
。右
に
折
れ
て
急
坂
を
ジ
グ
ザ
グ
と
登
る
。

山
頂
が
見
え
る
よ
う
だ
。
最
後
の
急
登
を
が

ん
ば
る
と
頂
上
避
難
小
屋
、
そ
の
さ
き
が

ピ
ー
ク
だ
っ
た
。
３
時
半
。
登
山
者
が
三
々

五
々
、
あ
た
り
を
眺
め
て
い
る
。

　

４
時
に
往
路
を
戻
る
。
冬
な
ら
暗
く
な
る

時
間
だ
が
ま
だ
ま
だ
明
る
い
。
三
条
ノ
湯
は

温
泉
小
屋
、
つ
ぎ
は
泊
ま
っ
て
み
た
い
な
と

思
い
な
が
ら
通
過
。
林
道
に
出
て
急
ぎ
足
で

下
る
。
車
に
は
８
時
。
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
は
ぎ

り
ぎ
り
不
要
だ
っ
た
。
新
緑
の
写
真
が
撮
れ

た
。
超
有
名
山
だ
が
一
期
一
会
の
山
と
な
る

か
も
し
れ
な
い
。　

●
プ
ロ
フ
ィ
ル

　

奥
秩
父
・
奥
多
摩
エ
リ
ア
の
中
心
に
あ
り

四
方
か
ら
登
山
道
が
延
び
て
い
る
。
関
東
山

地
の
代
表
、
東
京
都
の
最
高
峰
で
も
あ
り
い

つ
も
ハ
イ
カ
ー
で
に
ぎ
わ
う
。

　

マ
イ
カ
ー
利
用
で
山
頂
日
帰
り
往
復
す
る

な
ら
、
三
峰
神
社
か
ら
、
あ
る
い
は
三
条
ノ

湯
か
ら
が
可
能
。
ど
ち
ら
も
長
い
が
三
峰
か

ら
の
方
が
わ
ず
か
に
短
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
で

は
後
者
を
紹
介
。

　

ほ
か
に
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
コ
ー
ス
は
三
峰
か

三
条
ノ
湯
か
ら
山
頂
を
経
由
し
て
青
梅
街
道

鴨
沢
へ
抜
け
る
１
泊
２
日
。
頂
上
下
に
は
雲

取
山
荘
が
あ
り
通
年
営
業
し
て
い
る
。

●
行
程　

後
山
林
道
｜
三
条
ノ
湯
｜
雲
取
山
｜
後
山
林

　

道
（
行
動
10
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

６
月
７
日
。　

　

超
有
名
山
だ
が
初
め
て
。
三
条
ノ
湯
か
ら

の
往
復
ル
ー
ト
を
選
ぶ
。
青
梅
街
道
（
国
道

４
１
１
号
）
を
走
り
お
祭
り
バ
ス
停
か
ら
後

山
林
道
に
入
る
。
三
条
ノ
湯
の
下
ま
で
車
で

行
け
る
の
か
と
思
っ
て
い
た
が
ゲ
ー
ト
で
通

行
止
め
、
事
前
調
査
が
あ
ま
か
っ
た
。
駐
車

ス
ペ
ー
ス
が
あ
っ
て
数
台
の
車
。

　

遅
い
ス
タ
ー
ト
で
10
時
に
歩
き
出
す
。
新

緑
に
囲
ま
れ
た
き
れ
い
な
道
だ
。
６
㎞
ほ
ど

で
２
時
間
は
か
か
ら
ず
に
三
条
沢
出
合
。
こ

こ
か
ら
山
道
と
な
る
。
三
条
ノ
湯
ま
で
30
分

ほ
ど
。
昼
の
小
屋
は
ヒ
マ
な
よ
う
だ
っ
た
。

こ
の
あ
た
り
三
条
沢
の
広
葉
樹
は
山
梨
の
森

１
０
０
選
、
と
い
う
看
板
が
あ
っ
た
。

　

12
時
、
三
条
ノ
湯
の
小
屋
か
ら
水
無
尾
根

の
腹
を
登
る
。
歩
き
や
す
く
て
ラ
ク
な
道
。

何
種
類
か
の
色
の
ち
が
う
山
ツ
ツ
ジ
が
咲
い

て
い
て
新
緑
と
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
て
美
し
い
。

ひ
と
登
り
し
た
後
は
緩
い
勾
配
に
か
わ
り
尾

根
の
腹
を
ま
く
ト
ラ
バ
ー
ス
道
と
な
る
。
下

り
登
山
者
数
人
と
会
う
。時
間
が
遅
い
せ
い
。

　

三
条
タ
ル
ミ
２
時
。
の
ん
び
り
し
た
平
で

奥
多
摩
か
ら
奥
秩
父
に
続
く
主
稜
線
に
あ
た

●アドバイス　
・三条ノ湯コースの場合、三条ノ湯から
雲取山までは高差900mほどの楽しい山
道だが、その前に後山林道（沿面距離6
㎞ほど）を歩く。総標高差は1300ｍほど。
林道ゲート（片倉橋）は標高650ｍ付
近にあり十数台駐車できる。国道のお祭
りバス停から後山林道ゲートまでは2㎞
でダート道である。
・三峰神社からのルートは、霧藻ヶ峰、
白岩山、雲取山荘、雲取山と稜線を辿る。
標高差は900mだがルート距離は10㎞
ほどある。標準タイムは、登り5時間、
下り4時間のようだが人による。

●参考
・後山林道へは、圏央道青梅
IC から国道 411 号経由で 1
時間半ほど。鉄道利用の場合
は青梅線奥多摩駅からお祭り
バス停へ西東京バス便がある。
・ルート沿いの山小屋は三条
ノ湯。雲取山荘は山頂から北
に離れている。立ち寄り湯は、
青梅街道沿いの奥多摩温泉も
えぎの湯が有名。
取材　2008 年 6 月 7 日　
メンバー　太郎　伊藤記

日本百名山レポートガイド 18
雲取山

日帰り登山なら三峰神社からか
三条ノ湯コース

グレード　★★
標高　2017m

右　

温
泉
の
あ
る
小
屋
、
三
条
ノ
湯

左
２
点　

雲
取
山
山
頂
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し
れ
な
い
。
周
囲
の
山
々
は
霞
ん
で
い
る
が

ひ
と
と
お
り
見
渡
せ
る
。
ぼ
ん
や
り
と
富
士

山
も
浮
か
ん
で
い
る
。
時
間
が
あ
る
の
で
周

回
コ
ー
ス
を
選
ぶ
。

　

三
宝
山
か
ら
武
信
白
岩
山
、
大
山
と
、
森

と
花
崗
岩
の
楽
し
い
道
を
縦
走
。
大
山
山
頂

の
石
楠
花
は
陽
光
を
浴
び
て
見
事
だ
っ
た
。

　

十
文
字
小
屋
の
石
楠
花
は
鹿
よ
け
の
ネ
ッ

ト
に
囲
ま
れ
て
い
て
あ
ん
ま
り
き
れ
い
に
は

見
え
な
か
っ
た
。
十
文
字
峠
か
ら
毛
木
平
ま

で
１
時
間
半
の
下
り
。
４
時
半
着
。
毛
木
平

に
右
は
や
ま
み
ち
、
左
は
三
峰
と
い
う
石
塔

が
あ
っ
た
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ル

　

奥
秩
父
の
盟
主
と
言
わ
れ
て
い
る
。
山
頂

は
名
前
の
と
お
り
３
国
境
と
な
っ
て
い
る
。

頂
上
か
ら
の
水
流
は
、
千
曲
川
、
荒
川
、
富

士
川
と
三
方
に
下
る
。

　

大
弛
峠
か
雁
坂
峠
に
車
を
置
い
て
稜
線
縦

走
し
て
こ
の
山
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き

る
が
長
い
。
ま
た
山
梨
側
か
ら
西
沢
渓
谷
、

長
野
県
側
か
ら
千
曲
川
源
流
の
道
が
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
最
短
の
千
曲
川
源
流
の
道
を
す

す
め
る
。
マ
イ
カ
ー
登
山
に
向
い
て
い
る
。

登
山
口
は
信
濃
川
上
村
の
毛
木
平
で
、
山
頂

ま
で
標
高
差
１
０
０
０
m
、
ル
ー
ト
距
離
は

８
㎞
ほ
ど
。
山
頂
ま
で
ふ
つ
う
４
～
５
時
間

と
い
う
と
こ
ろ
。
レ
ポ
ー
ト
で
は
山
頂
か
ら

さ
ら
に
十
文
字
峠
を
経
由
し
て
登
山
口
へ
周

回
し
て
い
る
。

●
行
程　

毛
木
平
登
山
者
駐
車
場
｜
甲
武
信
岳
｜
十
文

　

字
峠
｜
毛
木
平
駐
車
場（
行
動　

11
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

６
月
15
日
。

　

甲
武
信
岳
へ
登
ろ
う
。
中
央
道
を
須
玉
Ｉ

Ｃ
で
降
り
て
清
里
、
野
辺
山
と
走
っ
て
信
濃

川
上
村
最
奥
の
毛
木
平
１
４
６
０
ｍ
へ
。
登

山
者
駐
車
場
は
ほ
ぼ
い
っ
ぱ
い
。
日
の
出
は

４
時
半
だ
か
ら
す
っ
か
り
明
る
い
。
５
時
半

こ
ろ
歩
き
出
す
。

　

千
曲
川
源
流
の
沢
沿
い
の
道
を
行
く
。
新

緑
と
渓
流
の
美
し
い
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
。
ナ
メ

滝
や
大
滝
が
い
く
つ
も
現
れ
る
。
山
腹
か
ら

は
白
糸
の
滝
が
あ
ち
こ
ち
に
か
か
る
。
渓
流

が
細
く
な
っ
た
先
に
千
曲
川
源
流
標
識
が
あ

る
。
８
時
半
。

　

こ
こ
か
ら
稜
線
ま
で
は
厳
し
い
ジ
グ
ザ
グ

の
急
坂
。ひ
と
汗
か
い
て
主
稜
線
に
達
す
る
。

奥
秩
父
主
脈
を
貫
く
幹
道
。
よ
く
歩
か
れ
た

道
を
30
分
ほ
ど
が
ん
ば
る
と
甲
武
信
山
頂
、

10
時
30
分
。
20
人
く
ら
い
の
登
山
者
が
い
て

に
ぎ
や
か
。

　

中
に
は
３
国
境
ハ
ン
タ
ー
も
い
る
の
か
も

●アドバイス　
・毛木平から千曲川源流を行き単純に甲
武信岳を往復するプランなら6〜7時間
の行動時間。
・千曲川源流の道は、渓流沿いを辿り主
稜線に上がって山頂。危険なところはな
い。十文字峠への道は深い森とピークを
行く静かな山道である。途上に甲武信小
屋と十文字小屋があるので安心。
・金峰山から国師岳、甲武信岳、雁坂峠
と秩父主脈を縦走するのは本格派向きの
ルート。雲取山まで継続することができ
３山ゲットが可。瑞牆山も登ると４山連
続登頂となる。

●参考
・毛木平登山者駐車場へは、中
央道須玉 IC から国道 141 号経
由で 2 時間ほど。最寄駅は小海
線信濃川上駅。川上村営バスが
梓山まで運行している。
・紹介ルート沿いには十文字小
屋がある。甲武信小屋は山頂南
にあり少し離れている。どちら
も営業小屋。立ち寄り湯は、信
濃川上村のヘルシーパーク、清
里のアクアリゾート（天女の湯）
など。
取材　2008 年６月 15 日
メンバー　太郎　伊藤記

日本百名山レポートガイド 19
甲武信岳

最短ルートは毛木平から千曲川源流コース往復。
マイカー登山に向いている

グレード　★★
標高　2475m

甲武信岳から国師岳、金峰山を見る

上　

石
楠
花
は
６
月

下　

武
信
白
岩
山
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に
出
る
。
遠
く
か
ら
見
る
と
小
さ
な
尖
塔
だ

が
間
近
に
見
る
と
す
ご
い
。
山
頂
が
見
え
て

10
人
く
ら
い
の
登
山
者
。
ひ
と
登
り
し
て
頂

上
に
立
つ
。
３
時
前
。
初
登
頂
。
富
士
山
が

白
く
く
っ
き
り
と
見
え
る
。
南
ア
ル
プ
ス
、

八
ヶ
岳
、
北
ア
ル
プ
ス
と
絶
好
の
展
望
だ
。

前
日
の
雪
が
残
っ
て
い
て
風
が
つ
め
た
い
。

　

日
が
傾
い
て
き
た
。
急
い
で
下
山
。
す
ば

ら
し
い
夕
焼
け
だ
。
撮
影
も
そ
こ
そ
こ
に
急

ぎ
足
で
下
る
。ま
た
た
く
間
に
暗
く
な
っ
て
、

富
士
見
平
小
屋
か
ら
は
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
を
つ

け
る
。
６
時
帰
着
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ル

　

奥
秩
父
を
代
表
す
る
名
峰
で
大
き
い
。
山

頂
下
の
五
丈
岩
が
目
印
に
な
り
あ
ち
こ
ち
か

ら
同
定
で
き
る
。

　

最
短
コ
ー
ス
は
山
頂
東
側
４
㎞
の
大
弛
峠

か
ら
ピ
ス
ト
ン
す
る
も
の
で
片
道
２
時
間
ほ

ど
。
ま
た
こ
の
山
は
瑞
牆
山
が
近
い
の
で

セ
ッ
ト
で
登
る
人
が
多
い
。
そ
の
場
合
は
、

西
側
か
ら
の
ル
ー
ト
を
選
び
瑞
牆
山
荘
か
富

士
見
平
小
屋
に
１
泊
す
る
と
よ
い
。
瑞
牆
山

荘
そ
ば
に
立
派
な
登
山
者
駐
車
場
が
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
瑞
牆
山
荘
か
ら
往
復
す
る
後
者

の
ル
ー
ト
を
レ
ポ
ー
ト
。
金
峰
山
は
標
高
も

高
く
岩
場
も
あ
る
中
級
山
岳
に
属
す
る
山
な

の
で
甘
く
み
な
い
こ
と
。

●
行
程　

瑞
牆
山
荘
登
山
者
駐
車
場
｜
富
士
見
平
小

屋　

｜
大
日
岩
｜
金
峰
山
｜
瑞
牆
山
荘
駐
車

場　
（
行
動
10
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

10
月
20
日
。　

　

中
央
道
を
走
っ
て
須
玉
Ｉ
Ｃ
へ
。
天
気
は

絶
好
。
増
富
温
泉
か
ら
本
谷
川
沿
い
の
道

を
行
く
。
ク
リ
ス
タ
ル
ラ
イ
ン
と
い
う
道
。

瑞
牆
山
荘
の
前
に
広
い
登
山
者
駐
車
場
が

あ
る
。
準
備
し
て
９
時
半
こ
ろ
ス
タ
ー
ト
。

ち
ょ
っ
と
遅
い
時
間
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

カ
ラ
マ
ツ
林
を
行
き
ひ
と
登
り
し
て
尾
根

に
上
が
る
。
瑞
牆
山
が
見
え
る
。
岩
塔
が
並

ぶ
険
し
い
山
容
だ
。
雑
木
林
は
紅
葉
が
始

ま
っ
て
い
る
。
す
ぐ
に
富
士
見
平
。
瑞
牆
山

へ
の
道
を
わ
け
て
小
屋
裏
か
ら
再
び
急
坂
。

　

飯
森
山
の
山
腹
を
緩
い
道
で
ト
ラ
バ
ー
ス

す
る
と
大
日
小
屋
の
平
。
小
屋
は
森
の
中
に

隠
れ
る
よ
う
に
あ
っ
た
。
避
難
小
屋
の
よ
う

だ
。
眼
前
に
そ
び
え
る
の
が
大
日
岩
。
大
き

な
岩
山
だ
。
安
全
そ
う
な
ル
ー
ト
で
登
っ
て

み
る
。
素
晴
ら
し
い
展
望
。
目
ざ
す
金
峰
山

が
よ
く
見
え
る
。

　

森
林
限
界
を
過
ぎ
て
細
い
稜
線
を
行
く
よ

う
に
な
る
。
千
代
ノ
吹
上
を
過
ぎ
る
と
灌
木

に
雪
や
氷
が
つ
い
て
い
る
。
五
丈
岩
の
広
場

●アドバイス　
・瑞牆山荘前の登山者駐車場から金峰山頂までは
標高差1000ｍ以上。ルート距離は6㎞ほど。たっ
ぷりの1日コースとなる。標高が上がると森林
限界上の稜線歩きとなる。危険なところはない
が悪天の日は行動できない。
・最短の大弛峠コースは、峠の登山者駐車場か
らスタート、朝日岳、鉄山とピークを縦走する。
累積標高は400m ほどある。峠へは、中央道勝
沼ICから大弛林道経由。シーズン中は登山バス
がある。大弛小屋ホームページ参照。
・金峰山へは、北側の川上村の廻り目平からの道
もある。往復8時間ほど。マイカーなら甲武信
岳千曲川源流コースとセットで登るのもよい。

●参考
・瑞牆山荘登山者駐車場へは、中
央道須玉 IC から増富・韮崎線で 1
時間ほど。最寄駅は中央本線韮崎
駅。瑞牆山荘までの登山バスがシー
ズン中は利用できる。詳細は瑞牆
山荘ホームページ
・ルート沿いには富士見平小屋が
ある。金峰山小屋は山頂から少し
離れている。どちらも営業小屋。
立ち寄り湯は、瑞牆山荘から下っ
た増富の湯が大きくて有名。
取材　2007 年 10 月 20 日　
メンバー　太郎　伊藤記

日本百名山レポートガイド 20
金峰山

最短は大弛峠からのピストン。
瑞牆山とセットなら紹介ルートがよい

グレード　★★
標高　2599m

クリスタルラインから見上げる金峰山

五丈岩広場から山頂を見る
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１
０
０
の
森
」
に
な
っ
て
い
て
、
た
い
そ
う

き
れ
い
だ
っ
た
。
３
時
終
了
。
け
っ
き
ょ
く

熊
沢
山
か
ら
駐
車
場
ま
で
だ
れ
に
も
会
わ
な

か
っ
た
。

　

大
菩
薩
湖
の
北
岸
を
ド
ラ
イ
ブ
し
て
山
を

眺
め
て
か
ら
ダ
ム
見
学
。
人
造
湖
の
水
を
は

る
か
山
向
こ
う
の
葛
野
川
の
松
姫
湖
ま
で
地

下
水
道
で
落
と
し
て
途
中
の
地
下
発
電
所
で

電
気
を
作
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

先
週
も
寄
っ
た
近
く
の
す
ず
ら
ん
ペ
ン

シ
ョ
ン
に
イ
ン
。
湯
量
豊
富
で
暖
か
い
ロ
ッ

ジ
だ
っ
た
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ル

　

大
菩
薩
連
峰
は
小
金
沢
山
に
続
い
て
い
て

甲
府
盆
地
の
縁
を
造
っ
て
い
る
。
さ
ほ
ど
高

く
は
な
い
が
、
ア
ク
セ
ス
も
よ
く
展
望
も
い

い
の
で
人
気
が
あ
る
。
そ
の
分
ハ
イ
カ
ー
が

多
い
。　

　

北
か
ら
南
ま
で
連
峰
を
縦
走
す
る
と
本
格

的
だ
が
、
最
高
峰
の
大
菩
薩
嶺
に
タ
ッ
チ
す

る
だ
け
な
ら
、
上
日
川
峠
か
ら
高
差
５
０
０

m
も
な
く
か
ん
た
ん
。
も
の
足
り
な
い
向
き

に
は
裂
石
か
ら
の
古
い
道
を
使
っ
て
周
回
す

る
の
が
よ
い
だ
ろ
う
。

　

レ
ポ
ー
ト
は
、
上
日
川
峠
の
駐
車
場
か
ら

大
菩
薩
嶺
、
さ
ら
に
石
丸
峠
と
周
回
す
る
プ

ラ
ン
で
１
日
コ
ー
ス
。
後
半
は
静
か
な
道
。

●
行
程　

上
日
川
峠
｜
大
菩
薩
嶺
｜
大
菩
薩
峠
｜
石
丸

　

峠
｜
上
日
川
峠
（
行
動
５
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

10
月
16
日
。

　

天
気
予
報
は
い
ま
い
ち
だ
が
こ
ん
な
日
は

空
い
て
る
だ
ろ
う
と
出
か
け
る
。
大
月
Ｉ
Ｃ

で
降
り
て
笹
子
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
、
甲
斐
大

和
道
の
駅
で
朝
食
。
細
い
県
道
を
く
ね
く
ね

と
走
っ
て
上
日
川
峠
10
時
過
ぎ
。
紅
葉
は
五

分
と
い
う
と
こ
ろ
。
駐
車
場
は
平
日
と
あ
っ

て
空
い
て
い
た
。

　

広
場
か
ら
き
れ
い
な
雑
木
の
森
に
入
る
。

二
股
で
左
の
カ
ラ
マ
ツ
尾
根
に
入
る
。
右
は

峠
に
行
く
林
道
の
よ
う
な
道
だ
。
薄
日
も
さ

す
が
雷
岩
近
く
ま
で
上
が
る
と
冷
た
い
東
風

が
吹
い
て
き
て
霧
。
大
菩
薩
嶺
は
森
の
中
で

そ
れ
で
も
10
人
ほ
ど
ハ
イ
カ
ー
が
い
た
。
先

週
と
似
た
よ
う
な
天
気
図
で
天
気
模
様
。

　

大
菩
薩
峠
に
南
下
す
る
。
介
山
荘
の
ま
わ

り
は
ハ
イ
カ
ー
が
い
っ
ぱ
い
。
石
丸
峠
に
は

行
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
さ
ら
に
南
下
。
急

に
人
気
が
な
く
な
る
。
黒
森
の
道
を
熊
沢
山

へ
上
が
る
。
サ
サ
原
の
石
丸
峠
に
下
っ
て
行

く
。
霧
の
山
も
悪
く
な
い
。
小
屋
平
に
下
っ

て
静
か
な
遊
歩
道
を
上
日
川
峠
ま
で
歩
く
。

こ
こ
の
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
の
美
林
は
「
山
梨

●アドバイス　
・大菩薩峠と大菩薩嶺は2㎞ほど離れている。
一帯にはハイキング道が複数あるので天気や
気分と相談してルートを選ぶことができるだ
ろう。人が多いので休祭日をさけるなど工夫
がほしい。
・裂石から上日川峠に上がり、大菩薩峠、大
菩薩嶺、丸川峠と周回するコースはクラシッ
クルート。たっぷりの1日コースで運動にな
る。上日川峠の登りと下りはいたって静か。

●参考
・上日川峠登山者駐車場へは、中
央道大月 IC から国道 20 号、笹子
トンネルをぬけて景徳院入口から
県道 218 号経由で。最寄駅は中
央線甲斐大和駅で栄和交通の登山
バスが上日川峠まで運行している
が休日がメイン。
・山小屋は、ロッヂ長兵衛、介山荘、
福ちゃん荘がある。立ち寄り湯は
県道 218 号沿いのやまと天目山
温泉が人気。
取材　2015 年 10 月 16 日　　
メンバー　太郎　伊藤記

日本百名山レポートガイド 21
大菩薩嶺

上日川峠から周回するラクなハイキング

グレード　★
標高　2057m

大菩薩峠

大菩薩湖から大菩薩連山を見る

Part 1
Report  
Guide



62　　63　Part1 63 ピーク

ル
か
ら
は
鋸
山
の
展
望
が
あ
る
。

　

樹
林
帯
の
尾
根
を
１
時
間
ほ
ど
登
る
と
皇

海
山
山
頂
。
森
林
限
界
に
達
し
て
い
な
い
の

で
あ
ま
り
展
望
は
な
い
。
日
光
白
根
山
が
遠

望
で
き
た
。
宗
教
色
の
濃
い
山
の
よ
う
だ
。

　

こ
こ
は
一
期
一
会
の
山
だ
な
と
思
い
な
が

ら
往
路
を
戻
る
。
不
動
沢
の
コ
ル
ま
で
下
る

と
、
数
日
前
に
行
方
不
明
に
な
っ
た
人
を
捜

し
て
い
る
と
い
う
捜
索
隊
に
会
っ
た
。
警
察

車
両
や
ヘ
リ
は
そ
の
た
め
だ
ろ
う
。
３
時
下

山
。
再
び
長
い
林
道
を
ド
ラ
イ
ブ
。
白
沢
道

の
駅
望
郷
の
湯
５
０
０
円
で
休
む
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ル

　

皇
海
山
は
栃
木
と
群
馬
の
境
に
あ
る
が
近

く
に
似
た
よ
う
な
形
状
の
山
が
多
い
せ
い
か

目
立
た
な
い
。
深
田
先
生
は
古
く
か
ら
の
庚

申
山
経
由
の
１
泊
２
日
の
登
拝
コ
ー
ス
を

登
っ
て
い
る
が
、
最
近
は
、
裏
道
と
も
い
う

べ
き
不
動
沢
コ
ー
ス
が
よ
く
登
ら
れ
て
い

る
。
日
帰
り
で
き
て
か
ん
た
ん
な
せ
い
。
マ

イ
カ
ー
で
百
名
山
ハ
ン
ト
す
る
に
は
向
い
て

い
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
登
山
口
駐
車
場
（
皇

海
橋
）
ま
で
の
林
道
ド
ラ
イ
ブ
は
ダ
ー
ト
道

が
長
い
。
い
ち
ば
ん
の
核
心
だ
。
行
動
時
間

は
５
～
６
時
間
み
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
。
裏
道

で
は
大
き
な
展
望
は
な
く
山
頂
も
し
か
り
で

地
味
。

●
行
程　

不
動
沢
登
山
口
駐
車
場
｜
不
動
沢
の
コ
ル
｜

　

皇
海
山
｜
登
山
口
駐
車
場（
行
動
７
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

10
月
16
日
。

　

沼
田
の
イ
ン
タ
ー
を
出
て
国
道
１
２
０
号

を
行
く
。
山
登
り
や
ス
キ
ー
で
よ
く
利
用
す

る
道
だ
が
椎
坂
ト
ン
ネ
ル
が
で
き
て
ラ
ク
に

な
っ
た
。
吹
割
ノ
滝
の
先
で
国
道
と
分
か
れ

（
こ
の
滝
は
観
光
名
所
だ
が
一
見
の
価
値
あ

り
）、
利
根
信
用
金
庫
の
角
を
右
折
し
て
栗

原
川
林
道
へ
と
向
か
う
。
18
キ
ロ
ほ
ど
続
く

悪
路
。
紅
葉
風
景
は
素
晴
ら
し
い
が
、
ダ
ー

ト
部
分
が
多
く
パ
ン
ク
し
な
い
か
と
気
に
な

る
道
だ
。
自
家
用
車
で
進
入
す
る
の
は
覚
悟

が
い
る
だ
ろ
う
。

　

皇
海
橋
の
駐
車
場
に
は
10
台
ほ
ど
車
が
と

ま
っ
て
い
た
。
警
察
車
両
も
あ
る
。
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
が
飛
ん
で
い
る
。

　

不
動
沢
登
山
口
と
皇
海
橋
は
同
じ
と
こ

ろ
。
こ
こ
か
ら
皇
海
山
の
山
頂
ま
で
は
標
高

差
８
０
０
ｍ
ほ
ど
あ
る
。
林
道
か
ら
山
道
に

入
り
細
く
な
っ
た
不
動
沢
を
辿
る
。
な
ん
ど

か
沢
を
渡
る
が
赤
布
な
ど
の
目
印
が
あ
る
。

　

二
俣
を
過
ぎ
小
尾
根
に
と
り
つ
い
て
す
ぐ

稜
線
上
の
鞍
部
に
で
る
。
２
時
間
ほ
ど
西
面

の
暗
い
道
を
歩
い
た
わ
け
だ
。
不
動
沢
の
コ

●アドバイス　
・不動沢沿いを2時間ほどかけて稜線まで上
がる。増水時は避けたほうがよい。不動沢の
コルからの稜線道でとくだんに危険なところ
はない。
・庚申山経由の登拝コースは、銀山平から避
難小屋の庚申山荘に1泊して鋸山を経由して
往復する。オーソドックスなルートで山登り
としては面白いだろう。

●参考
・不動沢登山口へは、関越道沼田
IC から国道 120 号経由追貝で 1
時間半ほど。公共交通の場合、上
越新幹線上毛高原駅から関越交通
バスで老神温泉へ。タクシーで登
山口。
・立ち寄り湯は、老神温泉の湯元
華亭、道の駅白沢の望郷の湯がい
い。
取材　2008 年 10 月 16 日　　
メンバー　太郎　伊藤

日本百名山レポートガイド 22
皇海山
なんとも渋い山。

裏口の不動沢（皇海橋）から登るとラク

グレード　★
標高　2144m

稜線にでると鋸山が見える

山頂付近には信仰登山の証が散見される
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ミ
リ
ー
登
山
の
お
や
じ
さ
ん
が
「
も
う
歩
け

ね
え
。
ヘ
リ
呼
ん
で
く
れ
や
」
と
奥
さ
ん
や

こ
ど
も
を
困
ら
せ
て
い
た
。
木
道
で
、
す
り

切
れ
た
ぼ
く
の
オ
ー
バ
ー
パ
ン
ツ
を
見
て

「
転
ん
だ
ん
で
す
か
」
と
話
し
か
け
て
き
た

お
ば
さ
ん
が
い
た
。
山
ノ
鼻
で
ガ
イ
ド
の
H

さ
ん
と
連
れ
に
会
う
。
い
っ
し
ょ
に
鳩
待
峠

へ
戻
る
。
鎌
田
の
釜
飯
竹
屋
と
寄
居
山
温
泉

ほ
っ
こ
り
湯
に
行
く
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ル

　

尾
瀬
に
あ
る
ふ
た
つ
の
百
名
山
の
片
方
。

も
う
ひ
と
つ
の
燧
ヶ
岳
へ
は
尾
瀬
ヶ
原
を
縦

断
し
て
登
る
こ
と
も
で
き
る
。
２
峰
で
２
日

間
は
必
要
だ
。
日
本
有
数
の
景
勝
を
誇
る
尾

瀬
の
楽
し
い
山
登
り
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

至
仏
山
頂
か
ら
尾
瀬
ヶ
原
を
隔
て
て
見
る

燧
は
素
晴
ら
し
い
。
原
か
ら
見
上
げ
る
至
仏

の
ど
っ
し
り
と
し
た
偉
容
も
最
高
。

　

至
仏
山
へ
は
鳩
待
峠
の
駐
車
場
か
ら
直
線

で
３
㎞
ほ
ど
、
悪
沢
岳
を
経
由
し
て
大
回
り

す
る
の
で
沿
面
距
離
は
５
㎞
ほ
ど
に
な
る
。

緩
い
勾
配
の
登
り
が
続
く
。
最
短
の
コ
ー
ス

は
鳩
待
峠
か
ら
の
ピ
ス
ト
ン
で
４
～
５
時
間

ほ
ど
。
レ
ポ
ー
ト
は
、
鳩
待
峠
か
ら
至
仏
山

と
尾
瀬
ヶ
原
の
周
回
。

●
行
程　

鳩
待
峠
駐
車
場
｜
小
至
仏
山
｜
至
仏
山
｜
鳩

　

待
峠
（
行
動
６
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

11
月
４
日
。

　

お
と
と
い
Ｍ
さ
ん
と
至
仏
山
に
登
っ
た
が

悪
天
で
明
る
い
写
真
が
撮
れ
な
か
っ
た
。
再

撮
影
の
た
め
出
直
し
。
山
は
ま
だ
雲
が
厚
い

の
で
ゆ
っ
く
り
鳩
待
峠
に
あ
が
る
。
駐
車
場

は
ガ
ラ
ガ
ラ
だ
っ
た
。

　

９
時
こ
ろ
ス
タ
ー
ト
。
写
真
を
撮
り
な
が

ら
緩
い
傾
斜
で
登
っ
て
い
く
。
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
に
木
道
が
続
く
。
悪
沢
岳
は
巻
く
よ
う
に

し
て
か
ら
大
き
く
右
折
。
オ
ヤ
マ
沢
の
田
代

は
き
れ
い
な
高
層
湿
原
で
木
道
を
行
く
。

　

雲
が
流
れ
西
か
ら
青
空
が
広
が
り
だ
す
。

ヒ
バ
リ
が
さ
え
ず
り
、
姿
を
あ
ら
わ
し
た
。

ひ
と
登
り
し
て
小
至
仏
山
。
素
晴
ら
し
い
展

望
。
目
ざ
す
至
仏
山
が
す
ぐ
そ
こ
。

　

ひ
と
が
ん
ば
り
し
て
12
時
前
に
至
仏
山
頂

上
着
。
こ
の
こ
ろ
に
は
絶
好
の
天
気
に
な
っ

て
い
た
。
燧
と
尾
瀬
ヶ
原
が
き
れ
い
。
遠
く

に
平
ヶ
岳
が
見
え
る
。

　

シ
ー
ズ
ン
オ
フ
な
の
で
、
一
方
通
行
の
規

制
は
な
い
よ
う
だ
。
う
っ
す
ら
と
お
と
と
い

の
雪
が
残
っ
て
い
る
。山
ノ
鼻
に
下
る
。フ
ァ

●アドバイス　
・至仏山は、残雪期に登山道が閉鎖される。
植生保護のためで、例年ゴールデンウイーク
の後から6月末まで。この時期は入山できな
い。
・シーズン中は至仏山から山ノ鼻へ下ること
はできない（登りの一方通行）山ノ鼻までの
周回コースを選ぶのなら紹介コースとは逆回
りで、鳩待峠からまず山ノ鼻に下って至仏山
を登って戻るのがよい。
・燧ヶ岳とセットで登るのなら、尾瀬ヶ原の
山小屋に1泊して翌日燧ヶ岳に登って鳩待峠
に戻ってくることができる。燧ヶ岳の登り下
りは見晴新道が早い。

●参考
・鳩待峠駐車場へは、関越道沼田 IC から国道 120
号経由で 1 時間半ほど。5 月下旬〜 10 月中旬は
マイカー規制のため鳩待峠行バス連絡所（戸倉大
駐車場）からシャトルバスに乗り換える。公共交
通の場合、上越新幹線上毛高原駅から関越交通バ
スで戸倉へ。シャトルバスかタクシーで鳩待峠。
・鳩待峠と山ノ鼻、尾瀬ヶ原の竜宮、十字路に山
小屋がある。最寄の立ち寄り湯は鎌田の寄居山温
泉ほっこり湯か道の駅白沢の望郷の湯。
・至仏山は山スキー百名山のひとつ。春には全山
がまっ白になる。鳩待峠まで車で行けるようにな
る 4 月には山スキーヤーで混雑するほど。
取材　2007 年 11 月 4 日　　
メンバー　単独

日本百名山レポートガイド 23
至仏山

至仏山と尾瀬ヶ原を歩く楽しい１日。
一方通行に注意

グレード　★
標高　2228m

鳩待峠近くから見る至仏山と小至仏山尾瀬ヶ原からの至仏山

Part 1
Report  
Guide



66　　67　Part1 63 ピーク

　

山
頂
で
お
昼
に
し
、
１
時
過
ぎ
に
出
発
。

山
頂
か
ら
す
ぐ
の
黒
檜
大
神
社
か
ら
は
大
沼

と
地
蔵
岳
の
展
望
に
加
え
、
小
沼
が
よ
く
見

え
る
。
こ
こ
か
ら
は
階
段
状
の
山
道
を
い
っ

き
に
下
っ
て
い
く
。
大
タ
ル
ミ
の
鞍
部
か
ら

は
サ
サ
原
の
気
持
ち
い
い
尾
根
道
を
ゆ
る
や

か
に
登
る
。

　

駒
ヶ
岳
の
山
頂
か
ら
は
関
東
平
野
の
広
が

り
を
感
じ
る
展
望
が
気
持
ち
よ
い
。
山
頂
か

ら
少
し
尾
根
道
を
下
り
、
右
の
山
腹
に
続
く

鉄
階
段
を
い
っ
き
に
下
っ
て
い
く
。

　

う
っ
す
ら
と
色
づ
き
は
じ
め
た
ミ
ズ
ナ
ラ

の
森
の
木
も
れ
日
が
き
れ
い
。
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
、
真
っ
赤
に
色
づ
い
た
ム
シ
カ
リ
な
ど
の

葉
が
風
に
揺
れ
て
い
る
。
駒
ヶ
岳
登
山
口
に

は
３
時
少
し
前
に
下
山
。

　

一
度
車
道
を
歩
き
、
途
中
か
ら
覚
満
淵
へ

と
足
を
運
ぶ
。
ミ
ニ
尾
瀬
と
も
呼
ば
れ
る
き

れ
い
な
湿
原
。
草
紅
葉
や
ス
ス
キ
に
日
が
射

し
込
む
と
黄
金
色
に
輝
く
。
３
時
半
に
駐
車

場
に
戻
る
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ル

　

関
越
道
の
渋
川
あ
た
り
か
ら
東
に
坊
主
頭

の
ピ
ー
ク
が
並
ぶ
山
が
見
え
る
。赤
城
山
だ
。

里
か
ら
よ
く
見
え
る
形
の
い
い
山
。
赤
城
山

と
い
う
ピ
ー
ク
は
な
く
、黒
檜
山
が
最
高
峰
。

火
山
湖
の
大
沼
湖
畔
に
車
を
置
い
て
往
復
す

る
の
が
早
い
。
標
高
差
は
５
０
０
m
も
な
い

ハ
イ
キ
ン
グ
だ
。
大
沼
は
カ
ル
デ
ラ
湖
、
主

稜
線
は
火
口
外
輪
山
に
あ
た
る
。
地
形
が
面

白
い
山
だ
。

　

せ
っ
か
く
主
稜
線
に
上
が
っ
た
の
だ
か
ら

南
へ
駒
ヶ
岳
ま
で
歩
い
て
、
覚
満
淵
を
見
て

か
ら
車
に
戻
る
こ
と
に
し
よ
う
。

●
行
程　

赤
城
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
（
大
沼
畔
）
｜
黒

　

檜
山
登
山
口
｜
駒
ヶ
岳
｜
覚
満
淵
｜
ビ
ジ

　

タ
ー
セ
ン
タ
ー
（
行
動
５
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

10
月
12
日
。

　

早
朝
ス
タ
ー
ト
で
関
越
道
水
上
Ｉ
Ｃ
へ
。

谷
川
岳
登
山
の
つ
も
り
だ
が
ど
う
か
。
山
道

に
入
り
車
を
走
ら
せ
る
に
つ
れ
、
雲
が
重
く

立
ち
こ
め
て
く
る
。
一
ノ
倉
沢
出
合
ま
で
走

る
。
と
う
と
う
霧
雨
が
降
り
出
す
。
な
ん
だ

か
南
の
空
は
明
る
い
。
予
定
を
変
え
て
赤
城

山
へ
向
か
う
こ
と
に
す
る
。

　

10
時
、
赤
城
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
着
。

す
ぐ
に
出
発
。
車
道
を
歩
き
赤
城
神
社
を
参

拝
。
そ
の
先
の
黒
檜
山
登
山
口
に
到
着
。

　

い
き
な
り
の
急
登
だ
が
、
20
分
ほ
ど
で
猫

岩
に
到
着
。
眼
下
に
大
沼
と
赤
城
神
社
、
眼

前
に
は
駒
ヶ
岳
か
ら
長
七
郎
山
、
地
蔵
岳
と

続
く
外
輪
山
が
見
渡
せ
る
。
こ
こ
か
ら
広
葉

樹
に
包
ま
れ
た
気
持
ち
よ
い
尾
根
道
を
登
っ

て
い
く
。

　

１
時
間
半
ほ
ど
で
黒
檜
山
に
到
着
。
寒
気

が
入
り
込
ん
で
い
る
よ
う
で
か
な
り
寒
い
。

け
っ
こ
う
風
も
あ
り
、
体
感
気
温
は
５
～

６
℃
と
い
っ
た
感
じ
だ
。

　

山
頂
か
ら
は
、
樹
間
に
上
州
武
尊
や
尾
瀬

燧
ヶ
岳
、
日
光
白
根
山
、
皇
海
山
、
男
体
山

な
ど
の
日
本
百
名
山
が
見
渡
せ
る
。

●参考
・赤城山大沼へは関越道駒寄ス
マート IC から上毛パノラマ街道
で 1 時間。公共交通では両毛線
前橋駅から関越交通バスの便があ
る。
・山中に山小屋はない。立ち寄り
温泉施設は赤城山南麓に見晴らし
の湯ふれあい館、あいのやまの湯、
北橘温泉ばんどうの湯があり、ど
れもおすすめ。
取材　2007 年 10 月 12 日　　
メンバー　伊藤　松倉記

日本百名山レポートガイド 24
赤城山

最高峰の黒檜山へは２時間のハイキング。
ひとまわりして駐車場に戻る

グレード　★
標高　1828m

黒檜山から見る地蔵岳、長七郎山、大沼（３月）にぎやかな積雪期の黒檜山頂（３月）

●アドバイス　
・とくだんに危険なところはないが火
山らしい起伏があって黒檜山の登り、
駒ヶ岳の下りは急。
・赤城山は雪山登山入門の山として人
気がある。正月ころはアイゼンやス
ノーシューで登る登山者でにぎわう。
・近辺の百名山としては、武尊山、至
仏山、皇海山、谷川岳などがある。浅
間山（黒斑山）も遠くない。東京圏の
人なら週末日帰りでコツコツとコレク
ションを増やせるだろう。
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い
の
写
真
家
が
前
後
に
三
々
五
々
。

　

ト
ー
ミ
の
頭
ま
で
は
急
な
岩
場
を
行
く
。

の
ん
び
り
登
っ
た
の
で
昼
に
頂
上
。
細
い
外

輪
山
に
あ
る
山
頂
な
の
で
せ
ま
い
。
天
気

は
極
上
。
富
士
山
か
ら
北
ア
ル
プ
ス
、
妙

高
、火
打
な
ど
３
６
０
度
ク
リ
ア
に
見
え
る
。

う
っ
す
ら
と
雪
化
粧
し
た
浅
間
山
の
い
い
映

像
が
撮
れ
た
。初
冬
な
ら
で
は
の
被
写
体
だ
。

　

下
り
は
中
道
コ
ー
ス
を
下
っ
て
２
時
過
ぎ

に
駐
車
場
。
高
峰
高
原
ホ
テ
ル
の
展
望
風
呂

は
お
す
す
め
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ル

　

軽
井
沢
や
小
諸
か
ら
仰
ぐ
浅
間
山
は
い
く

つ
か
の
ピ
ー
ク
を
並
べ
て
優
美
な
姿
を
見
せ

て
い
る
が
、
山
頂
か
ら
の
不
吉
な
噴
煙
は
い

つ
も
の
こ
と
。

　

２
５
６
８
ｍ
の
中
央
峰
は
登
山
規
制
が
し

か
れ
て
い
る
の
で
か
わ
り
に
黒
斑
山
に
登
る

の
が
ふ
つ
う
だ
。
名
前
は
異
な
る
が
中
央
峰

の
外
輪
山
な
の
で
浅
間
山
に
ま
ち
が
い
な

い
。
レ
ポ
ー
ト
の
よ
う
に
車
坂
峠
か
ら
わ
ず

か
な
行
程
で
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
標
高

差
４
０
０
ｍ
ほ
ど
な
の
で
登
り
は
２
時
間
前

後
。黒
斑
山
か
ら
眼
の
前
に
す
る
浅
間
山（
中

央
火
口
丘
）
は
迫
力
が
あ
る
。

　

火
山
活
動
に
よ
る
規
制
が
緩
ん
で
い
る
と

き
は
、
南
側
の
浅
間
山
荘
か
ら
カ
ル
デ
ラ
内

の
湯
ノ
平
に
進
入
し
て
前
掛
山
ま
で
登
る
こ

と
が
で
き
る
。
マ
ス
ク
も
必
要
な
ス
リ
ル
の

あ
る
山
登
り
に
な
る
。

●
行
程　

車
坂
峠
駐
車
場
｜
ト
ー
ミ
の
頭
｜
黒
斑
山
｜

　

車
坂
峠
（
行
動
５
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

11
月
14
日
。

　

夜
明
け
前
に
T
さ
ん
の
車
で
出
発
。
犬
も

連
れ
て
い
こ
う
。
中
央
道
須
玉
Ｉ
Ｃ
か
ら
佐

久
へ
。
清
里
と
野
辺
山
で
朝
日
に
輝
く
八
ヶ

岳
、こ
れ
か
ら
向
か
う
浅
間
山
を
激
写
。い
っ

た
ん
千
曲
川
ま
で
下
り
小
諸
か
ら
高
峰
高
原

へ
。
く
ね
く
ね
道
を
上
が
っ
て
車
坂
峠
の
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
。大
き
な
駐
車
場
が
あ
る
。

　

な
ん
と
も
景
色
の
い
い
峠
で
千
曲
川
を
眼

下
に
八
ヶ
岳
や
北
ア
ル
プ
ス
が
す
ば
ら
し

い
、が
気
温
は
０
℃
以
下
、寒
い
と
こ
ろ
だ
。

　

９
時
に
ス
タ
ー
ト
。
表
尾
根
コ
ー
ス
を
辿

る
。
カ
ラ
マ
ツ
の
林
を
抜
け
て
雑
木
の
森
を

上
が
る
。背
の
低
い
針
葉
樹
の
林
を
登
っ
て
、

赤
ゾ
レ
の
頭
。
登
る
ほ
ど
に
見
晴
ら
し
が
よ

く
な
る
。

　

お
目
当
て
の
浅
間
山
本
峰
が
現
れ
る
。
初

雪
の
こ
ろ
の
た
て
縞
模
様
を
撮
る
の
が
今
回

の
目
的
。
ち
ょ
う
ど
い
い
感
じ
だ
。
同
じ
狙

●アドバイス　
・車坂峠は高峰高原のスキー場（アサマ
2000）とおなじところ。トーミの頭まで並
行する2本のルート（表尾根コースと中道
コース）があるので周回することができる。
急登してトーミの頭に達したあとは細い外輪
山稜線を行く。山頂は狭くて混雑する。
・南面の浅間山荘（民宿）前の登山者駐車場
から火山館（避難シェルターのある小さなビ
ジターセンター）経由湯ノ平さらに黒斑山に
登ることもできる。前掛山も同様。
・前掛山は標高2524mで火口を見下ろすこ
とができほぼ山頂といえる。登ることができ
るのは警戒レベル１のときのみ。

●参考
・車坂峠のビジターセンター駐車
場までは上信越道小諸 IC から 40
分ほど。北陸新幹線佐久平駅から
JR バスがあるが日に 2 本ほど。
・車坂峠の高峰高原ビジターセン
ターに大きな駐車場がある。とな
りの高峰高原ホテルでは立ち寄り
湯ができる。スキー場上部にある
高峰温泉（ロッジ）もよい。
取材　2007 年 11 月 14 日　
メンバー　高城　太郎　伊藤記

日本百名山レポートガイド 25
浅間山（黒斑山）

車坂峠からわずかなハイキング。
初冬のころの浅間山はきれい

グレード　★
標高　2568m

黒斑山から見た浅間山本峰（11 月）

湯ノ平上から見た浅間山本峰（8 月）
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奇
岩
巨
石
群
が
現
れ
て
こ
れ
も
な
か
な
か
見

も
の
。
風
が
出
て
き
た
が
日
照
の
あ
る
う
ち

に
下
山
。
３
時
に
終
了
。

　

他
用
の
つ
い
で
だ
っ
た
が
、
機
会
が
あ
れ

ば
と
思
っ
て
い
た
山
に
立
つ
こ
と
が
で
き

た
。
日
本
百
名
山
を
ひ
と
つ
ふ
や
し
た
こ
と

に
な
る
。
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
で
筑
波
山

が
ど
ん
な
と
こ
ろ
か
よ
く
わ
か
っ
た
。
山
頂

に
立
た
ず
山
は
語
れ
な
い
。

　

筑
波
学
園
都
市
を
抜
け
て
谷
田
部
Ｉ
Ｃ
か

ら
帰
京
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ル

　

万
葉
の
時
代
か
ら
注
目
さ
れ
た
山
だ
と
い

う
。
平
野
に
あ
る
の
で
周
囲
か
ら
は
よ
く
目

立
つ
が
高
さ
は
な
い
。
植
生
は
豊
か
で
変
化

に
富
ん
だ
山
容
を
も
つ
。

　

ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
も
あ
り
登
山
と
し
て
は
か

ん
た
ん
で
、
深
田
百
名
山
の
な
か
で
は
が
っ

か
り
名
山
の
ひ
と
つ
。
と
は
い
え
こ
の
山
が

大
好
き
だ
と
い
う
人
も
い
る
。

　

男
体
山
と
女
体
山
の
二
つ
の
ピ
ー
ク
を
も

つ
双
子
山
で
縦
走
は
30
分
ほ
ど
。

●
行
程　

筑
波
山
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
（
つ
つ
じ
ヶ
丘
）
｜

　

女
体
山
｜
男
体
山
｜
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
（
行

　

動
３
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

９
月
30
日
。

　

前
日
に
近
く
の
加
波
山
を
ハ
イ
キ
ン
グ
し

た
。
今
日
は
筑
波
山
へ
初
見
参
。
筑
波
ス
カ

イ
ラ
イ
ン
を
ド
ラ
イ
ブ
し
て
風
返
峠
。
あ
れ

が
霞
ヶ
浦
か
こ
れ
が
関
東
平
野
か
、
と
見
晴

ら
し
が
い
い
と
こ
ろ
。

　

正
面
に
形
の
よ
い
山
が
見
え
る
。
二
つ
の

耳
を
も
つ
筑
波
山
で
あ
る
。
よ
い
天
気
だ
が

雲
の
流
れ
が
速
い
。
台
風
接
近
中
と
あ
っ
て

夕
方
か
ら
は
荒
れ
る
ら
し
い
。
つ
つ
じ
ヶ
丘

の
筑
波
山
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
駅
は
観
光
地
そ
の

も
の
。

　

あ
る
も
の
は
利
用
し
よ
う
と
ロ
ー
プ
ウ

エ
ー
に
乗
り
込
む
。
山
頂
駅
は
女
体
山
直
下

で
、
す
ぐ
に
標
高
８
７
７
ｍ
の
最
高
峰
ピ
ー

ク
、
１
時
。
槍
ヶ
岳
に
も
負
け
な
い
岩
峰
と

展
望
だ
っ
た
。
ま
わ
り
を
見
る
と
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
や
こ
ど
も
た
ち
の
遠
足
が
多
い
よ
う

だ
。
カ
ッ
プ
ル
も
い
て
デ
ー
ト
す
る
に
は
向

い
て
い
る
山
か
も
し
れ
な
い
。

　

男
体
山
へ
縦
走
す
る
。
日
曜
と
あ
っ
て
人

出
が
あ
る
が
台
風
間
近
だ
か
ら
こ
れ
で
も
少

な
い
方
な
ん
だ
ろ
う
。
ど
ち
ら
の
山
頂
に
も

立
派
な
社
が
あ
っ
て
神
主
さ
ん
が
い
た
。

　

再
び
女
体
山
に
戻
っ
て
下
山
路
を
下
る
。

石
仏
や
古
跡
が
あ
っ
て
楽
し
い
。
花
崗
岩
の

●アドバイス　
・つつじヶ丘の駐車場からロープウエーを利
用せずに女体山に登頂すると歩きがいがあ
る。公共交通利用なら、男体山から筑波山神
社に下るとよい。逆ルートも可。筑波山神社
側が表参道である。
・近隣の遠足山になっているので休日、祭日
をさけるのがよい。冬でも登れる山で、雪の
降ったあとは人気がある。

●参考
・筑波山ロープウエーつつじヶ丘
駅へは、常磐道土浦北 IC から筑
波スカイライン経由。公共交通は、
常磐線土浦駅から関東鉄道バスで
筑波駅経由つつじヶ丘、または筑
波山神社。
・立ち寄り湯は、筑波山温泉つく
ば湯があるが料金が高い。温泉な
し県のせいだろうか。
取材　2012 年 09 月 30 日　　
メンバー　単独

日本百名山レポートガイド 26
筑波山

雪の富士、紫のつくば。
百名山最低標高の山で乗り物登山も可

グレード　★
標高　877m

風返峠からの筑波山

奇岩と大岩が続くロープウエー沿いの道
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越
え
て
丹
沢
主
脈
を
北
上
す
る
。
振
り
返
る

と
塔
ノ
岳
の
尖
っ
た
ピ
ー
ク
と
山
頂
の
建
物

が
見
え
る
。

　

サ
サ
原
の
気
持
ち
の
よ
い
道
を
進
み
日
高

の
ピ
ー
ク
。
前
方
に
丸
い
帽
子
の
よ
う
な
丹

沢
山
の
ピ
ー
ク
が
見
え
る
。
山
頂
の
小
屋
も

わ
か
る
。
木
道
の
敷
か
れ
た
サ
サ
原
を
行
き

少
し
登
る
と
竜
ヶ
馬
場
。
展
望
が
よ
い
草
原

で
東
に
大
山
、
少
し
移
動
す
る
と
檜
洞
丸
、

大
室
山
、
富
士
山
な
ど
が
見
え
る
。

　

竜
ヶ
馬
場
か
ら
は
わ
ず
か
な
登
り
で
丹
沢

山
山
頂
。
山
頂
は
広
い
が
ま
わ
り
に
木
々
が

あ
っ
て
大
き
な
展
望
は
な
い
。
西
側
に
あ
る

最
高
地
点
か
ら
棚
沢
ノ
頭
、
蛭
ヶ
岳
な
ど
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
山
頂
の
み
や
ま
山
荘

は
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
て
い
て
こ
ぎ
れ
い
。

　

塔
ノ
岳
か
ら
丹
沢
山
往
復
で
３
時
間
か

か
っ
た
。
大
倉
尾
根
の
下
り
で
は
膝
が
痛
く

な
っ
て
ピ
ッ
チ
が
上
が
ら
ず
、
結
局
５
時
半

帰
着
。
９
時
間
超
え

の
行
動
に
な
っ
た
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ル

　

東
京
の
西
端
に
広
が
る
山
系
で
市
民
の
ハ

イ
キ
ン
グ
山
。
軽
重
の
尾
根
歩
き
、
沢
登
り

と
ル
ー
ト
が
縦
横
し
て
い
て
内
容
は
濃
い
。

丹
沢
山
は
ほ
ぼ
中
心
に
あ
り
四
方
か
ら
登
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

日
帰
り
最
短
コ
ー
ス
は
東
の
塩
水
橋
か
ら

往
復
す
る
の
が
早
い
。
こ
こ
で
は
丹
沢
の
表

玄
関
、
大
倉
か
ら
塔
ノ
岳
を
経
由
し
て
往
復

す
る
。
丹
沢
の
大
き
さ
が
わ
か
る
長
い
１
日

に
な
る
だ
ろ
う
。
み
や
ま
山
荘
、
尊
仏
山
荘

な
ど
小
屋
が
あ
る
の
で
１
泊
す
る
の
も
可
。

ル
ー
ト
上
に
危
険
な
場
所
は
な
い
。

●
行
程　

大
倉
｜
塔
ノ
岳
｜
丹
沢
山
｜
大
倉
（
行
動
10

　

時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

４
月
25
日
。

　

丹
沢
山
は
去
年
犬
と
秋
に
登
っ
た
。
東
の

塩
水
橋
か
ら
で
、
聞
い
た
話
ど
お
り
空
い
て

い
て
ラ
ク
な
行
程
だ
っ
た
。
と
く
に
東
尾
根

の
雑
木
林
は
き
れ
い
。
蛭
ヶ
岳
の
北
尾
根
と

と
も
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

　

今
回
は
南
の
メ
イ
ン
登
山
口
の
大
倉
か

ら
。
塔
ノ
岳
は
大
昔
に
登
っ
た
は
ず
だ
が
大

倉
尾
根
も
山
頂
も
記
憶
が
な
い
。

　

大
倉
の
駐
車
場
は
８
時
オ
ー
プ
ン
な
の

で
、
車
を
入
れ
て
す
ぐ
ス
タ
ー
ト
。
登
山
道

に
入
る
と
い
き
な
り
深
山
の
雰
囲
気
に
な

る
。
歩
き
や
す
い
道
が
続
い
て
い
る
。
大
倉

尾
根
に
上
が
る
と
あ
と
は
延
々
と
こ
れ
を
辿

る
。
展
望
も
あ
り
、
山
小
屋
も
あ
ら
わ
れ
て

変
化
が
あ
る
。

　

花
立
山
荘
の
前
は
好
展
望
台
。
こ
こ
ま
で

で
１
０
０
０
ｍ
ほ
ど
登
っ
た
こ
と
に
な
る
。

塔
ノ
岳
ま
で
あ
と
２
０
０
ｍ
ほ
ど
。
崩
壊
地

の
ザ
レ
場
で
い
っ
た
ん
下
り
、
鍋
割
山
か
ら

の
道
を
合
わ
せ
る
。
細
く
な
っ
た
尾
根
を
登

り
き
る
と
広
い
山
頂
広
場
着
。
12
時
。
尊
仏

山
荘
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
向
か
う
丹
沢
山
、

そ
の
先
の
蛭
ヶ
岳
が
確
認
で
き
る
。

　

山
頂
か
ら
い
っ
た
ん
下
り
小
さ
な
コ
ブ
を

●アドバイス　
・丹沢山は近隣の遠足山なので休日、祭日をさけるのがよい。
・丹沢山最短の塩水橋コースはマイカーが便利。清川村宮ヶ
瀬から神奈川県道70号利用。駐車場はせまい。
・丹沢最高峰の蛭ヶ岳は丹沢山のさらに1時間ほど北西にあ
る。蛭ヶ岳登頂を目ざすのなら1泊が必要。蛭ヶ岳往復だ
けなら道志側の青根からのルートがよい（マイカー登山向
き）。公共交通利用なら大倉から青根まで南北縦断ができる。

●参考
・丹沢山塊の最高峰は蛭ヶ岳だが、日本百名
山では丹沢山となっている。深田氏は丹沢の
いくつものピークの代表として丹沢山を選ん
だ、と書いている。
・大倉駐車場へは、東名高速秦野中井 IC
から 30 分ほど。りっぱな有料駐車場が
ある。公共交通は、小田急線渋沢駅から
神奈中バスの便がある。
・立ち寄り湯は、湯花楽秦野。スーパー
銭湯である。温泉は少し離れているが秦
野温泉さざんか、弘法の里湯。
取材　2016 年 4 月 25 日　　　
メンバー　単独

日本百名山レポートガイド 27
丹沢山

丹沢山は標高 1567m、最高峰は蛭ヶ岳で 1673m。
丹沢名物大山詣でよしとする人もいる

グレード　★
標高　1673m（蛭ヶ岳）

塔ノ岳近くから望む丸帽子の丹沢山蛭ヶ岳山頂からの富士山
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つ
三
つ
と
起
伏
を
行
く
。
も
う
す
ぐ
か
な
、

と
急
坂
を
登
っ
た
と
こ
ろ
が
万
三
郎
岳
山

頂
。
12
時
。
ア
セ
ビ
に
囲
ま
れ
て
い
る
が
木

の
間
越
し
に
四
方
が
見
え
る
。

　

山
頂
西
側
は
美
し
い
ブ
ナ
森
に
な
っ
て
い

て
葉
っ
ぱ
が
黄
色
く
な
っ
て
い
る
。
北
面
に

下
り
、
涸
沢
分
岐
か
ら
周
回
路
（
シ
ャ
ク
ナ

ゲ
コ
ー
ス
）
で
山
腹
を
ト
ラ
バ
ー
ス
す
る
。

曲
折
し
て
い
て
長
く
感
じ
る
と
こ
ろ
だ
。

　

駐
車
場
に
３
時
こ
ろ
戻
る
。
４
時
間
コ
ー

ス
と
聞
い
て
い
た
が
、
７
時
間
以
上
か
か
っ

た
。
シ
カ
に
数
回
対
面
し
た
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ル

　

天
城
連
山
は
伊
豆
半
島
の
い
ち
ば
ん
高
い

山
脈
で
古
い
火
山
群
。
東
西
に
長
く
半
島
の

南
北
を
わ
け
る
壁
に
な
っ
て
い
る
。
天
城
越

え
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
海
風
の
た
め
照
葉

の
樹
木
・
植
物
が
豊
か
で
山
好
き
に
は
新
鮮

に
う
つ
る
。

　

最
高
峰
は
天
城
万
三
郎
岳
。
東
西
に
縦
走

す
る
の
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
だ
が
、
自
動
車
利

用
登
山
で
は
、万
三
郎
岳
往
復
登
山
が
手
軽
。

登
山
者
駐
車
場
か
ら
万
三
郎
岳
の
標
高
差
は

５
０
０
ｍ
も
な
い
が
周
回
ル
ー
ト
を
選
ぶ
と

８
㎞
ほ
ど
の
行
程
に
な
る
。

●
行
程　

万
二
郎
登
山
者
駐
車
場
｜
万
二
郎
岳
｜
万
三

　

郎
岳
｜
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
コ
ー
ス
｜
登
山
者
駐

　

車
場
（
行
動
６
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

10
月
21
日
。

　

小
田
原
厚
木
道
か
ら
箱
根
新
道
経
由
伊
豆

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
へ
。
左
右
の
海
を
見
下
ろ
す

観
光
ド
ラ
イ
ブ
の
終
点
が
天
城
高
原
Ｉ
Ｃ
。

そ
こ
か
ら
15
分
ほ
ど
で
高
原
ゴ
ル
フ
場
横
の

万
二
郎
岳
登
山
者
駐
車
場
。
シ
カ
が
ゆ
っ
く

り
道
を
横
断
し
て
い
る
。

　

７
時
半
ス
タ
ー
ト
。
ゴ
ル
フ
場
の
脇
、
ア

セ
ビ
と
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
の
森
を
行
く
。
海
に
近

く
暖
か
い
せ
い
か
北
の
山
と
は
雰
囲
気
が
ず

い
ぶ
ん
異
な
る
。
秋
山
な
の
に
紅
葉
、
黄
葉

は
な
い
。

　

い
っ
た
ん
下
り
、
沢
伝
い
に
緩
い
勾
配
で

登
っ
て
い
く
。
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
だ
け
の
森
が
現

れ
る
。
ま
た
シ
カ
の
群
れ
。
足
下
の
草
木
も

明
る
く
輝
い
て
い
る
よ
う
だ
。

　

灌
木
帯
の
急
坂
を
ひ
と
登
り
す
る
と
海
を

見
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
る
。
東
海
岸
の
海
だ

か
ら
相
模
湾
。
ジ
グ
ザ
グ
数
回
で
万
二
郎
岳

へ
。
10
時
。
紅
葉
が
ぼ
ち
ぼ
ち
始
ま
っ
て
い

る
。
富
士
山
が
見
え
た
。

　

万
二
郎
岳
か
ら
は
、
万
三
郎
岳
ま
で
稜
線

縦
走
で
照
葉
樹
の
明
る
い
森
を
行
く
。
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
や
ア
セ
ビ
の
ト
ン
ネ
ル
が
あ
っ
て
二

●アドバイス　
・レポートの天城万三郎岳周回コースは冬季でも
歩くことができる。積雪はほとんどなく人気があ
る。小さな岩場もあるがとくに危険なところはな
い。山中に利用できる避難小屋はない。
・天城万三郎岳から稜線縦走して八丁池経由天城
峠まではたっぷりの1日コースで充実している。
天城峠は国道414号沿いに登山者駐車場がある。

●参考
・万二郎登山者駐車場へは、伊豆スカ
イライン天城高原ICから15分ほど。
りっぱな無料駐車場がある。公共交
通は、伊東線伊東駅からタクシー利
用。
・伊東温泉には共同浴場が多い。湯川
弁天の湯、松原大黒天の湯など七福
神にちなんだ名称の湯。利用料金は
格安。また伊東温泉の旅館やホテル
は立ち寄り湯対応のところが多い。
取材　2007年10月21日　　　
メンバー　太郎　伊藤記

日本百名山レポートガイド 28
天城山

最高峰の天城万三郎岳を周回する
ちょうどいいワンデイルート

グレード　★
標高　1406m

登山者駐車場から天城万三郎

万二郎岳近くから天城万三郎を見る

アセビのトンネル
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急
登
が
続
く
。
よ
う
や
く
傾
斜
が
落
ち
て
山

頂
部
。
数
人
の
登
山
者
と
す
れ
ち
が
う
。

　

高
妻
山
到
着
、
12
時
45
分
。
い
つ
だ
っ
た

か
ス
キ
ー
で
登
っ
た
乙
妻
山
が
す
ぐ
そ
こ
に

見
え
る
。山
頂
に
は
一
人
し
か
い
な
か
っ
た
。

　

下
り
は
早
い
。五
地
蔵
ま
で
１
時
間
、ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
水
が
な
く
な
る
。
雷
が
鳴
り
出

し
て
ひ
や
ひ
や
。
夕
立
に
は
な
ら
ず
。
氷
清

水
で
水
分
補
給
。
こ
の
水
は
ほ
ん
と
う
に
冷

た
い
。
４
時
前
に
キ
ャ
ン
プ
場
。
暑
い
日
の

行
動
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
な
っ
た
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ル

　

黒
姫
山
の
と
な
り
に
あ
る
が
、
戸
隠
連
山

の
つ
な
が
り
で
、
そ
の
最
高
峰
。
標
高
が
高

い
の
に
麓
か
ら
は
見
え
に
く
く
孤
高
の
雰
囲

気
を
保
っ
て
い
る
。

　

登
山
道
は
稜
線
伝
い
に
１
本
あ
る
だ
け
、

登
山
口
は
戸
隠
牧
場
。
牧
場
を
過
ぎ
、
急
坂

で
稜
線
に
上
が
り
、
あ
と
は
ひ
た
す
ら
急
な

尾
根
道
を
行
く
。
山
頂
直
下
の
ハ
イ
マ
ツ

の
ト
ン
ネ
ル
は
も
う
れ
つ
に
急
。
標
高
差

１
２
０
０
m
で
直
線
距
離
５
㎞
ほ
ど
だ
か
ら

勾
配
の
き
つ
い
山
で
あ
る
。

●
行
程　

戸
隠
牧
場
｜
五
地
蔵
山
｜
高
妻
山
｜
戸
隠
牧

　

場
（
行
動
９
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

８
月
９
日
。

　

前
日
午
後
東
京
ス
タ
ー
ト
、
小
諸
Ｉ
Ｃ
か

ら
下
道
、
小
諸
あ
ぐ
り
の
湯
に
寄
っ
て
菅
平

高
原
を
こ
え
て
小
布
施
道
の
駅
で
車
泊
。
戸

隠
キ
ャ
ン
プ
場
登
山
者
駐
車
場
に
６
時
着
。

キ
ャ
ン
プ
場
は
こ
ど
も
た
ち
で
お
お
に
ぎ
わ

い
だ
。

　

７
時
出
発
。
朝
日
の
な
か
、
馬
や
ヒ
ツ
ジ

が
遊
ぶ
絵
の
よ
う
な
牧
場
を
抜
け
て
行
く
。

大
洞
沢
沿
い
に
進
み
小
さ
な
涸
れ
滝
を
越

え
、幅
広
の
涸
れ
滝（
帯
滝
）を
ト
ラ
バ
ー
ス
。

　

も
う
れ
つ
に
急
な
雑
木
森
を
登
っ
て
戸
隠

の
主
尾
根
に
で
る
。
一
不
動
避
難
小
屋
が
あ

る
。
直
下
の
氷
清
水
で
水
を
補
給
す
る
の
を

忘
れ
た
。

　

灌
木
の
尾
根
道
を
行
く
よ
う
に
な
る
。
右

眼
下
に
牧
場
、
行
く
手
左
に
高
妻
山
が
そ
び

え
て
い
る
。
人
通
り
は
少
な
い
。
と
き
ど
き

谷
か
ら
吹
き
上
げ
る
風
が
涼
し
い
が
尾
根
道

は
暑
い
。

　

五
地
蔵
１
９
９
８
ｍ
か
ら
は
黒
姫
、妙
高
、

焼
山
な
ど
頸
城
の
山
が
よ
く
見
え
る
。
小

ピ
ー
ク
の
頭
に
は
そ
れ
ぞ
れ
仏
さ
ま
が
い
る

よ
う
だ
。
数
え
な
が
ら
登
る
。

　

サ
サ
と
灌
木
の
ブ
ッ
シ
ュ
か
ら
ハ
イ
マ
ツ

帯
に
変
化
し
、
枝
を
つ
か
ん
で
登
る
よ
う
な

●アドバイス　
・主尾根では、一不動のあとは二釈迦、三文殊と
小ピークが続き五地蔵山を経て十阿弥陀ピークの
少し先が高妻山山頂となる。
・一不動から五地蔵山までは細尾根を登る。右側
が切れているので注意。山頂に近づくほどに胸突
きの急坂となる。九勢至からはひとがんばり。下
りもササや木の根が露出していて滑りやすいので
注意。
・一不動避難小屋を利用する人もいるようだ。

●参考
・戸隠牧場駐車場へは、上信越道信濃町IC
から約30分。または長野ICから戸隠バー
ドライン経由。最寄駅は北陸新幹線長野駅。
川中島バス1時間で戸隠キャンプ場。
・コース上の山小屋は一不動避難小屋。立
ち寄り湯は戸隠エリアの戸隠神告げ温泉
湯行館が有名。
取材　2012年8月9日　　
メンバー　単独

日本百名山レポートガイド 29
高妻山

登山道はひとつだけで戸隠牧場からピストン。
ハードだが日帰りがふつう。水切れ注意

グレード　★★
標高　2353m

山田牧場から見る高妻山（２月）一不動近くから見る高妻山
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達
成
し
た
と
い
う
。
70
歳
だ
と
い
う
が
10
歳

は
若
く
見
え
る
。
ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン
か
ら
分

か
れ
て
大
河
原
峠
の
駐
車
場
へ
。

　

10
時
半
ス
タ
ー
ト
。
Ａ
さ
ん
は
ス
タ
ス
タ

と
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
峠
か
ら
蓼
科
山
頂
ま

で
は
３
㎞
ほ
ど
高
差
は
５
０
０
ｍ
な
い
。

　

北
八
ツ
ら
し
い
タ
ン
ネ
の
森
を
上
が
る
。

前
掛
山
か
ら
木
の
間
越
し
に
蓼
科
山
が
見
え

る
。
少
し
下
っ
て
将
軍
平
。
小
さ
な
高
層
湿

原
だ
。
そ
の
先
に
蓼
科
山
荘
。
ハ
イ
カ
ー
で

に
ぎ
や
か
な
と
こ
ろ
。
小
屋
か
ら
山
頂
ま
で

は
か
な
り
の
急
登
で
、
大
岩
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し

た
歩
き
に
く
い
道
を
行
く
。
す
ぐ
に
山
頂
小

屋
の
前
に
出
る
。
12
時
15
分
。

　

蓼
科
山
頂
は
、
巨
岩
が
累
々
と
し
た
広
大

な
空
間
で
、
灌
木
が
少
々
。
不
思
議
な
光
景

だ
が
こ
れ
は
噴
火
口
の
跡
に
ち
が
い
な
い
。

Ａ
さ
ん
と
ま
た
会
う
。
こ
れ
か
ら
竜
源
橋
バ

ス
停
に
下
り
甲
府
か
ら
夜
行
バ
ス
で
帰
阪
と

い
う
。
下
山
は
往
路
を
戻
り
４
時
前
に
大
河

原
峠
着
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ル

　

諏
訪
地
方
に
あ
る
優
美
な
高
原
と
女
神
の

山
。
２
山
と
も
ハ
イ
キ
ン
グ
の
山
で
あ
る
。

　

霧
ヶ
峰
高
原
の
起
伏
の
う
ち
い
ち
ば
ん
高

い
の
が
車
山
、
白
樺
湖
を
は
さ
ん
で
そ
び
え

る
の
が
八
ヶ
岳
連
峰
最
北
の
蓼
科
山
。
車
で

行
け
ば
１
日
で
２
山
を
巡
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。
お
急
ぎ
で
な
け
れ
ば
山
の
宿
で
１

泊
す
る
の
が
い
い
。

　

レ
ポ
ー
ト
は
、
霧
ヶ
峰
高
原
を
散
策
し
て

か
ら
大
河
原
峠
へ
移
動
、
蓼
科
山
の
最
短

コ
ー
ス
を
ピ
ス
ト
ン
し
て
い
る
。

●
行
程　

霧
ヶ
峰　

車
山
肩
駐
車
場
｜
車
山
｜
車
山

　

肩
（
行
動
３
時
間
）

蓼
科
山　

大
河
原
峠
駐
車
場
｜
将
軍
平
｜

　

蓼
科
山
｜
大
河
原
峠
（
行
動
５
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

７
月
15
日
。

　

中
央
道
を
走
っ
て
諏
訪
Ｉ
Ｃ
か
ら
ビ
ー
ナ

ス
ラ
イ
ン
で
白
樺
湖
を
経
由
、
車
山
肩
の
駐

車
場
へ
。
朝
７
時
。
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
の
季

節
と
あ
っ
て
観
光
の
人
が
多
い
。
車
山
ス

キ
ー
場
の
リ
フ
ト
を
利
用
す
れ
ば
、
最
高
峰

の
車
山
山
頂
ま
で
上
が
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
そ
れ
で
は
あ
ん
ま
り
な
の
で
車
山
肩
か

ら
ハ
イ
キ
ン
グ
。
最
短
ル
ー
ト
で
は
あ
る
。

ふ
る
さ
と
の
山
な
の
で
春
秋
な
ん
ど
も
登
っ

た
高
原
だ
が
、
キ
ス
ゲ
の
シ
ー
ズ
ン
が
い
ち

ば
ん
華
や
か
。
夏
な
の
に
北
と
南
ア
ル
プ
ス

が
く
っ
き
り
、
八
ヶ
岳
の
連
な
り
と
富
士
山

も
よ
く
見
え
る
。
ひ
と
ま
わ
り
歩
い
て
車
に

戻
る
。
10
時
。

　

蓼
科
山
へ
向
か
お
う
。

　

途
中
で
白
樺
湖
を
眼
下
に
向
か
い
の
蓼
科

山
を
撮
影
。と
な
り
の
人
と
立
ち
話
す
る
と
、

百
名
山
登
山
家
で
こ
れ
か
ら
蓼
科
山
へ
登

る
と
い
う
。
そ
れ
な
ら
大
河
原
峠
ま
で
い
っ

し
ょ
に
、
と
車
に
乗
っ
て
も
ら
う
。

　

大
阪
の
Ａ
さ
ん
と
い
う
人
。
ザ
ッ
ク
に
パ

ラ
ソ
ル
を
差
し
て
い
て
地
図
も
持
た
な
い
ら

し
い
。
車
山
に
登
っ
て
百
名
山
の
う
ち
96
山

●アドバイス　
・霧ヶ峰高原にはハイキング道が縦横している。
八島湿原の駐車場から沢渡、車山、蝶々深山、物
見岩と周回すると充実する。
・蓼科山登山は、ほかにも南側のすずらん峠の女
神茶屋登山口駐車場、北側の7合目登山口駐車場
からの道がある。路線バスが通う蓼科プール平か
ら竜源橋経由の登山道はクラシックルート。
・マイカー登山でお急ぎの人なら美ヶ原も訪ねて
１日に３山ゲットも可。百名山ハントではまれな
ケースである。

●参考
・霧ヶ峰車山肩駐車場へは、中央道諏訪ICからビー
ナスライン経由で1時間ほど。最寄駅は中央本線茅
野駅。アルピコ諏訪バスの便がある。
・蓼科山大河原峠駐車場へは、中央道諏訪ICから国
道152号経由で1時間ほど。最寄駅は中央本線茅
野駅。大河原峠までのバス便はない。アルピコ諏訪
バスが蓼科登山口（すずらん峠女神茶屋）へ運行し
ている。
・ルート沿いには蓼科山荘、蓼科山頂ヒュッテがあ
る。どちらも営業小屋。立ち寄り湯は、プール平の
蓼科温泉共同浴場、小斉の湯など。茅野市には公共
の立ち寄り湯が多い。塩壺の湯、縄文の湯、河童の
湯、河原の湯、アクアランド茅野など。
取材　2008年7月15日　メンバー　単独

日本百名山レポートガイド 30
霧ヶ峰、蓼科山

１日で２山イタダキ、３山も可能。
車でラクな信州の山旅

グレード　２山とも★
標高　霧ヶ峰　1925m

蓼科山　2531m

八子ヶ嶺から見た車山と北アルプス（２月）八子ヶ嶺から見る蓼科山（２月）
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（
ズ
ボ
ン
は
車
に
忘
れ
て
き
た
の
だ
っ
た
）。

山
頂
３
時
着
。
ガ
ス
の
間
か
ら
と
き
ど
き
下

界
の
展
望
が
開
け
る
。
文
三
郎
道
の
下
り
も

横
岳
の
ト
ラ
バ
ー
ス
に
劣
ら
ず
険
し
い
。
慎

重
に
足
を
置
く
。

　

行
者
小
屋
に
下
っ
て
一
瞬
の
ぞ
い
た
斜
光

の
横
岳
西
壁
が
よ
か
っ
た
。
小
同
心
、
大
同

心
。
記
憶
が
よ
み
が
え
る
。

　

ふ
る
さ
と
の
山
に
向
か
っ
て
い
う
こ
と
な

し
。
中
学
生
の
と
き
に
兄
と
二
人
で
硫
黄
岳

か
ら
赤
岳
、
権
現
岳
、
編
笠
山
と
縦
走
し
た

の
が
山
登
り
の
そ
も
そ
も
だ
っ
た
。
八
ヶ
岳

は
な
ん
べ
ん
と
な
く
通
っ
た
が
、
当
た
り
前

の
こ
と
だ
が
山
は
す
こ
し
も
変
わ
っ
て
い
な

い
。
そ
れ
が
山
の
い
い
と
こ
ろ
だ
、
な
ど
と

思
う
。

　

南
沢
の
下
り
は
い
つ
も
長
く
感
じ
る
と
こ

ろ
だ
。１
時
間
半
ほ
ど
か
か
っ
て
駐
車
場
着
、

６
時
。
日
の
入
り
前
30
分
だ
っ
た
。
10
時
間

の
行
動
、
雷
も
夕
立
も
な
く
て
よ
か
っ
た
。

　

原
村
の
も
み
の
湯
に
立
ち
寄
り
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ル

　

最
高
峰
は
赤
岳
。
ピ
ー
ク
ハ
ン
ト
は
諏
訪

（
茅
野
）
側
の
美
濃
戸
口
か
ら
往
復
す
る
の

が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
最
短
。
行
者
小
屋
か
ら

文
三
郎
道
で
山
頂
、
地
蔵
尾
根
を
周
回
し
て

下
る
と
い
い
。
森
林
限
界
か
ら
上
は
も
う
れ

つ
に
急
な
岩
稜
帯
を
行
く
の
で
ハ
ー
ド
。
と

く
に
下
り
は
気
を
つ
け
た
い
。
標
高
差
は

１
４
０
０
ｍ
と
た
っ
ぷ
り
。
佐
久
側
か
ら
の

道
は
２
本
あ
る
が
や
や
長
い
。
ど
ち
ら
側
か

ら
で
も
日
帰
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

赤
岳
登
頂
だ
け
で
は
も
の
た
り
な
い
向
き

に
は
、
縦
走
コ
ー
ス
が
選
べ
る
。
記
録
は
諏

訪
側
の
赤
岳
鉱
泉
か
ら
硫
黄
岳
、
横
岳
、
赤

岳
と
縦
走
す
る
周
回
コ
ー
ス
。

●
行
程　

美
濃
戸
｜
赤
岳
鉱
泉
｜
硫
黄
岳
｜
横
岳
｜

　

赤
岳
｜
行
者
小
屋
｜
美
濃
戸
（
行
動
10
時

間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

８
月
22
日
。　

　

未
明
に
東
京
発
。
中
央
道
深
夜
割
引
で
小

淵
沢
Ｉ
Ｃ
で
降
り
て
棒
道
（
八
ヶ
岳
ス
カ
イ

ラ
イ
ン
）
経
由
美
濃
戸
口
へ
。
大
き
な
駐
車

場
が
あ
る
が
、
平
日
早
朝
な
の
で
さ
ら
に
美

濃
戸
ま
で
車
で
上
が
る
こ
と
に
す
る
。
登
山

者
が
多
い
と
気
が
ひ
け
る
道
だ
が
今
日
は
だ

れ
に
も
会
わ
な
い
。
八
ヶ
岳
山
荘
前
に
有
料

駐
車
。
７
時
過
ぎ
ス
タ
ー
ト
。
北
沢
の
沢
沿

い
道
を
２
時
間
ほ
ど
で
赤
岳
鉱
泉
。
横
岳
が

よ
く
見
え
る
。
さ
ら
に
２
時
間
で
硫
黄
岳
山

頂
。
西
風
が
冷
た
い
。
山
の
花
は
も
う
お
し

ま
い
モ
ー
ド
で
、
リ
ン
ド
ウ
や
コ
マ
ク
サ
、

イ
ワ
ギ
キ
ョ
ウ
な
ど
が
目
立
つ
。
半
ズ
ボ
ン

で
き
て
し
ま
っ
た
。

　

山
頂
下
大
ダ
ル
ミ
で
、
黒
い
甲
斐
犬
を
連

れ
た
人
と
す
れ
違
う
。
平
日
と
は
い
え
そ
こ

そ
こ
登
山
者
が
い
る
。

　

ハ
シ
ゴ
、
ク
サ
リ
場
の
あ
る
横
岳
縦
走
は

楽
し
い
。
二
十
三
夜
峰
を
過
ぎ
る
。
流
れ
る

ガ
ス
に
見
え
隠
れ
す
る
赤
岳
の
様
子
が
よ

い
。
赤
岳
山
頂
直
下
で
雨
具
上
下
を
着
込
む

●アドバイス　
・赤岳の登り下り、とくに文三郎道と地蔵尾根は
急な岩稜なので慎重に行動したい。
・赤岳往復コースとしては、佐久（清里）側から
県界尾根、真教寺尾根コースがある。こちらのコー
スの方が空いている。標高差は約1400ｍで美濃
戸口コースとかわらない。行動時間は登りで1時
間以上余分にかかるだろう。がんばれば日帰りで
きるが人による。登山口は美しの森駐車場で50
台ほどスペースがある。

●参考
・美濃戸口へは、マイカーの場合、東京からは中央道
諏訪南ICが便利。美濃戸口駐車場は2か所100台ほ
ど。美濃戸口から徒歩1時間の美濃戸の赤岳山荘前
にマイカー駐車場があるがせまい。美濃戸までの道
は細くて悪路。RV車のみ。電車、バスでも行きやす
い山。美濃戸口へはＪＲ中央線茅野駅からバス利用。
・小屋ヶ岳の異名のとおり山小屋が多いので利用でき
る。赤岳鉱泉、赤岳頂上小屋など、紹介ルート上に5
軒ある。
・美濃戸口の八ヶ岳山荘は立ち寄り湯可。茅野市には
縄文の湯、アクラランド茅野など数か所立ち寄り湯
がある。ほかに原村のもみの湯も近い。
取材　2008年8月22日　メンバー　単独

日本百名山レポートガイド 31
八ヶ岳

主峰赤岳往復は美濃戸からが最短。
ハードだが日帰りも可

グレード　★★
標高　2899m

佐久側の清里から見る赤岳行者小屋から見上げる横岳西壁（２月）
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に
入
る
。
素
泊
ま
り
で
充
分
。
接
客
は
て
い

ね
い
に
感
じ
た
。
町
の
夜
景
が
き
れ
い
。

　

７
月
26
日
。

　

小
屋
は
空
い
て
い
て
快
眠
。
ま
わ
り
が
ゴ

ソ
ゴ
ソ
し
て
き
て
目
を
覚
ま
す
。
夜
中
の
２

時
過
ぎ
に
再
び
歩
き
出
す
。
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ

が
必
要
だ
。
前
後
に
か
な
り
の
登
山
者
。
８

合
目
で
吉
田
口
ル
ー
ト
と
合
流
し
た
と
た
ん

渋
滞
と
な
る
。

　

東
の
空
が
明
る
く
な
っ
て
吉
田
口
山
頂
に

４
時
半
着
。
日
の
出
ぎ
り
ぎ
り
の
時
間
だ
っ

た
。５
０
０
人
ほ
ど
の
人
が
い
る
だ
ろ
う
か
。

　

す
っ
か
り
明
る
く
な
っ
た
山
頂
を
剣
ヶ
峰

へ
。
右
回
り
で
お
鉢
め
ぐ
り
す
る
。
大
き
な

登
り
下
り
は
な
く
１
時
間
ほ
ど
で
周
回
で
き

る
。
吉
田
口
山
頂
に
戻
り
下
山
ル
ー
ト
を
下

る
。
７
合
目
か
ら
は
砂
走
り
コ
ー
ス
を
駆
け

下
る
。
ほ
こ
り
っ
ぽ
い
が
あ
っ
と
い
う
間
に

森
林
帯
に
下
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

９
時
に
は
５
合
目
着
。
バ
ス
で
下
山
。
山

中
湖
の
紅
富
士
の
湯
に
寄
っ
て
休
む
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ル

　

富
士
山
は
何
度
登
っ
て
も
あ
き
る
こ
と
は

な
い
。
山
頂
か
ら
の
展
望
は
日
本
一
。
巨
大

火
口
を
周
遊
す
る
お
鉢
め
ぐ
り
も
日
本
一
の

ハ
イ
キ
ン
グ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
登
山
自

体
は
見
た
と
お
り
シ
ン
プ
ル
で
、
ひ
た
す

ら
登
っ
て
い
っ
き
に
下
り
て
く
る
と
い
う

も
の
。
標
高
差
は
最
低
で
も
１
３
０
０
ｍ
。

空
気
の
薄
い
高
山
の
行
動
と
な
る
。
他
の

３
０
０
０
ｍ
峰
よ
り
一
段
も
二
段
も
高
い
の

で
甘
く
み
な
い
こ
と
。

　

忙
し
い
百
名
山
ハ
ン
タ
ー
が
日
帰
り
す
る

の
な
ら
、
富
士
宮
口
ル
ー
ト
が
最
短
で
ベ
ス

ト
。
速
い
人
な
ら
５
～
７
時
間
で
ピ
ス
ト
ン

で
き
る
。

　

レ
ポ
ー
ト
は
須
走
口
か
ら
の
ご
来
光
登
山

で
あ
る
。

●
行
程　

１
日
目　

須
走
口
５
合
目
｜
７
合
目
山
小
屋

　
（
行
動
４
時
間
）

２
日
目　

７
合
目
山
小
屋
｜
剣
ヶ
峰
｜
須
走

　

口
５
合
目
（
行
動
７
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

７
月
25
日
。

　

須
走
道
の
駅
の
横
が
須
走
口
５
合
目
に
向

か
う
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
発
着
場
。
須
走
発
２

時
半
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
は
一
人
だ
け
の
貸
切

だ
っ
た
。
シ
ー
ズ
ン
中
で
も
平
日
な
ら
こ
ん

な
こ
と
も
あ
る
。

　

３
時
に
須
走
口
５
合
目
標
高
２
０
０
０
ｍ

を
ス
タ
ー
ト
。
好
天
で
暑
い
。
針
葉
樹
の
黒

森
を
行
く
。
ほ
か
の
富
士
登
山
道
は
い
き
な

り
砂
漠
の
よ
う
な
火
山
礫
の
道
を
登
る
の
だ

が
、
こ
こ
は
森
の
中
を
行
く
の
で
新
鮮
。
６

合
目
の
ご
胎
内
の
小
屋
ま
で
標
高
差
６
０
０

m
ほ
ど
は
可
憐
な
山
の
花
が
見
ら
れ
る
。

　

顕
著
な
岩
尾
根
を
登
る
よ
う
に
な
っ
て
、

さ
ら
に
ガ
ラ
場
を
越
え
る
と
７
合
目
の
太
陽

館
。
標
高
２
９
０
０
ｍ
。
眼
下
に
広
い
富
士

の
山
麓
が
広
が
り
、
そ
の
先
に
海
が
見
え

る
。
ガ
ラ
場
を
ジ
グ
ザ
グ
で
登
り
７
時
ま
で

歩
く
。
標
高
３
１
５
０
ｍ
の
７
合
目
見
晴
館

●アドバイス　
・吉田口、富士宮口、須走口からの日帰り
登山は、いちばんのシャトルバスで5合
目まで上がり山頂を往復するもので百名山
登頂を目ざしている人ならそれほど困難は
ないはず。
・てっとり早い登頂コースはマイカー規制
のない日に車で5合目まで上がり山頂往
復するもの。高所順応ができていれば案外
ラクに達成できる。

●参考
・須走口シャトルバス臨時駐車場へは、東名高速
御殿場ICから30分ほど。シャトルバスの発着場
には大きな駐車場があり夜中でもにぎわっている。
・須走口では、規制のない時期マイカーで5合目
まで上がることができる。ただし急坂、急カーブ。
・ＪＲ御殿場線御殿場駅から須走口5合目行きの
富士急行の登山バスがある。時刻表、規制情報の
詳細は富士急バスなどのホームページで。
・富士山の開山時期は、7月1日から9月30日と
なっている。それ以外の時期も登山は可能で一部
山小屋はオープンしている。ハイシーズンの混雑
を避けることができる。
取材　2015年7月25〜26日　メンバー　単独

日本百名山レポートガイド 32
富士山

日本一に登ることができれば
残り 99 山も問題なし。

自信のつく富士登山

グレード　★★
標高　3776m

須走側から見る富士山（1 月）山頂からご来光
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ろ
が
る
斜
面
を
前
剱
目
ざ
し
て
進
む
。
ク
サ

リ
場
や
ハ
シ
ゴ
が
出
て
く
る
。
前
剱
か
ら
小

さ
な
起
伏
を
越
え
、
右
手
に
急
な
雪
渓
が
落

ち
て
い
る
と
こ
ろ
が
平
蔵
の
コ
ル
。
こ
こ
ま

で
く
れ
ば
半
分
は
登
っ
た
よ
う
な
も
の
。

　

平
蔵
の
コ
ル
か
ら
は
一
方
通
行
に
な
っ
て

核
心
と
も
い
わ
れ
る
カ
ニ
の
た
て
ば
い
へ
。

見
上
げ
る
と
垂
直
の
岩
場
に
見
え
る
が
実
際

は
そ
れ
ほ
ど
の
こ
と
は
な
い
。

　

カ
ニ
の
た
て
ば
い
を
過
ぎ
て
さ
ら
に
行
く

と
勾
配
が
ゆ
る
く
な
っ
て
ガ
ラ
ガ
ラ
の
岩
く

ず
の
道
を
行
く
よ
う
に
な
る
。
左
か
ら
早
月

尾
根
の
道
を
合
わ
せ
る
と
わ
ず
か
で
剱
岳
山

頂
。

　

立
山
連
峰
が
近
く
に
見
え
、
黒
部
の
谷
を

は
さ
ん
で
白
馬
連
山
な
ど
を
望
む
こ
と
が
で

き
る
。
あ
ま
り
広
い
山
頂
で
は
な
い
。

　

下
山
は
、
下
り
専
用
ル
ー
ト
を
辿
る
。
カ

ニ
の
よ
こ
ば
い
を
過
ぎ
れ
ば
ひ
と
安
心
。
前

剱
、
一
服
剱
と
往
路
を
辿
り
山
小
屋
へ
と
戻

る
。
さ
ら
に
往
路
を
辿
っ
て
室
堂
へ
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ル

　

北
ア
ル
プ
ス
の
北
部
を
代
表
す
る
山
。
岩

と
雪
の
殿
堂
と
い
わ
れ
ア
ル
ペ
ン
的
な
鋭
い

風
貌
は
山
好
き
の
あ
こ
が
れ
。
一
般
登
山
と

し
て
は
レ
ポ
ー
ト
の
よ
う
に
剱
沢
か
ら
往
復

す
る
別
山
尾
根
が
安
全
で
ラ
ク
（
ほ
か
に

は
早
月
尾
根
ル
ー
ト
が
あ
る
が
長
い
）。
痛

快
な
ル
ー
ト
だ
が
す
こ
し
岩
登
り
の
要
素

も
あ
っ
て
技
術
的
に
は
グ
レ
ー
ド
が
高
い
。

シ
ー
ズ
ン
中
は
登
山
道
が
混
雑
す
る
の
が
難

点
だ
。

●
行
程　

１
日
目　

室
堂
｜
別
山
乗
越
｜
剱
沢
の
山
小

　

屋
（
行
動
４
時
間
）

２
日
目　

剱
沢
の
山
小
屋
｜
剱
岳
｜
別
山
乗

　

越
｜
室
堂
（
行
動
10
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

９
月
14
日
。

　

初
日
は
剱
沢
の
山
小
屋
へ
入
る
半
日
コ
ー

ス
。
室
堂
か
ら
ミ
ク
リ
ガ
池
へ
と
遊
歩
道
を

行
き
雷
鳥
荘
の
前
を
通
っ
て
雷
鳥
平
に
下

る
。
称
名
川
を
小
さ
な
橋
で
わ
た
り
、
眼
前

に
そ
び
え
る
雷
鳥
沢
を
登
る
。
登
山
道
は
雷

鳥
沢
の
右
の
尾
根
を
ジ
グ
ザ
グ
で
登
る
よ
う

に
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

登
り
お
え
た
コ
ル
が
別
山
乗
越
、
剱
御
前

小
舎
が
あ
る
。
乗
越
の
先
に
目
ざ
す
剱
岳
の

勇
姿
が
望
め
る
だ
ろ
う
。
明
日
た
ど
る
別
山

尾
根
の
全
体
が
見
渡
せ
る
の
で
よ
く
確
認
し

て
お
き
た
い
。
眼
下
に
広
が
る
広
大
な
カ
ー

ル
が
剱
沢
で
あ
る
。
剱
沢
小
屋
と
剣
山
荘
が

小
さ
く
見
え
る
。

　

剱
岳
登
山
の
ベ
ー
ス
と
な
る
山
小
屋
と
し

て
こ
の
二
荘
が
便
利
だ
。
ど
ち
ら
に
泊
ま
っ

て
も
翌
日
の
行
程
に
大
差
は
な
い
。

　

９
月
15
日
。

　

明
る
く
な
る
こ
ろ
ス
タ
ー
ト
。
パ
ッ
ク
の

中
身
は
必
要
最
小
限
の
も
の
に
す
る
。
剣
山

荘
の
裏
手
か
ら
す
ぐ
に
一
服
剱
へ
の
登
り
が

始
ま
る
。
一
服
剱
の
ピ
ー
ク
か
ら
は
目
の
前

に
前
剱
の
威
容
が
せ
ま
る
。
い
っ
た
ん
武
蔵

の
コ
ル
ま
で
下
り
、
ガ
レ
た
岩
や
大
岩
の
こ

●アドバイス　
・剱岳の岩稜帯の登り下りは槍ヶ岳や穂高
の岩場と同レベルと思えばよいだろう。ク
サリ場やハシゴなどが整備されているので
あわてずに行動しよう。
・登山道が混雑しない日に室堂から日帰り
することも可能だがハードである。立山登
山とセットで1泊2日プランがおすすめ。

●参考
・室堂へは、長野道・安曇野ICから扇沢駐車場。
富山側は北陸道立山ICから立山駅駐車場。さら
に立山黒部アルペンルートを利用する。扇沢、立
山駅近くに駐車場がある。JR最寄駅は大糸線信濃
大町駅でバスで扇沢へ。富山側は富山地鉄立山駅。
さらにアルペンルートで室堂へ。
・剱沢には剱沢小屋と剣山荘がある。室堂近辺で
は雷鳥荘やみくりが池ヒュッテなど温泉のある小
屋がある。室堂山荘、みくりが池ヒュッテは立ち
寄り湯対応。山麓では立山駅近くのホテル森の風
立山、扇沢側では大町の薬師の湯など。
取材　2008年9月14〜15日　
メンバー　高城　小松平　川崎記

日本百名山レポートガイド 33
剱岳

百名山の中で最高グレードの岩場がある。
クサリとハシゴがあるので大丈夫

グレード　★★
標高　2999m

剱沢から見る剱岳

剱岳山頂
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宿
泊
は
で
き
な
い
が
軽
食
が
と
れ
る
。
小
屋

の
そ
ば
が
大
汝
山
山
頂
で
巨
岩
の
上
が
い
ち

ば
ん
高
い
。

　

雄
山
へ
は
細
い
縦
走
路
を
行
く
。
右
手
に

室
堂
や
ミ
ク
リ
ガ
池
が
よ
く
見
下
ろ
せ
る
。

狭
い
岩
場
の
道
を
す
れ
ち
が
い
に
気
を
付
け

な
が
ら
進
み
、
最
後
に
ひ
と
登
り
す
る
と
雄

山
山
頂
だ
っ
た
。
神
主
や
巫
女
さ
ん
の
い
る

立
派
な
雄
山
神
社
が
あ
っ
て
お
お
に
ぎ
わ

い
。
最
高
地
点
は
峰
神
社
と
い
う
小
さ
な
社

に
な
っ
て
い
る
。

　

山
頂
か
ら
は
槍
ヶ
岳
ま
で
見
わ
た
す
こ
と

が
で
き
た
。
雄
山
ま
で
は
室
堂
か
ら
た
く
さ

ん
の
人
が
登
っ
て
く
る
の
で
登
り
下
り
は
渋

滞
す
る
ほ
ど
だ
。

　

急
な
ガ
レ
場
を
下
る
と
一
ノ
越
、
山
小
屋

が
あ
る
。
さ
ら
に
遊
歩
道
の
よ
う
な
立
派
な

道
を
室
堂
へ
と
下
る
。
１
時
過
ぎ
に
室
堂
帰

着
。
剱
岳
登
山
チ
ー
ム
と
合
流
。
剱
岳
も
ナ

イ
ス
な
山
登
り
が
で
き
た
そ
う
。
好
天
日
に

剱
岳
と
立
山
、
２
山
の
取
材
が
で
き
た
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ル

　

ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
や
バ
ス
で
標
高
２
４
０
０

ｍ
の
室
堂
ま
で
上
が
れ
る
の
で
、
険
し
く
て

美
し
い
高
山
の
表
情
に
手
早
く
接
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
神
社
の
あ
る
雄
山
を
往
復
す
る

だ
け
な
ら
１
日
か
か
ら
な
い
。
百
名
山
ハ
ン

タ
ー
に
は
そ
れ
も
あ
り
だ
が
、
せ
っ
か
く
な

の
で
縦
走
登
山
を
楽
し
み
た
い
。

　

立
山
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
、
雄
山
か
ら
最

高
峰
の
大
汝
山
、
富
士
ノ
折
立
と
縦
走
し
て

大
走
り
コ
ー
ス
を
下
る
か
、
別
山
乗
越
ま
で

行
き
雷
鳥
沢
を
下
る
も
の
。

　

レ
ポ
ー
ト
は
、
剱
沢
の
小
屋
か
ら
立
山
を

逆
縦
走
し
た
も
の
。
百
名
山
ハ
ン
タ
ー
は
立

山
と
剱
岳
を
セ
ッ
ト
に
し
て
登
る
人
が
多

い
。

●
行
程　

剱
沢
｜
立
山
（
富
士
ノ
折
立
、
大
汝
山
、
雄

　

山
）
｜
室
堂
（
行
動
７
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

９
月
15
日
。

　

前
日
、
み
ん
な
で
入
山
。
室
堂
か
ら
剱
沢

の
剣
山
荘
に
入
っ
た
。
今
日
は
、
剱
岳
登
山

チ
ー
ム
と
は
別
行
動
で
立
山
へ
向
か
う
。
天

気
は
徐
々
に
よ
く
な
っ
て
い
る
が
剱
岳
は
山

頂
部
が
ガ
ス
で
覆
わ
れ
て
い
る
。

　

６
時
過
ぎ
に
小
屋
を
出
る
。
剱
沢
を
登
り

返
し
て
別
山
乗
越
、
こ
こ
に
剱
御
前
小
舎
が

あ
る
。
北
ア
ル
プ
ス
は
も
う
秋
色
が
濃
い
。

　

別
山
を
と
お
り
真
砂
岳
に
つ
く
頃
に
立
山

が
ガ
ス
の
中
か
ら
全
体
を
あ
ら
わ
し
た
。
剱

岳
も
よ
く
見
え
る
。
10
時
に
は
無
風
快
晴
の

陽
気
に
か
わ
っ
た
。ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
変
化
。

　

真
砂
岳
あ
た
り
は
砂
礫
の
裸
山
で
、
富
士

ノ
折
立
が
正
面
に
そ
び
え
て
い
る
。
ゴ
ロ
ゴ

ロ
し
た
急
な
岩
場
を
登
る
と
富
士
ノ
折
立
。

山
頂
は
岩
場
を
一
段
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
狭

い
。
こ
こ
か
ら
は
台
形
状
を
し
た
立
山
の
上

辺
部
で
大
き
な
登
り
下
り
は
な
く
左
右
の
景

色
を
眺
め
な
が
ら
の
極
楽
ハ
イ
キ
ン
グ
。

　

奇
怪
な
大
岩
が
こ
ろ
が
る
迷
路
の
よ
う
な

平
を
過
ぎ
る
と
大
汝
の
休
憩
所
が
あ
っ
た
。

●アドバイス　
・室堂までバスやロープウエーでかんたん
に上がれるが、3000ｍ峰の岩山がかんた
んな山に変わったわけではない。とくに天
候には注意したい。危険個所は富士ノ折立
のあたりで急な岩場を行く。
・立山黒部アルペンルートは混雑するので
いちばんの便に乗るのがいい。元気な人な
ら1日で立山を縦走して室堂に周回でき
る。

●参考
・室堂へは、長野道・安曇野ICから扇沢駐車場。
富山側は北陸道立山ICから立山駅駐車場。さら
に立山黒部アルペンルートを利用する。扇沢、立
山駅近くに駐車場がある。夜間でも一部開いてい
るので利用可能。
・JR最寄駅は大糸線信濃大町駅でバスで扇沢へ。
富山側は富山地鉄立山駅。アルペンルートで室堂
へ。
・登山後に室堂近辺の山小屋に宿をとるのもよい。
雷鳥荘やみくりが池ヒュッテなどは温泉のある小
屋だ。山麓では立山駅近くのホテル森の風立山、
扇沢側では大町の薬師の湯などが日帰り温泉。
取材　2008年9月15日　メンバー　単独

日本百名山レポートガイド 34
立山

北アルプス 3000m 峰入門の山。
乗鞍岳と同じに容易

グレード　★
標高　3015m

ミクリガ池から見る立山連山（4 月）大汝山山頂
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下
っ
て
テ
ン
ト
を
た
た
ん
で
10
時
こ
ろ
南

下
。
杓
子
岳
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
白
馬
鑓
ヶ

岳
、
山
の
花
が
ち
ょ
う
ど
最
高
潮
の
時
期
で

感
動
的
だ
。

　

白
馬
鑓
ヶ
岳
か
ら
大
出
原
に
下
り
、
鑓
温

泉
２
時
20
分
。
こ
こ
か
ら
猿
倉
ま
で
が
け
っ

こ
う
長
い
。
猿
倉
着
５
時
半
。
バ
ス
便
は
も

う
な
く
、
コ
ー
ラ
を
飲
ん
で
か
ら
タ
ク
シ
ー

で
二
股
の
駐
車
場
へ
戻
る
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ル

　

北
ア
ル
プ
ス
の
女
王
、
白
馬
。
お
花
畑
の

稜
線
を
行
く
豪
華
な
夏
山
。
と
き
お
り
フ
ァ

ミ
リ
ー
登
山
も
見
か
け
る
山
だ
が
実
際
の
登

山
は
か
な
り
ハ
ー
ド
。

　

白
馬
岳
登
頂
最
短
ル
ー
ト
は
白
馬
大
雪
渓

を
往
復
す
る
も
の
。
シ
ン
プ
ル
だ
が
標
高
差

１
６
０
０
m
も
あ
り
日
帰
り
は
き
つ
い
。
ど

う
せ
１
泊
２
日
の
プ
ラ
ン
な
ら
白
馬
三
山
を

縦
走
し
て
猿
倉
に
下
る
の
が
充
実
し
て
い

る
。
記
録
は
猿
倉
か
ら
白
馬
岳
、
杓
子
岳
、

白
馬
鑓
ヶ
岳
を
縦
走
し
て
周
回
す
る
も
の
。

マ
イ
カ
ー
登
山
、
テ
ン
ト
１
泊
の
山
行
。

●
行
程　

１
日
目　

猿
倉
｜
大
雪
渓
｜
白
馬
岳
村
営

　

小
屋
の
キ
ャ
ン
プ
場
（
行
動
６
時
間
）

２
日
目　

白
馬
岳
｜
杓
子
岳
｜
白
馬
鑓
ヶ

　

岳
｜
鑓
温
泉
｜
猿
倉
（
行
動
９
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

７
月
20
日
。

　

未
明
に
東
京
発
。
中
央
道
か
ら
長
野
道
で

白
馬
村
へ
。
二
股
の
登
山
駐
車
場
に
車
を
置

い
て
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
で
猿
倉
。
８
時
こ

ろ
歩
き
出
す
。
夏
山
シ
ー
ズ
ン
に
入
っ
て
か

な
り
の
人
出
だ
。

　

ガ
ス
と
雲
の
さ
え
な
い
天
気
。
大
雪
渓
は

人
が
い
っ
ぱ
い
。
昨
日
は
も
っ
と
多
か
っ
た

と
か
。
小
雨
に
な
っ
た
り
、日
が
差
し
た
り
、

一
瞬
稜
線
が
み
え
た
り
。
主
稜
線
に
上
が
り

村
営
頂
上
小
屋
着
２
時
過
ぎ
。
小
屋
の
上
部

に
あ
る
テ
ン
ト
場
に
持
参
テ
ン
ト
を
設
営
。

　

風
雨
模
様
だ
が
久
し
ぶ
り
の
山
テ
ン
ト
で

面
白
い
。
パ
ッ
ク
は
撮
影
機
材
込
み
で
、
12

kg
あ
っ
た
。
こ
の
ご
ろ
は
な
ん
で
も
軽
量
化

さ
れ
て
い
て
ラ
ク
。

　

７
月
21
日
。

　

朝
、
小
屋
で
喫
茶
し
て
い
る
と
ガ
ス
が
ど

ん
ど
ん
上
が
っ
て
明
る
く
な
っ
て
く
る
。
よ

し
、
山
頂
へ
。
朝
日
が
差
し
込
む
稜
線
は
ヒ

バ
リ
が
鳴
い
て
お
花
畑
は
百
花
り
ょ
う
ら

ん
。
素
晴
ら
し
い
光
景
を
撮
影
で
き
た
。
山

頂
か
ら
の
展
望
は
言
わ
ず
も
が
な
。

●アドバイス　
・白馬大雪渓では落石事故が多いので注意。
・白馬大雪渓ー山頂ー白馬鑓ヶ岳ー猿倉の
周回コースは余裕があれば鑓温泉に宿泊す
るとよい。温泉付きの山小屋である。
・別ルートでは、栂池ロープウエー利用で
白馬大池経由白馬山頂コースがある。標高
差は1000mだが長い。雪渓が少ないので
比較的安心。
・連続登頂するのなら、白馬岳から五竜、
鹿島鑓ヶ岳と南下する縦走ルートが適当だ
が、行程が長く、岩尾根を行くのでかなり
グレードが高い。

●参考
・猿倉登山口の最寄ICは長野道安曇野。ICから2時
間近く。公共交通機関も便利。JR大糸線白馬駅が最寄。
バスで猿倉に入ることができる。
・猿倉の登山者駐車場はせまくすぐ満車になる。二股
の駐車場を利用してバスかタクシーで上がるか白馬駅
周辺の駐車場を利用してバスで入山するのもよい。
・ルート上の山小屋は、猿倉山荘、白馬尻小屋、村営
白馬頂上小屋、白馬館白馬山荘、鑓温泉小屋。どれも
営業小屋。白馬エリアには立ち寄り温泉豊富。二股の
露天風呂がいちばん間近。ほかにも倉下の湯などいく
つか。
取材　2008年7月20〜21日　メンバー　単独

日本百名山レポートガイド 35
白馬岳

大雪渓コースの標高差は 1600m、
百名山でも屈指のハードルート

グレード　★★
標高　2932m

白馬大雪渓白馬岳
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台
。
ガ
ス
湧
く
鹿
島
鑓
は
北
峰
だ
け
が
姿
を

現
す
。
冷
池
小
屋
12
時
半
着
。
想
定
内
の
時

刻
な
の
で
、
小
屋
に
余
分
な
荷
を
置
い
て
鹿

島
鑓
を
目
ざ
す
。
た
の
し
い
稜
線
縦
走
が
続

く
。
布
引
山
を
越
え
る
と
鹿
島
鑓
が
迫
る
。

３
時
山
頂
。
ビ
デ
オ
を
回
す
。
ガ
ス
が
ほ
ど

よ
く
湧
い
て
い
て
よ
い
映
像
が
撮
れ
た
。

　

４
時
半
冷
池
小
屋
に
戻
る
。
小
屋
は
あ

さ
っ
て
の
日
曜
日
ま
で
営
業
と
の
こ
と
で
戸

締
り
の
最
中
。
ほ
か
に
グ
ル
ー
プ
と
個
人
で

10
人
ほ
ど
の
客
が
い
た
。
ピ
ッ
ケ
ル
は
使
わ

ず
じ
ま
い
。

　

10
月
17
日
。

　

５
時
半
に
朝
飯
。
６
時
に
は
ス
タ
ー
ト
。

徐
々
に
東
の
雲
が
切
れ
て
日
差
し
が
入
る
。

斜
光
の
鹿
島
鑓
、
剱
、
立
山
が
き
れ
い
だ
。

往
路
を
そ
の
ま
ま
戻
る
。11
時
前
に
は
下
山
。

土
曜
日
の
好
天
と
あ
っ
て
、
柏
原
新
道
で
は

十
数
人
の
登
り
客
と
す
れ
違
う
。
大
町
の
薬

師
の
湯
に
入
る
こ
ろ
に
本
曇
り
と
な
っ
て
き

た
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ル

　

安
曇
野
の
名
峰
、
美
し
い
ツ
イ
ン
ピ
ー

ク
。
山
好
き
が
憧
れ
る
人
気
の
山
だ
。
五
竜

岳
と
継
続
登
頂
し
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
八
峰

キ
レ
ッ
ト
越
え
は
ち
ょ
っ
と
手
ご
わ
い
と
い

う
人
も
多
い
。
マ
イ
カ
ー
利
用
で
鹿
島
鑓
ヶ

岳
・
五
竜
岳
縦
走
の
場
合
、車
の
回
収
も
ネ
ッ

ク
に
な
る
。こ
こ
で
は
単
座
登
頂
プ
ラ
ン
で
、

柏
原
新
道
か
ら
往
復
す
る
。

　

冷
池
山
荘
と
種
池
山
荘
の
２
軒
の
山
小
屋

を
利
用
し
て
２
泊
で
往
復
す
る
の
が
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
だ
が
、
１
泊
２
日
で
も
可
能
。
初
日

に
冷
池
山
荘
か
ら
鹿
島
鑓
ヶ
岳
を
往
復
、
翌

日
下
山
の
プ
ラ
ン
が
そ
れ
だ
が
初
日
は
や
や

ハ
ー
ド
。
レ
ポ
ー
ト
は
そ
の
１
泊
コ
ー
ス
で

あ
る
。

●
行
程　

１
日
目　

爺
ヶ
岳
登
山
口
｜
爺
ヶ
岳
｜
鹿
島

　

鑓
ヶ
岳
｜
冷
池
山
荘
（
行
動
10
時
間
）

２
日
目　

冷
池
山
荘
｜
爺
ヶ
岳
｜
爺
ヶ
岳
登

　

山
口
（
行
動
５
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

10
月
16
日
。

　

鹿
島
鑓
ヶ
岳
、
登
り
そ
こ
ね
た
山
の
ひ
と

つ
、
い
つ
か
登
ら
ね
ば
、
と
い
う
人
が
ま
わ

り
に
多
い
。

　

前
日
発
で
長
野
道
安
曇
野
Ｉ
Ｃ
手
前
の
梓

川
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
休
憩
。
早
起
き
し
て

大
町
へ
。
６
時
に
は
爺
ヶ
岳
登
山
口
駐
車
場

に
入
る
。柏
原
新
道
の
表
示
が
あ
る
。好
天
、

山
は
秋
色
で
き
れ
い
す
ぎ
る
。
北
ア
ル
プ
ス

は
先
週
雪
が
来
て
い
る
の
で
念
の
た
め
軽
量

ピ
ッ
ケ
ル
を
用
意
す
る
。
６
時
半
登
山
口
ス

タ
ー
ト
。

　

よ
く
手
入
れ
さ
れ
た
道
を
行
く
。
単
独
行

者
が
数
人
ほ
ど
。
急
坂
を
過
ぎ
る
と
緩
い
ト

ラ
バ
ー
ス
道
に
か
わ
り
い
く
つ
も
岬
（
派
生

尾
根
）
を
越
え
て
い
く
。
前
方
に
種
池
小
屋

が
見
え
る
。
10
時
半
、
種
池
小
屋
。
黒
部
の

谷
を
は
さ
ん
で
冠
雪
の
立
山
と
剱
が
見
え

る
。
目
ざ
す
鹿
島
鑓
は
遠
い
。

　

昼
前
に
爺
ヶ
岳
山
頂
。
素
晴
ら
し
い
展
望

●アドバイス　
・紹介ルート上ではとくに危険なところは
ない。好天日に軽量パックで行動するのが
キモ。小屋が２軒あるのでなにかと安心。
・別ルートで、大谷原から赤岩尾根を登っ
て鹿島鑓ヶ岳登頂、１泊、または日帰り
コースも考えられる。標高差は1800mあ
る。忙しい百名山ハンターのための健脚プ
ラン。赤岩尾根は岩稜のルートだが一般登
山道。

●参考
・爺ヶ岳登山口へはマイカーの場合、長野道安
曇野ICから1時間ほど。爺ヶ岳登山口の駐車場
が満車の場合は扇沢の駐車場を利用する。最寄
駅はJR大糸線信濃大町駅。バスで立山黒部アル
ペンルートの扇沢駅へ。15分ほどバス道を戻る。
・コース上にある山小屋は冷池山荘と種池山荘。
２荘は同系列の営業小屋。立ち寄り湯は信濃大
町外れの薬師の湯が有名。ほかに上原の湯もい
い。
取材　2009年10月16〜17日　
メンバー　単独

日本百名山レポートガイド 36
鹿島鑓ヶ岳

最高峰は南峰、１泊２日でトライ。
最短の赤岩尾根ルートの健脚日帰りもあり

グレード　★★
標高　2889m

鹿島鑓ヶ岳山頂から剱岳方面爺ヶ岳から見る鹿島鑓ヶ岳
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で
10
時
間
か
か
っ
た
。

　

７
月
20
日
。

　

全
日
好
天
。
４
時
半
に
小
屋
前
で
日
の
出

を
見
て
そ
の
ま
ま
槍
の
穂
先
へ
。
３
６
０
度

よ
く
見
え
る
。
山
頂
も
空
い
て
い
た
。
氷
河

公
園
（
天
狗
原
）
に
行
っ
て
み
た
い
と
小
屋

の
人
に
聞
く
と
、
雪
が
多
い
の
で
南
岳
側
か

ら
下
る
ル
ー
ト
よ
り
も
、
槍
沢
分
岐
か
ら
往

復
す
る
の
が
い
い
と
の
こ
と
（
聞
い
て
よ

か
っ
た
）。　

　

槍
沢
途
中
か
ら
雪
渓
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て

天
狗
原
へ
。
１
時
間
ほ
ど
の
遠
回
り
で
槍
撮

影
の
絶
好
ポ
イ
ン
ト
に
立
つ
こ
と
が
で
き

た
。
す
ば
ら
し
い
所
だ
。

　

梓
川
沿
い
の
単
調
な
道
を
下
り
上
高
地
２

時
着
。
９
時
間
行
動
。
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
沢

渡
へ
。
沢
渡
の
私
設
駐
車
場
の
う
ち
２
軒
が

立
ち
寄
り
湯
の
看
板
を
上
げ
て
い
る
の
を
見

つ
け
た
。
こ
も
れ
び
の
湯
池
尻
に
入
っ
た
。

ち
い
さ
い
け
ど
い
い
温
泉
。
本
曇
り
と
な
っ

て
き
た
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ル

　

北
ア
ル
プ
ス
の
シ
ン
ボ
ル
、
槍
ヶ
岳
。
そ

の
名
の
と
お
り
穂
先
の
山
頂
は
せ
ま
い
。
直

下
の
長
い
鉄
バ
シ
ゴ
は
か
な
り
ス
リ
ル
が
あ

る
。
ア
プ
ロ
ー
チ
は
長
く
、
こ
こ
ま
で
き
た

の
な
ら
ほ
か
の
山
と
も
継
続
し
た
い
と
こ
ろ

だ
が
、
こ
こ
で
は
上
高
地
か
ら
の
往
復
。

　

体
力
は
★
★
だ
が
山
頂
部
の
岩
稜
の
登
り

下
り
は
★
★
★
と
な
る
。
氷
河
公
園
（
天
狗

原
）
を
パ
ス
す
る
人
が
多
い
が
、
槍
沢
を
往

復
す
る
の
な
ら
ぜ
ひ
訪
ね
た
い
絶
景
ポ
イ
ン

ト
。

●
行
程　

１
日
目　

上
高
地
｜
横
尾
｜
槍
ヶ
岳
山
荘

　
（
行
動
10
時
間
）

２
日
目　

槍
ヶ
岳
山
荘
｜
槍
ヶ
岳
｜
氷
河
公

　

園
｜
横
尾
｜
上
高
地
（
行
動
９
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

７
月
19
日
。

　

槍
ヶ
岳
に
は
７
～
８
回
は
登
っ
て
い
る
。

小
槍
に
登
っ
た
の
は
い
つ
だ
っ
た
か
。
付
き

添
い
で
肩
の
小
屋
ま
で
上
が
っ
た
が
嵐
で
そ

の
ま
ま
下
り
て
き
た
こ
と
も
あ
る
。
飛
騨
沢

ス
キ
ー
の
と
き
は
ス
キ
ー
靴
で
は
穂
先
に
登

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
あ
れ
こ
れ
の
都

合
で
い
つ
も
山
頂
に
立
て
る
と
は
限
ら
な

い
。
今
回
は
写
真
撮
影
が
目
的
。
山
の
朝
晩

と
氷
河
公
園
を
撮
り
た
い
。

　

連
休
最
終
日
、
早
起
き
し
て
沢
渡
ま
で
。

一
日
中
好
天
。
沢
渡
の
大
駐
車
場
か
ら
相
乗

り
タ
ク
シ
ー
で
上
高
地
。
７
時
に
は
ス
タ
ー

ト
で
き
た
。
河
童
橋
を
渡
っ
て
対
岸
を
行
く

（
こ
ち
ら
の
方
が
静
か
）。
新
村
橋
で
渡
り
か

え
し
て
横
尾
、
槍
沢
ロ
ッ
ヂ
着
12
時
。
ま
だ

槍
の
肩
ま
で
標
高
差
１
２
０
０
ｍ
あ
る
。
標

準
コ
ー
ス
タ
イ
ム
は
４
～
５
時
間
だ
と
い

う
。

　

タ
ク
シ
ー
で
い
っ
し
ょ
の
中
高
年
グ
ル
ー

プ
と
前
後
し
て
登
る
。
大
曲
り
で
槍
の
穂
先

が
見
え
て
く
る
が
こ
こ
か
ら
が
長
い
。
坊
主

岩
小
屋
で
す
っ
き
り
と
穂
先
全
体
が
現
れ
る

が
こ
こ
か
ら
も
長
い
。
け
っ
き
ょ
く
５
時
着

●アドバイス　
・槍ヶ岳登山の核心は槍の穂先の登り下り。シー
ズン中は岩場が渋滞するのもくせものだ。
・往復コースは、紹介の上高地からの槍沢コース
のほかに、新穂高からの飛騨沢コースがかんたん。
どちらもグレードは変わらないが信州（上高地）
側の道は人が多い。
・アルプスのまん中に位置しているせいで、燕岳
から槍へと登る表銀座コースや水晶岳、鷲羽岳と
裏銀座コースを継続する人、穂高へ縦走する人な
ど、夏休みの縦走プランにぴったりの山域。

●参考
・上高地への最寄ICは長野道の松本、東海北
陸道高山。マイカー規制があるので、沢渡か
平湯のパーキングを利用してシャトルバス、
タクシーで入る。
・公共交通機関も便利。松本電鉄島々線新島々
駅が最寄。バスで上高地に入ることができる。
・槍沢近辺には槍ヶ岳山荘のほかに、槍沢ロッ
ヂ、ヒュッテ大槍、殺生ヒュッテなどがある。
・上高地と沢渡の立ち寄り温泉は、小梨平キャ
ンプ場の小梨の湯、上高地アルペンホテル、
沢渡温泉など。
取材　2010年7月19〜20日　
メンバー　単独

日本百名山レポートガイド 37
槍ヶ岳

3000m 岩峰の小手試し。
ここに立てばあとの山はこわくない

グレード　★★★
標高　3180m

槍沢から見上げる槍ヶ岳の穂先北穂高岳から見る槍ヶ岳
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１
時
奥
穂
高
岳
、
岳
沢
を
下
っ
て
６
時
上
高

地
着
。
６
時
45
分
の
最
終
バ
ス
で
下
山
。　

　

２
日
目
は
、
思
っ
た
よ
り
も
時
間
が
か

か
っ
た
。行
程
も
長
く
感
じ
ら
れ
て
疲
れ
た
。

ほ
か
の
人
に
す
す
め
る
の
な
ら
３
日
行
程
が

い
い
か
も
し
れ
な
い
。
岳
沢
小
屋
は
安
心
保

険
に
な
る
。
北
穂
か
ら
奥
穂
の
縦
走
も
か
な

り
険
し
い
。
知
ら
な
い
人
に
は
す
す
め
ら
れ

な
い
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ル

　

北
ア
ル
プ
ス
の
代
表
選
手
の
ひ
と
り
。
最

高
峰
の
奥
穂
高
登
山
の
安
全
で
ラ
ク
な
コ
ー

ス
は
、
上
高
地
か
ら
横
尾
経
由
で
涸
沢
、
涸

沢
か
ら
奥
穂
高
を
往
復
し
て
往
路
を
戻
る
１

泊
２
日
。

　

忙
し
い
百
名
山
ハ
ン
タ
ー
の
な
か
に
は
、

上
高
地
か
ら
岳
沢
コ
ー
ス
で
奥
穂
高
岳
を
ピ

ス
ト
ン
す
る
人
、
新
穂
高
か
ら
白
出
沢
コ
ー

ス
で
往
復
と
い
う
人
も
い
る
。
ど
ち
ら
も
行

程
は
短
い
が
や
や
ハ
ー
ド
。

　

レ
ポ
ー
ト
は
、
涸
沢
か
ら
北
穂
高
、
奥
穂

高
と
縦
走
し
て
岳
沢
を
下
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
プ

ラ
ン
を
選
択
。穂
高
連
峰
を
し
っ
か
り
歩
く
。

●
行
程　

１
日
目　

上
高
地
｜
横
尾
｜
涸
沢
（
行
動
６

　

時
間
）

２
日
目　

涸
沢
｜
北
穂
高
岳
｜
奥
穂
高
岳
｜

　

岳
沢
｜
上
高
地
（
行
動
10
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

８
月
16
日
。

　

未
明
に
上
高
地
へ
向
か
う
。
長
野
道
を
松

本
Ｉ
Ｃ
で
降
り
て
上
高
地
線
を
行
く
。
沢
渡

の
駐
車
場
に
車
を
入
れ
て
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

往
復
券
を
買
う
。
も
う
た
く
さ
ん
の
登
山
者

が
バ
ス
を
待
っ
て
い
る
。

　

７
時
過
ぎ
に
上
高
地
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

着
。
奥
穂
高
が
見
え
て
今
日
は
上
天
気
の
気

配
。
に
ぎ
や
か
な
河
童
橋
を
と
お
り
す
ぎ
、

明
神
池
、
徳
沢
と
行
く
。
10
時
半
に
横
尾
。

吊
り
橋
を
渡
っ
て
山
道
へ
。
こ
こ
か
ら
涸
沢

ま
で
４
時
間
近
く
か
か
る
。

　

涸
沢
ヒ
ュ
ッ
テ
２
時
過
ぎ
着
。
ビ
ー
ル
ロ

ン
グ
缶
ひ
と
つ
買
っ
て
、
幕
営
料
を
払
っ
て

テ
ン
ト
設
営
。
に
ぎ
や
か
な
テ
ン
ト
村
に

な
っ
て
い
る
。
一
人
テ
ン
ト
が
多
い
。
涸
沢

カ
ー
ル
と
穂
高
の
夕
景
が
す
ご
い
。
お
盆
最

終
日
で
下
山
客
は
多
か
っ
た
が
山
は
空
い
て

い
る
。
ザ
ッ
ク
の
重
さ
は
10
キ
ロ
ほ
ど
。

　

８
月
17
日
。

　

６
時
ス
タ
ー
ト
。
こ
の
日
は
全
日
好
天
で

雲
も
湧
か
な
か
っ
た
。
10
時
に
北
穂
高
岳
、

●アドバイス　
・穂高連峰の登山は、百名山の中でも難易グ
レードは高い。涸沢から上部は急坂と岩場
があるが一般ルートなので元気な人ならそ
れほど恐れることはない。
・天候や気分によって北穂高岳を割愛するの
もよい。奥穂高山頂から往路の涸沢へ戻る
ことなく岳沢を下るプランは自信のある人
におすすめ。一般登山道である。
・穂高をめぐる登山道としてはほかに穂高岳
山荘（白出のコル）から新穂高に下るルート、
涸沢から屏風ノ頭を経由するパノラマルー
トがある。いずれもやや難路だが一般道。

●参考
・上高地への最寄ICは長野道の松本か東海北陸道高山。
上高地へはマイカー規制があり、東京方面からは、長
野道から沢渡へ、バスあるいはタクシーに乗り換える。
西からの場合は乗り換えは平湯。
・公共交通機関も便利。松本電鉄島々線新島々駅が最寄。
バスで上高地に入る。大都市からの直通バスもある。
・おすすめの山小屋は、涸沢ヒュッテ、涸沢小屋、穂
高岳山荘。
・立ち寄り温泉は、上高地のキャンプ場の小梨の湯、
沢渡温泉などあるが小規模。平湯の平湯の森は大きく
ておすすめ。
取材　2009年8月16〜17日　メンバー　単独

日本百名山レポートガイド 38
穂高岳

最短は上高地から岳沢経由のピストンだが、
ゆっくり安全に涸沢まわりがおすすめ

グレード　★★★
標高　3190m

涸沢から涸沢槍を見上げる涸沢から見る前穂高岳
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口
。
す
っ
か
り
明
る
く
な
っ
て
、
登
山
者
も

前
後
に
数
人
。こ
こ
で
百
名
山
お
じ
さ
ん（
自

分
も
そ
う
だ
が
）
と
立
ち
話
す
る
。
昨
日
は

ワ
サ
ビ
平
の
小
屋
に
泊
ま
っ
た
と
い
う
。
今

回
は
笠
ヶ
岳
と
水
晶
岳
に
登
る
そ
う
。

　

樹
林
帯
の
ジ
グ
ザ
グ
の
急
登
を
行
く
。
逆

光
の
槍
、
穂
高
が
よ
く
見
え
る
が
な
ん
だ
か

小
さ
い
。
４
時
間
も
か
け
て
杓
子
平
。
い
き

な
り
笠
ヶ
岳
が
姿
を
あ
ら
わ
し
た
。
新
鮮
。

勇
壮
な
ピ
ー
ク
に
見
え
る
。

　

稜
線
ま
で
ガ
ラ
場
と
お
花
畑
の
急
坂
を
行

き
、
あ
と
は
正
面
に
笠
ヶ
岳
を
見
な
が
ら
快

適
な
縦
走
路
を
進
む
。
稜
線
上
で
は
抜
戸
岩

が
目
立
つ
。
三
々
五
々
と
人
と
行
き
か
う
が

ほ
ど
よ
い
登
山
者
密
度
。
剱
や
立
山
、焼
岳
、

乗
鞍
、
御
嶽
が
よ
く
見
え
る
。

　

杓
子
平
か
ら
は
見
当
ど
お
り
３
時
間
か

か
っ
て
笠
ヶ
岳
山
頂
。
１
時
。
８
時
間
も
か

か
っ
た
勘
定
だ
。
日
帰
り
で
後
半
が
あ
る
の

で
登
り
は
ペ
ー
ス
を
抑
え
て
い
る
つ
も
り
な

の
だ
が
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ル

　

笠
ヶ
岳
は
、
北
ア
ル
プ
ス
の
南
部
、
穂
高

連
峰
の
後
ろ
側
（
西
側
）
に
そ
び
え
る
半
分

独
立
し
た
よ
う
な
山
だ
。
双
六
岳
、
鷲
羽
岳

な
ど
と
連
続
登
頂
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
単

座
の
ピ
ー
ク
ハ
ン
ト
な
ら
新
穂
高
温
泉
か
ら

の
往
復
か
周
回
と
な
る
。
ル
ー
ト
は
１
本
だ

け
。
登
山
口
か
ら
の
標
高
差
は
１
８
５
０
m

ほ
ど
あ
り
ハ
ー
ド
。

　

白
山
は
、
複
数
の
ピ
ー
ク
を
も
つ
大
山
塊

だ
が
、
最
高
峰
は
御
前
峰
で
四
方
か
ら
の
道

が
あ
る
が
、
人
気
コ
ー
ス
は
別
当
出
合
か
ら

の
周
回
ル
ー
ト
。
標
高
差
は
１
４
５
０
m
。

　

２
山
と
も
日
帰
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
が

や
や
き
つ
い
。
山
頂
付
近
に
快
適
な
山
小
屋

が
あ
る
の
で
１
泊
し
て
朝
晩
の
山
の
情
景
を

楽
し
む
の
が
よ
い
だ
ろ
う
。
急
い
で
山
か
ら

お
り
て
く
る
こ
と
も
な
い
。

　

１
泊
２
日
の
山
行
な
ら
ど
ち
ら
も
グ
レ
ー

ド
は
★
。
日
帰
り
だ
と
★
が
ひ
と
つ
増
え
る

だ
ろ
う
。

●
行
程　

笠
ヶ
岳　

新
穂
高
温
泉
｜
笠
新
道
｜
笠
ヶ
岳

　

ク
リ
ヤ
谷
｜
新
穂
高
温
泉（
行
動
11
時
間
）

白
山　

別
当
出
合
｜
砂
防
新
道
｜
室
堂
｜

御　

前
峰
｜
観
光
新
道
｜
別
当
出
合
（
行
動			

　

７
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

笠
ヶ
岳
周
回

　

９
月
14
日
。　

　

笠
ヶ
岳
も
白
山
も
東
京
か
ら
は
な
ん
と
な

く
遠
い
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
て
登
る

機
会
が
な
か
っ
た
。
２
山
と
も
北
ア
ル
プ
ス

の
あ
ち
こ
ち
の
峰
か
ら
眺
め
る
こ
と
の
で
き

る
山
で
は
あ
る
。
ま
ず
笠
ヶ
岳
へ
。

　

前
日
、
午
後
に
出
て
松
本
か
ら
安
房
ト
ン

ネ
ル
、
平
湯
と
ド
ラ
イ
ブ
。
暗
く
な
っ
て
新

穂
高
温
泉
の
登
山
者
と
観
光
客
用
の
パ
ー
キ

ン
グ
に
入
っ
た
。
車
は
け
っ
こ
う
多
い
。

　

翌
朝
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
の
明
か
り
が
ち
ら
ち

ら
動
い
て
い
る
の
で
な
ら
っ
て
ス
タ
ー
ト
。

５
時
前
。
林
道
を
１
時
間
歩
い
て
笠
新
道
入

●アドバイス　
・笠ヶ岳のレポートは、笠新道を登り笠ヶ岳山
頂からクリヤ谷を下る日帰り周回コース。クリ
ヤ谷ルートは長い上に道がやや悪いが、ふつう
の登山道。笠ヶ岳山荘に1泊するプランがおす
すめ。笠新道を往復する人が多いようだ。

日本百名山レポートガイド 39
笠ヶ岳、白山

２山とも大きな山で登りがいがある。
それぞれ１泊２日がふつう。日帰りする人もいる

グレード　★★（２山とも）
標高　笠ヶ岳 2898m　白山 2702m

稜線からは正面に笠ヶ岳を見て進む稜線上の名物、抜戸岩

Part 1
Report  
Guide



98　　99　Part1 63 ピーク

白
山
へ

　

９
月
16
日
。　
　

　

前
日
に
新
穂
高
温
泉
か
ら
高
山
へ
下
っ

て
、
ハ
イ
ウ
エ
イ
で
白
川
郷
。
城
山
か
ら
村

の
写
真
を
撮
っ
て
、
白
山
ホ
ワ
イ
ト
道
路
で

白
山
市
へ
。
白
峰
温
泉
天
望
荘
に
寄
っ
て
か

ら
市
ノ
瀬
、
別
当
出
合
と
ド
ラ
イ
ブ
。
一
日

中
好
天
で
暑
い
日
。
別
当
出
合
ま
で
舗
装
さ

れ
た
よ
い
道
が
続
い
て
い
た
。
駐
車
場
は
空

い
て
い
た
。

　

明
け
方
５
時
前
、
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
を
つ
け

て
ス
タ
ー
ト
。
す
ぐ
に
明
る
く
な
っ
た
。
砂

防
新
道
を
行
く
が
数
人
の
登
山
者
に
抜
か
れ

て
甚
之
助
小
屋
ま
で
３
時
間
も
か
か
っ
た

が
、
そ
の
後
は
ス
ム
ー
ス
。
黒
ボ
コ
岩
ま
で

夏
枯
れ
の
き
れ
い
な
斜
面
を
行
く
。
弥
陀
ヶ

原
に
出
た
と
た
ん
に
白
山
山
頂
が
見
え
て
新

鮮
な
展
開
に
な
る
。
御
嶽
山
が
煙
を
上
げ
て

い
る
の
が
見
え
る
。

　

大
き
な
建
物
が
並
ぶ
室
堂
か
ら
山
頂
ま

で
、
相
変
わ
ら
ず
よ
い
道
が
続
い
て
い
て
、

　

広
い
ピ
ー
ク
に
は
数
人
ほ
ど
、
30
分
ほ
ど

の
ん
び
り
し
て
か
ら
ク
リ
ヤ
谷
へ
と
下
る
。

　

ク
リ
ヤ
ノ
頭
ま
で
の
ト
ラ
バ
ー
ス
は
危
険

は
な
い
が
歩
き
に
く
い
道
。
播
隆
上
人
も
ウ

エ
ス
ト
ン
も
見
た
と
い
う
ご
来
迎
が
現
れ

た
。
こ
の
あ
た
り
ブ
ロ
ッ
ケ
ン
現
象
が
よ
く

出
る
と
こ
ろ
ら
し
い
。
登
っ
て
き
た
ひ
と
り

と
立
ち
話
す
る
が
、
道
は
悪
い
が
下
れ
る
、

と
い
う
。

　

深
田
先
生
も
こ
の
下
り
は
長
い
と
書
い
て

あ
っ
た
が
蒲
田
川
ま
で
５
時
間
も
か
か
っ
て

し
ま
っ
た
。
会
っ
た
の
は
先
ほ
ど
の
単
独
の

人
ひ
と
り
だ
け
。
ラ
イ
ト
が
ほ
し
い
な
と
い

う
こ
ろ
舗
装
路
に
出
て
、
あ
と
は
ヘ
ッ
ド
ラ

ン
プ
を
つ
け
て
駐
車
場
へ
戻
る
。
７
時
前
に

終
了
。
結
局
、
手
持
ち
の
古
い
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
の
コ
ー
ス
タ
イ
ム
ど
お
り
だ
っ
た
。

　

駐
車
場
か
ら
吊
り
橋
を
渡
っ
た
対
岸
に
大

露
天
風
呂
で
有
名
な
深
山
荘
が
あ
り
、
そ
こ

で
ゆ
っ
く
り
す
る
。明
日
は
移
動
日
、あ
さ
っ

て
は
白
山
山
頂
の
予
定
。

●参考
・笠ヶ岳　
新穂高温泉へは、東京方面からは長
野道松本ICから平湯を経由して新
穂高温泉。西の人は中部縦貫道高山
ICから平湯経由新穂高温泉へ。
駐車場は新穂高温泉バス停手前
300mほどのところ。無料で広い。
公共交通機関利用の場合はＪＲ松本
駅からアルピコバス、ＪＲ高山駅か
ら濃飛バスの便がある。松本から2
時間ほど、高山から1時間30分ほ
どかかる。

・白山
別当出合へは、最寄ICは北陸道の
白山、小松、福井北IC。白山市白
峰を経由して市ノ瀬または別当出合
へ。別当出合に広い駐車場がある。
ハイシーズンにはマイカー規制があ
り市ノ瀬からシャトルバスで別当出
合へ。詳細は石川県白山自然保護セ
ンター。
JR金沢駅から別当出合まで北陸鉄道
のバス便がある。2時間かかる。
取材　2015年9月14〜16 日　
メンバー　単独

●アドバイス　
・白山のレポートは、別当出合から砂防新
道を登り、下りは観光新道の人気コース。
甚之助小屋と室堂間にはエコーラインが
あるが枝道である。行程が長いので1泊
2日がおすすめ。記録は日帰りのもの。百
名山ハンターは多忙なせいか日帰りする
人が多い。

す
ぐ
に
山
頂
。
広
い
山
頂
で
本
家
白
山
神
社

の
奥
宮
が
あ
っ
た
。
風
も
な
く
い
い
天
気
だ

が
雲
海
状
態
で
展
望
は
あ
ま
り
な
い
。

　

の
ん
び
り
し
て
か
ら
下
山
。
日
帰
り
の
軽

装
で
登
っ
て
く
る
ハ
イ
カ
ー
が
多
い
よ
う

だ
。
黒
ボ
コ
岩
か
ら
観
光
新
道
を
下
る
。
登

り
の
人
に
は
会
わ
ず
、
前
夜
室
堂
泊
の
グ

ル
ー
プ
登
山
の
人
を
抜
い
て
下
る
。
道
は
よ

く
整
備
さ
れ
て
い
て
歩
き
や
す
い
。
道
標
が

あ
っ
て
こ
の
道
は
越
前
禅
定
道
と
の
こ
と
。

遺
跡
な
ど
は
と
く
に
な
い
よ
う
だ
。
２
時
に

駐
車
場
に
戻
る
。

　

昨
日
は
休
館
日
だ
っ
た
白
峰
温
泉
総
湯
に

寄
る
。
老
舗
の
立
ち
寄
り
湯
だ
。
白
峰
の
集

落
は
、
古
く
か
ら
の
白
山
登
拝
の
ベ
ー
ス
で

由
緒
あ
る
建
物
と
雪
国
の
風
情
が
あ
る
。
豪

雪
の
村
の
名
物
は
土
壁
と
長
梯
子
の
民
家
と

堅
豆
腐
、
山
菜
な
ど
。
食
事
を
い
た
だ
い
て

か
ら
九
頭
竜
川
沿
い
の
国
道
を
辿
る
。

　

暮
れ
る
こ
ろ
荒
島
岳
登
山
口
を
発
見
、
登

り
口
は
か
つ
て
の
勝
原
ス
キ
ー
場
で
、
荒
島

岳
も
見
え
る
が
そ
れ
ほ
ど
大
層
な
山
に
は
見

え
な
い
。
明
日
は
雨
の
予
想
な
の
で
そ
の
ま

ま
東
京
方
面
へ
向
か
う
。
次
回
の
ト
リ
ッ
プ

を
楽
し
み
に
し
よ
う
。

白山御前峰山頂御前峰山頂から見下ろす火口とカルデラ湖
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な
登
り
。
夏
道
は
ジ
グ
ザ
グ
に
つ
い
て
い
る

よ
う
だ
が
登
り
や
す
い
勾
配
で
あ
が
っ
て
い

く
。

　

二
ノ
池
は
雪
原
に
な
っ
て
い
た
。
シ
ー
ル

の
ま
ま
山
頂
到
着
、
ぴ
っ
た
り
12
時
。
暖
か

い
せ
い
か
ガ
ス
が
湧
い
て
い
る
。
山
小
屋
と

社
が
あ
っ
て
た
く
さ
ん
の
神
さ
ま
仏
さ
ま
が

鎮
座
し
て
い
る
。

　

ス
ピ
ー
ド
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
を
持
っ
て
き

た
の
で
ガ
ス
の
切
れ
間
を
み
て
一
ノ
池
へ
飛

ぶ
。
４
～
５
秒
の
フ
ラ
イ
ト
だ
っ
た
。
９
合

目
小
屋
で
晴
れ
間
待
ち
す
る
が
視
界
な
し
。

し
ば
ら
く
下
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
２
回
目
の
ス

ピ
ー
ド
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
。
１
分
も
か
か
ら

ず
森
林
限
界
ま
で
飛
ぶ
。
仲
間
は
大
斜
面
を

好
き
な
ラ
イ
ン
で
大
回
り
滑
降
し
て
追
い
か

け
て
く
る
。
３
回
目
の
フ
ラ
イ
ト
は
傾
斜
が

緩
す
ぎ
て
さ
ほ
ど
浮
く
こ
と
な
く
ダ
ケ
カ
ン

バ
の
間
を
滑
空
し
て
着
陸
。

　

仲
間
と
合
流
し
て
の
ん
び
り
お
茶
を
い
た

だ
く
。
終
了
３
時
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ル

　

長
野
と
岐
阜
の
県
境
に
そ
び
え
る
複
数

ピ
ー
ク
か
ら
な
る
火
山
。
遠
く
か
ら
で
も
す

ぐ
わ
か
る
大
き
な
山
塊
だ
。
御
嶽
信
仰
の
聖

山
で
あ
り
麓
か
ら
山
頂
に
い
た
る
ま
で
宗
教

色
が
濃
い
。

　

山
頂
ピ
ス
ト
ン
往
復
で
は
も
っ
た
い
な
い

ほ
ど
の
偉
大
な
山
だ
が
、
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
を

利
用
す
る
と
比
較
的
か
ん
た
ん
に
登
る
こ

と
が
で
き
る
。
御
嶽
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
山
頂

駅
か
ら
黒
沢
口
コ
ー
ス
を
辿
る
と
標
高
差

１
０
０
０
ｍ
近
く
。
ち
ょ
う
ど
い
い
日
帰
り

コ
ー
ス
と
な
る
。

　

２
０
１
４
年
の
噴
火
災
害
の
あ
と
は
規
制

が
し
か
れ
山
頂
に
立
つ
こ
と
は
で
き
な
い
。

規
制
が
緩
い
と
き
は
二
ノ
池
標
高
２
９
１
０

ｍ
ま
で
登
る
こ
と
が
で
き
る
。
レ
ポ
ー
ト
は

春
山
登
山
で
ス
キ
ー
で
登
っ
て
い
る
。

●
行
程　

御
嶽
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
｜
二
ノ
池
畔
｜
御
嶽
山

　

｜
御
嶽
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
（
行
動
６
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

４
月
20
日
。

　

８
時
に
御
嶽
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
駅
に
バ
ッ
ク

カ
ン
ト
リ
ー
組
が
集
ま
っ
た
。
テ
レ
マ
ー
ク

ス
キ
ー
と
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
を
も
っ
た
４
人
組
。

　

８
時
半
の
御
嶽
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
（
実
際
は

ゴ
ン
ド
ラ
）
で
上
が
る
。
ざ
っ
と
見
た
と
こ

ろ
、
山
へ
行
く
人
は
１
０
０
人
く
ら
い
の
に

ぎ
わ
い
だ
ろ
う
か
。

　

山
頂
駅
か
ら
は
、
中
央
ア
ル
プ
ス
や
乗
鞍

が
よ
く
見
え
る
。悪
く
な
い
天
気
な
の
だ
が
、

山
頂
部
は
雲
の
中
。
ダ
ケ
カ
ン
バ
の
低
木
帯

を
抜
け
森
林
限
界
を
超
え
る
。
ト
レ
イ
ル
は

夏
道
沿
い
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
い

ち
ば
ん
合
理
的
な
登
り
方
だ
ろ
う
。

　

山
頂
の
雲
が
き
れ
て
朝
日
が
差
し
込
む
。

素
晴
ら
し
い
眺
望
だ
。
積
雪
は
た
っ
ぷ
り
、

雪
も
ザ
ラ
メ
で
快
適
。
夏
な
ら
こ
の
あ
た
り

は
ガ
ラ
場
の
道
の
は
ず
。
勾
配
が
だ
ん
だ
ん

き
つ
く
な
っ
て
標
高
２
７
０
０
m
か
ら
は
急

●アドバイス　
・紹介の御嶽ロープウエー山頂駅（黒沢口）から
の道は明瞭。カンバの森林限界を超えるとガラ
場の急登が続く。
・御嶽山にはほかにも王滝口、開田口など登山口
が多数あるが、王滝口は御嶽スキー場の上、標
高2160mまで車で上がれるのでマイカー登山向
き。駐車場と田ノ原山荘がある。山頂との標高
差は900mほどで登山者も多い。
・御嶽山の噴火警戒レベルと登山規制について
は、気象庁と木曽町のホームページで知ること
ができる。

●参考
・御嶽ロープウエー駅へは、中央道伊那
ICから権兵衛峠越え、または中津川IC
から国道19号元橋経由。最寄駅は中央
本線木曽福島駅。御嶽ロープウエーまで
おんたけ交通のバス便がある。
・御嶽ロープウエーは登山シーズンのみ
営業している。積雪期は休止中。
・木曽町の日帰り温泉は、せせらぎの四
季温泉、二本木の湯、御嶽明神温泉やま
ゆり荘などがありどれもおすすめ。
取材　2008年4月20日　
メンバー　古川　竹田　秋山　伊藤記

日本百名山レポートガイド 40
御嶽山

神の山、ビッグな山塊。
ロープウエー利用で困難のない登山

グレード　★★
標高　3067m

御嶽ロープウエーから山頂を目ざす上　山頂　下　パラグライダーで飛ぶ
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と
も
形
容
さ
れ
る
雄
大
な
仙
丈
ヶ
岳
、
ひ
と

き
わ
男
性
的
な
山
容
の
甲
斐
駒
ヶ
岳
、
鳳
凰

三
山
が
み
ご
と
に
展
望
で
き
る
。
稜
線
か
ら

30
分
ほ
ど
で
肩
の
小
屋
に
到
着
。
サ
イ
ダ
ー

を
飲
み
、
お
昼
を
食
べ
な
が
ら
大
休
止
。

　

12
時
50
分
、
肩
の
小
屋
を
出
発
。
撮
影
を

し
な
が
ら
の
ん
び
り
登
り
14
時
に
北
岳
山
頂

に
到
着
。
日
本
第
２
位
の
高
峰
の
山
頂
は

け
っ
こ
う
広
く
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
う
。

　

山
頂
か
ら
い
っ
き
に
下
っ
て
い
く
と
間
も

な
く
八
本
歯
の
コ
ル
分
岐
。
こ
の
あ
た
り
も

花
が
多
く
、
岩
間
に
、
ヤ
マ
オ
ダ
マ
キ
や
イ

ワ
ギ
キ
ョ
ウ
、
ヤ
マ
ハ
ハ
コ
な
ど
の
花
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
稜
線
を
た
ど

り
下
っ
て
い
き
、
15
時
半
に
北
岳
山
荘
に
到

着
。

　

金
曜
日
の
せ
い
か
、
思
っ
た
よ
り
も
山
小

屋
は
空
い
て
い
て
、
１
人
１
枚
ず
つ
の
布
団

で
寝
ら
れ
る（
夕
飯
、朝
弁
当
付
き
で
利
用
）。

小
屋
の
人
に
よ
れ
ば
、「
明
日
土
曜
は
１
枚

に
２
人
に
な
る
で
し
ょ
う
」
と
の
こ
と
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ル

　

北
岳
と
間
ノ
岳
は
日
本
第
二
と
第
三
の
高

峰
。
隣
ど
う
し
な
の
で
セ
ッ
ト
で
登
る
人
が

ほ
と
ん
ど
だ
。
も
う
一
つ
先
の
農
鳥
岳
に

も
登
っ
て
白
峰
三
山
踏
破
と
い
う
人
も
多

い
（
農
鳥
岳
は
日
本
３
０
０
０
ｍ
峰
完
登
を

狙
っ
て
い
る
人
に
は
マ
ス
ト
）。

　

南
ア
ル
プ
ス
の
最
高
峰
か
ら
あ
た
り
を
見

下
ろ
し
な
が
ら
歩
く
爽
快
な
縦
走
登
山
と
な

る
だ
ろ
う
。
レ
ポ
ー
ト
は
北
岳
、
間
ノ
岳
の

２
山
を
効
率
よ
く
登
る
マ
イ
カ
ー
登
山
に
向

い
た
周
回
コ
ー
ス
で
あ
る
（
公
共
交
通
利
用

で
も
問
題
な
い
）。

　

登
り
下
り
と
も
急
坂
が
多
く
体
力
が
必
要

だ
が
と
く
に
危
険
な
と
こ
ろ
は
な
い
。

●
行
程　

１
日
目　

広
河
原
｜
北
岳
｜
北
岳
山
荘
（
行

　

動
６
時
間
）

２
日
目　

北
岳
山
荘
｜
間
ノ
岳
｜
両
俣
小
屋

　

｜
野
呂
川
出
合
（
行
動
８
時
間
）　

●
レ
ポ
ー
ト

北
岳
へ
　

　

７
月
25
日
。

　

東
京
を
未
明
に
出
発
。
４
時
50
分
に
芦
安

市
営
駐
車
場
に
到
着
。
５
時
10
分
、
い
ち
ば

ん
の
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
に
乗
車
。
広
河
原

に
は
５
時
50
分
に
到
着
。
準
備
を
整
え
、
６

時
20
分
に
出
発
。

　

吊
り
橋
を
渡
り
、
し
ば
ら
く
で
白
根
御
池

と
大
樺
沢
の
分
岐
と
な
る
。
沢
沿
い
の
道
を

と
り
、
ゆ
る
や
か
に
登
っ
て
い
く
。
樹
林
を

抜
け
る
と
、
ま
ぶ
し
い
ほ
ど
の
雪
渓
と
北
岳

バ
ッ
ト
レ
ス
が
眼
前
に
広
が
る
。
雪
渓
を
少

し
登
り
、
９
時
に
二
俣
に
到
着
。
二
俣
か
ら

右
俣
コ
ー
ス
を
登
る
。
徐
々
に
傾
斜
が
き
つ

く
な
り
息
が
上
が
る
が
、
シ
ナ
ノ
キ
ン
バ
イ

や
ハ
ク
サ
ン
イ
チ
ゲ
、
ク
ロ
ユ
リ
、
コ
イ
ワ

カ
ガ
ミ
、
ヨ
ツ
バ
シ
オ
ガ
マ
な
ど
の
花
畑
が

目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。

　

途
中
、
御
池
か
ら
の
道
を
合
わ
せ
、
11
時

50
分
に
稜
線
に
出
る
。
南
ア
ル
プ
ス
の
女
王

日本百名山レポートガイド 41
北岳、間ノ岳

南アルプスの巨峰２山を登る。
１泊２日で効率のよい周回ルート

グレード　★★（２山とも）
標高　北岳 3193m　間ノ岳 3190m

●アドバイス　
・紹介ルートは、1泊2日がベストで稜線上
の北岳山荘を利用すると都合がいい。２日目
の、両俣小屋からは野呂川沿いの長い林道歩
き。野呂川出合（北沢橋）で北沢峠から広河
原に下る登山バスを拾う。
・北岳山荘泊で間ノ岳を往復して往路を戻る
プランも考えられる。数をこなす百名山ハン
ターには日帰りチャレンジする人もいるよう
だ。北岳からの下山は、八本歯のコルから大
樺沢を下るのが早いがもうれつな急坂と雪渓
下りがある。

大樺沢と北岳主稜線に上がり北岳を目ざす
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マ
チ
ッ
ク
。

　

数
分
後
に
は
、
ま
さ
に
雲
散
霧
消
に
ガ
ス

は
消
え
去
り
、
山
上
は
さ
っ
き
ま
で
の
天
気

が
ウ
ソ
の
よ
う
に
晴
れ
渡
る
。
富
士
山
も
姿

を
現
す
。
頭
を
ひ
と
き
わ
高
く
雲
上
に
聳
え

さ
せ
て
い
る
山
容
は
さ
す
が
日
本
一
の
高

嶺
。

　

７
時
半
、
間
ノ
岳
を
あ
と
に
、
三
峰
岳
方

面
へ
と
下
っ
て
い
く
。
眼
前
に
塩
見
岳
を
望

み
な
が
ら
急
下
降
し
て
い
く
と
、
30
分
ほ
ど

で
三
峰
岳
に
到
着
。ひ
と
息
入
れ
て
、仙
丈
ヶ

岳
へ
と
続
く
仙
塩
尾
根
を
下
っ
て
い
く
。
じ

き
に
シ
ラ
ビ
ソ
の
樹
林
帯
へ
と
入
る
。
林
床

に
は
ゴ
ゼ
ン
タ
チ
バ
ナ
が
き
れ
い
。

　

北
岳
山
荘
で
ク
マ
に
注
意
の
案
内
が
あ
っ

た
の
で
、
カ
ラ
ビ
ナ
を
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
鳴
ら

し
た
り
口
笛
を
吹
き
な
が
ら
下
る
。
10
時
に

野
呂
川
越
に
到
着
。
こ
こ
か
ら
右
へ
、
い
っ

き
に
山
腹
を
急
下
降
し
て
い
く
。
倒
木
が
多

く
、
ま
た
い
だ
り
潜
っ
た
り
し
な
が
ら
下
る

と
、
10
時
半
に
両
俣
小
屋
に
到
着
。
小
さ
な

や
は
り
、
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
の
北
岳
は
山
小
屋

も
大
混
雑
の
よ
う
だ
。

間
ノ
岳
へ

　

７
月
26
日
。

　

風
の
音
で
３
時
頃
、
目
が
覚
め
る
。
か
な

り
の
強
風
。
窓
の
外
も
ガ
ス
で
星
が
見
え
な

い
。
３
時
半
頃
、起
床
し
静
か
に
出
発
準
備
。

４
時
に
部
屋
を
出
て
、
朝
弁
当
を
も
ら
い
、

水
を
１
リ
ッ
ト
ル
購
入
。

　

４
時
30
分
、
深
い
ガ
ス
の
な
か
間
ノ
岳
を

目
ざ
し
出
発
。
風
は
強
く
服
の
裾
が
バ
タ
バ

タ
と
な
る
。
嵐
の
よ
う
な
風
で
秒
速
10
ｍ
ぐ

ら
い
は
あ
り
そ
う
。
そ
の
分
、
あ
っ
と
い
う

間
に
ガ
ス
が
切
れ
、
一
瞬
で
太
陽
や
稜
線
が

の
ぞ
く
。

　

５
時
30
分
、
中
白
峰
を
通
過
し
、
間
ノ
岳

に
は
６
時
30
分
到
着
。
岩
陰
で
ガ
ス
が
切
れ

る
の
を
待
ち
な
が
ら
、
朝
弁
当
を
食
べ
る
。

30
分
ほ
ど
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
山
上

に
か
か
っ
て
い
た
雲
が
み
る
み
る
か
き
消
さ

れ
、
北
岳
が
姿
を
現
す
。
あ
ま
り
に
も
ド
ラ

●参考
・芦安へは、中部横断道白根ICが近い。芦安駐車場
からはシャトルバスまたはタクシーで広河原へ。運
行時期は6月下旬から11月上旬。シャトルバスの
運行時間は早朝から夕方。
・中央線甲府駅から芦安へ山梨交通のバス便がある。
・野呂川出合（北沢橋）から広河原への登山バスは
例年1日4便。詳細は南アルプス市のホームページ
から市営バス広河原〜北沢峠線を参照。
・立ち寄り湯は、芦安の白峰会館。県道20号沿い
の天恵泉白根桃源天笑閣。
取材　2008年7月25〜26日　　
メンバー　伊藤　松倉（記）

小
屋
だ
が
沢
が
流
れ
気
持
ち
い
い
と
こ
ろ
。

　

ひ
と
息
入
れ
、
こ
こ
か
ら
ひ
た
す
ら
の
林

道
歩
き
。
日
陰
が
な
く
暑
さ
が
こ
た
え
る
。

山
上
の
風
が
恋
し
い
く
ら
い
だ
。大
仙
丈
沢
、

小
仙
丈
沢
を
橋
で
通
過
し
、
２
時
間
弱
で
、

野
呂
川
出
合
（
北
沢
橋
）
に
到
着
。
１
時
５

分
の
広
河
原
行
き
の
バ
ス
に
ち
ょ
う
ど
間
に

合
う
。

　

ま
だ
時
間
が
早
い
の
で
、
バ
ス
の
中
は
山

か
ら
の
下
山
者
は
少
な
く
多
く
は
釣
り
人
の

よ
う
だ
。
広
河
原
に
着
い
て
乗
り
換
え
。
客

は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
行
き
同
様
、
乗
り

合
い
タ
ク
シ
ー
を
拾
え
る
。
タ
ク
シ
ー
だ
と

バ
ス
よ
り
20
分
近
く
芦
安
市
営
駐
車
場
へ
の

到
着
が
早
い
と
の
こ
と
。

　

下
山
後
は
、
駐
車
場
の
す
ぐ
向
か
い
に
あ

る
立
ち
寄
り
湯
白
峰
会
館
展
望
風
呂
に
入

り
、
ざ
る
そ
ば
を
食
べ
帰
路
に
つ
く
。

甲斐駒ヶ岳（左奥）、北岳（ピークが見える）間ノ岳と農鳥岳（塩見岳から）間ノ岳から三峰岳へ下る

両俣小屋

稜線はお花畑があちこちに
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昨
日
以
上
の
好
天
、
雲
海
の
上
は
空
気
が
澄

み
渡
り
、
北
ア
ル
プ
ス
か
ら
妙
高
、
秩
父
連

峰
、
御
坂
山
塊
な
ど
も
一
望
。

　

観
音
岳
で
み
ん
な
で
撮
影
大
会
。
山
頂
か

ら
一
度
下
り
、
登
り
返
し
て
地
蔵
岳
へ
。
遠

く
か
ら
は
小
さ
く
見
え
た
オ
ベ
リ
ス
ク
も
、

近
く
か
ら
は
か
な
り
の
大
き
さ
。
10
時
少
し

前
に
下
山
開
始
。

　

鳳
凰
小
屋
ま
で
は
ザ
レ
場
を
急
下
降
す

る
。
小
屋
で
水
を
く
ま
せ
て
も
ら
い
、
再
び

下
山
。
こ
こ
か
ら
は
樹
林
帯
を
い
っ
き
に
ド

ン
ド
コ
沢
コ
ー
ス
を
下
る
。
途
中
、
五
色
ノ

滝
、
白
糸
ノ
滝
、
鳳
凰
ノ
滝
、
南
精
進
ノ
滝

を
見
学
。

　

南
精
進
ノ
滝
を
過
ぎ
る
と
、
傾
斜
も
ゆ
る

や
か
に
な
る
。

　

途
中
、
堰
堤
の
脇
で
尾
根
と
沢
の
分
岐
が

あ
る
の
で
、こ
こ
か
ら
沢
沿
い
の
道
を
と
る
。

３
時
20
分
に
青
木
鉱
泉
に
到
着
。

　

疲
れ
た
体
を
青
木
鉱
泉
の
お
湯
で
ほ
ぐ

し
、
お
い
し
い
ソ
バ
を
い
た
だ
き
帰
路
に
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ル

　

中
央
道
か
ら
よ
く
見
え
る
連
山
で
地
蔵
岳

の
オ
ベ
リ
ス
ク
が
い
い
目
印
に
な
る
。
オ
ベ

リ
ス
ク
の
初
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
か
の
ウ
エ
ス

ト
ン
。

　

夜
叉
神
峠
か
ら
の
三
山
縦
走
が
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
だ
が
、
こ
こ
で
は
青
木
鉱
泉
か
ら
周

回
す
る
。
青
木
鉱
泉
か
ら
最
高
峰
の
観
音
岳

ま
で
は
高
差
１
８
０
０
m
近
く
あ
り
日
帰
り

は
き
つ
い
。
稜
線
の
小
屋
に
１
泊
し
て
山
を

楽
し
む
。
気
持
ち
の
よ
い
稜
線
歩
き
が
で
き

る
が
登
り
も
下
り
も
急
坂
で
長
い
。

●
行
程　

１
日
目　

青
木
鉱
泉
｜
薬
師
岳
｜
薬
師
岳
小

　

屋
（
行
動
７
時
間
）

２
日
目　

薬
師
岳
小
屋
｜
観
音
岳
｜
地
蔵
岳

　

｜
青
木
鉱
泉
（
行
動
９
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

９
月
20
日
。　

　

未
明
の
ド
ラ
イ
ブ
で
青
木
鉱
泉
に
は
７
時

に
到
着
。
写
真
撮
影
の
山
旅
だ
。
準
備
を
整

え
、
７
時
半
出
発
。

　

林
道
を
た
ど
り
中
道
登
山
道
入
口
か
ら
山

道
へ
と
進
む
。
い
き
な
り
の
急
登
に
息
が
上

が
る
が
み
ん
な
マ
イ
ペ
ー
ス
で
登
る
。
林
床

の
ゴ
ゼ
ン
タ
チ
バ
ナ
の
赤
い
実
が
可
愛
い
。

登
る
こ
と
２
時
間
半
ほ
ど
で
右
前
方
に
オ
ベ

リ
ス
ク
が
見
え
て
く
る
。

　

さ
ら
に
、
コ
メ
ツ
ガ
や
シ
ラ
ビ
ソ
の
亜
高

山
帯
を
抜
け
る
と
、岩
上
の
展
望
台
に
到
着
。

薬
師
岳
が
ぐ
っ
と
近
く
な
る
。
２
時
20
分
薬

師
岳
に
到
着
。

　

富
士
山
か
ら
白
峰
三
山
、
八
ヶ
岳
な
ど

３
６
０
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ
。
３
時
過
ぎ
に
薬

師
岳
小
屋
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
。
小
屋
裏
の
砂

払
岳
の
展
望
台
へ
と
上
が
る
。
５
時
半
の
夕

食
、
８
時
消
灯
。

　

９
月
21
日
。　

　

４
時
半
に
起
床
し
、
再
び
展
望
台
へ
。
雲

海
の
上
に
浮
か
ぶ
富
士
山
が
刻
々
と
表
情
を

変
え
美
し
い
。
６
時
朝
食
、
６
時
半
出
発
。

薬
師
岳
に
登
り
返
し
、観
音
岳
へ
と
向
か
う
。

●アドバイス　
・1泊2日がベストで稜線上の薬師岳小屋を利用
すると都合がいい。登りがいがあるが小屋泊ま
りの軽量パックで行動したい。登り下りとも急
坂だがとくに危険なところはない。
・夜叉神峠から三山縦走して青木鉱泉に下る1
泊2日コースはクラシックルート。公共交通機
関利用となる。

●参考
・青木鉱泉登山者駐車場へは、中部道須
玉ICが近い。青木林道経由でドライブ。
最寄駅は中央本線韮崎駅で山梨中央バス
の便がある。
・コース上では、薬師岳小屋、鳳凰小屋
が利用できる。青木鉱泉も宿泊、立ち寄
り湯ができる。ほかに日帰り温泉では、
白山湯、ゆうぷる韮崎など。
取材　2007年9月20〜21日　
メンバー　高城　羽根田　伊藤　松倉記

日本百名山レポートガイド 42
鳳凰三山

日帰りはきついので
１泊 2 日で青木鉱泉から周回する

グレード　★★
標高　2841m（観音岳）

薬師岳からの富士上　薬師岳　下　地蔵岳
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上
へ
。
け
っ
こ
う
厳
し
い
岩
場
だ
が
ク
サ
リ

や
ハ
シ
ゴ
が
な
い
の
は
珍
し
い
。
こ
れ
も
見

識
だ
ろ
う
。
山
頂
９
時
半
過
ぎ
。

　

絶
好
の
好
天
で
３
６
０
度
の
展
望
。
甲
斐

駒
、
仙
丈
、
白
峰
三
山
、
荒
川
三
山
な
ど
。

富
士
山
か
ら
白
馬
ま
で
見
通
せ
る
。
御
嶽
山

の
噴
火
は
今
が
盛
り
で
刻
々
と
噴
煙
の
形
を

変
え
て
い
る
。大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

山
頂
で
小
１
時
間
過
ご
し
往
路
を
下
山
。

三
伏
山
か
ら
の
パ
ノ
ラ
マ
も
秀
逸
。
烏
帽
子

岳
や
小
河
内
岳
へ
と
南
下
す
る
山
並
み
も
黄

葉
紅
葉
が
見
事
。
こ
の
尾
根
筋
は
南
ア
ル
プ

ス
大
縦
走
ル
ー
ト
に
当
た
る
。

　

三
伏
峠
小
屋
を
２
時
に
出
て
４
時
半
終

了
。
鳥
倉
か
ら
塩
見
岳
往
復
は
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
だ
と
15
時
間
ほ
ど
の
コ
ー
ス
タ
イ
ム
だ

が
、
日
帰
り
す
る
人
も
い
る
。
日
帰
り
の
ト

レ
イ
ル
ラ
ン
ナ
ー
数
人
と
す
れ
違
っ
た
。

　

塩
見
岳
登
頂
で
日
本
３
０
０
０
ｍ
峰
21
座

を
登
っ
た
こ
と
に
な
る
。
達
成
に
50
年
か

か
っ
た
勘
定
だ
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ル

　

南
ア
の
巨
峰
で
ヘ
ル
メ
ッ
ト
形
の
山
頂
が

目
立
つ
。
白
峰
三
山
と
荒
川
三
山
の
間
に

あ
っ
て
継
続
し
に
く
い
山
。

　

最
短
コ
ー
ス
は
、
長
野
県
伊
那
側
の
鳥
倉

林
道
コ
ー
ス
。
山
頂
ま
で
標
準
８
時
間
ほ
ど

の
行
程
な
の
で
日
帰
り
は
き
つ
い
。
三
伏
峠

小
屋
泊
で
１
泊
す
る
の
が
定
番
。
２
日
目
の

行
程
は
長
い
の
で
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
は
２
泊

３
日
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
山
な
れ

た
百
名
山
登
山
家
な
ら
大
丈
夫
だ
ろ
う
。

●
行
程　

１
日
目　

鳥
倉
林
道
｜
三
伏
峠
小
屋
（
行
動

　

４
時
間
）

２
日
目　

三
伏
峠
小
屋
｜
塩
見
岳
｜
三
伏
峠

　
　

｜
鳥
倉
林
道
（
行
動
12
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

９
月
25
日
。　

　

友
人
が
塩
見
岳
へ
撮
影
に
行
く
と
い
う
の

で
、
ち
ょ
う
ど
い
い
、
い
っ
し
ょ
に
お
願
い

と
出
か
け
る
。

　

朝
５
時
、
東
京
発
、
中
央
道
松
川
Ｉ
Ｃ
か

ら
大
鹿
村
。
鳥
倉
林
道
を
上
が
り
駐
車
場
。

11
時
前
。20
台
く
ら
い
の
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
。

　

駐
車
場
か
ら
小
１
時
間
、
舗
装
さ
れ
た
明

る
い
林
道
を
歩
い
て
よ
う
や
く
登
山
口
。
シ

ダ
の
生
え
る
カ
ラ
マ
ツ
植
林
帯
を
登
り
尾
根

上
へ
。
尾
根
の
北
側
の
湿
っ
た
ト
ラ
バ
ー
ス

道
を
え
ん
え
ん
と
行
く
。

　

塩
川
か
ら
の
道
（
一
部
崩
壊
）
と
合
流
す

る
と
三
伏
峠
へ
の
急
登
に
な
っ
て
す
ぐ
峠
の

小
屋
。
３
時
着
。
小
屋
客
は
十
数
人
、
テ
ン

ト
場
は
十
数
張
り
。
小
屋
内
ト
イ
レ
が
あ
り

水
洗
。

　

９
月
26
日
。　

　

朝
飯
を
い
た
だ
き
５
時
ス
タ
ー
ト
。
昨
日

の
昼
こ
ろ
御
嶽
山
が
噴
火
し
た
そ
う
。
遭
難

者
多
数
と
い
う
。
朝
日
と
錦
秋
の
ま
ば
ゆ
い

登
山
道
を
行
く
。
本
谷
山
か
ら
の
塩
見
岳
は

鋭
い
岩
峰
に
見
え
る
。

　

権
右
衛
門
山
を
巻
い
て
塩
見
小
屋
。
前
衛

ピ
ー
ク
を
登
っ
た
あ
と
は
岩
場
を
辿
っ
て
頂

●アドバイス　
・塩見岳山頂下は岩場の登り下りなので慎重に。
ちょうどヘルメットの部分にあたるが浮き石に
注意して行動したい。ほかに危険なところはな
い。
・鳥倉口登山者駐車場から山道が始まる登山口ま
では2㎞ほどの林道歩きとなる。

●参考
・鳥倉林道登山者駐車場へは、中央
道松川ICから大鹿村を経由して30
㎞ほど、2時間近くかかる。最寄駅
は飯田線の伊那大島でタクシー利用。
または伊那バスで大鹿村大河原、さ
らにタクシー。詳細は大鹿村アルプ
スタクシー。
・山小屋は、三伏峠小屋利用。立ち
寄り湯は、鹿塩温泉塩湯荘、赤石荘、
山塩館。伊那駒ヶ根のこまくさの湯。
取材　2014年9月25〜26日　　
メンバー　松倉　伊藤記

日本百名山レポートガイド 43
塩見岳

登り残した人の多い山。
１泊 2 日行程が無難

グレード　★★
標高　3047m

本谷山近くから見る塩見岳塩見岳山頂西側ピーク。背景は北アルプス
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バ
ス
は
椹
島
ま
で
行
く
よ
う
だ
。

　

８
時
過
ぎ
に
ス
タ
ー
ト
。
30
人
く
ら
い
が

い
っ
し
ょ
。
三
々
五
々
急
坂
を
上
が
る
。
初

日
の
行
程
は
聖
平
の
小
屋
ま
で
。
さ
ら
に
先

の
小
屋
は
遠
す
ぎ
て
無
理
。
み
ん
な
も
同
じ

行
程
だ
ろ
う
。

　

き
れ
い
な
小
沢
で
の
ん
び
り
し
て
、
２
時

過
ぎ
に
聖
平
小
屋
。
手
作
り
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン

チ
を
ウ
エ
ル
カ
ム
で
も
ら
っ
た
。
水
が
豊
富

で
き
れ
い
な
小
屋
だ
が
、
満
員
。
ど
う
も
百

名
山
ハ
ン
タ
ー
が
た
く
さ
ん
い
る
よ
う
だ
。

聖
岳
か
ら
赤
石
岳
へ

　

８
月
２
日
。

　

ま
わ
り
に
合
わ
せ
て
４
時
過
ぎ
に
ス
タ
ー

ト
。
し
ば
ら
く
は
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
で
歩
く
。

富
士
山
の
方
角
が
す
ぐ
明
る
く
な
っ
て
、
７

時
に
は
聖
岳
山
頂
。朝
食
弁
当
を
い
た
だ
く
。

赤
石
岳
が
正
面
に
見
え
、
今
日
の
行
程
が
よ

く
わ
か
る
。
白
馬
岳
ま
で
見
え
る
。
振
り
返

る
と
上
河
内
岳
と
光
岳
。
光
岳
は
そ
れ
ほ
ど

魅
力
的
に
は
見
え
な
い
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ル

　

南
部
の
巨
峰
を
連
続
登
頂
す
る
手
強
く
も

痛
快
な
山
旅
。
営
業
山
小
屋
か
避
難
小
屋
を

利
用
し
て
軽
い
パ
ッ
ク
で
行
動
。
天
気
や
気

分
に
あ
わ
せ
て
自
在
に
行
程
を
選
ぶ
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
山
自
体
は
と
く
だ
ん
に
危
険

な
と
こ
ろ
は
な
く
グ
レ
ー
ド
は
★
★
だ
が
、

３
山
を
縦
走
と
な
る
と
長
旅
に
な
る
の
で
★

★
★
。
天
候
判
断
と
自
分
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
管
理
が
大
切
だ
。

　

レ
ポ
ー
ト
は
山
中
２
泊
だ
が
３
泊
と
す
る

と
ゆ
っ
く
り
で
き
る
。

●
行
程　

１
日
目　

聖
岳
登
山
口
｜
聖
平
小
屋
（
行
動

　

６
時
間
）

２
日
目　

聖
平
小
屋
｜
聖
岳
｜
赤
石
岳
山

　

頂
（
行
動
11
時
間
）

３
日
目　

赤
石
岳
山
頂
｜
荒
川
三
山
｜
千
枚

　

小
屋
｜
椹
島
（
行
動
11
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　
７
月
31
日
。　

　

朝
い
ち
で
東
京
発
。
新
東
名
高
速
島
田
金

谷
Ｉ
Ｃ
か
ら
千
頭
へ
向
か
う
。
千
頭
駅
で
夕

立
の
中
、
ト
ー
マ
ス
機
関
車
を
撮
影
し
て
か

ら
畑
薙
ダ
ム
へ
。

　

途
中
の
赤
石
温
泉
白
樺
荘
で
立
ち
寄
り

湯
。
下
山
し
て
き
た
百
名
山
お
じ
さ
ん
の
話

で
は
、
聖
平
か
ら
右
回
り
で
赤
石
、
荒
川
と

回
る
の
が
よ
い
ら
し
い
。
そ
の
方
は
山
中
３

泊
し
た
ら
し
い
。
で
き
れ
ば
山
中
２
泊
で
最

終
日
は
椹
島
で
ゆ
っ
く
り
し
た
い
も
の
だ
。

プ
ラ
ン
が
決
ま
っ
た
。

　

畑
薙
第
一
ダ
ム
の
駐
車
場
で
車
泊
。
ま
た

夕
立
。

聖
平
小
屋
へ

　

８
月
１
日
。　

　

７
時
の
臨
時
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
聖
岳
登
山

口
（
聖
沢
）
へ
（
特
種
東
海
フ
ォ
レ
ス
ト
の

バ
ス
で
は
な
く
井
川
観
光
協
会
の
バ
ス
だ
っ

た
）。
登
山
口
ま
で
は
小
１
時
間
か
か
っ
た
。

日本百名山レポートガイド 44
聖岳、赤石岳、荒川岳（悪沢岳）

赤石山脈の手強い巨峰 3 山を縦走。
夏休みにいっきに踏破する

グレード　★★（3 山とも）
標高　聖岳 3013m　赤石岳 3121m　荒川岳 3141m

●アドバイス　
・初日や下山日は標高差の大きい登り下り
となるのが南アルプスの特徴。元気な人な
らそれほどたいへんなことはない。夏と限
らず秋山山行としてもよいだろう。
・近くの百名山は、塩見岳、光岳、すべて
を一度に登ろうとするとハードルが高い。
光岳と聖岳をセットにして登る人も多い。
要所に快適な山小屋があるので比較的安心
して入山できるエリアである。
・荒川岳は東岳、中岳、前岳の3山の総称
で最高峰は東岳で標高3141m。荒川東岳は
別名悪沢岳と呼ばれている。深田百名山で
は悪沢岳という名前が採用されている。

前聖岳から聖岳を見る

聖平小屋

Part 1
Report  
Guide
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三
山
ま
で
の
今
日
の
行
程
が
よ
く
見
わ
た
せ

る
。
荒
川
小
屋
ま
で
大
き
く
下
る
と
７
時
。

き
れ
い
で
大
き
い
小
屋
だ
。

　

小
屋
か
ら
は
再
び
長
い
登
り
と
な
る
。
素

晴
ら
し
い
お
花
畑
（
こ
こ
は
有
名
）
の
中
を

登
っ
て
９
時
に
荒
川
中
岳
。
荒
川
東
岳
10
時

過
ぎ
。
巨
岩
の
散
ら
ば
る
山
頂
は
悪
沢
岳
の

別
名
だ
。
赤
石
チ
ャ
ー
ト
が
目
立
つ
。
こ
の

あ
た
り
に
は
カ
ー
ル
地
形
が
い
く
つ
か
あ
る

よ
う
だ
。

　

山
頂
下
に
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
が

い
た
。
古
い
知
人
と
す
れ
違
う
。「
お
ー
っ
」

と
い
う
感
じ
。
大
き
な
ザ
ッ
ク
を
背
負
っ
て

い
た
。

　

悪
沢
岳
か
ら
は
下
り
だ
け
で
、
高
低
差

２
０
０
０
ｍ
ほ
ど
。
丸
山
、
千
枚
岳
と
過
ぎ

る
。
千
枚
岳
山
頂
直
下
に
登
り
に
く
い
岩
場

が
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
あ
っ
た
。
千
枚
小
屋
に
は

12
時
。
椹
島
ま
で
は
さ
ら
に
４
時
間
か
か
る

と
い
う
。
椹
島
発
の
２
時
の
最
終
バ
ス
に
は

間
に
合
わ
な
い
が
下
っ
て
し
ま
お
う
。

　

兎
岳
か
ら
百
間
洞
山
の
家
へ
下
る
と
12
時

前
。
小
屋
は
清
潔
に
し
て
あ
る
よ
う
に
見
え

た
。
水
が
豊
富
で
洗
濯
が
で
き
る
。
さ
ら
に

百
間
平
、
馬
ノ
背
を
通
過
し
て
、
ガ
ラ
場
を

登
り
き
る
と
赤
石
岳
の
避
難
小
屋
が
見
え

た
。
赤
石
岳
の
山
頂
部
は
広
い
。

　

３
時
過
ぎ
に
小
屋
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
。

け
っ
こ
う
疲
れ
た
。
北
穂
高
小
屋
よ
り
高
い

山
小
屋
だ
ろ
う
か
。
親
切
な
小
屋
番
が
い
て

カ
ッ
プ
麺
や
お
酒
は
豊
富
。
20
人
ほ
ど
の
客

で
快
適
。
聖
平
か
ら
登
り
累
積
２
０
０
０

m
、
下
り
累
積
１
０
０
０
ｍ
あ
る
と
小
屋
番

の
お
じ
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
た
。

　

ち
な
み
に
ウ
エ
ス
ト
ン
は
１
２
０
年
ほ
ど

前
に
伊
那
塩
川
か
ら
小
渋
川
伝
い
に
赤
石
岳

に
登
っ
て
い
る
。
た
い
し
た
人
物
に
ち
が
い

な
い
。

荒
川
三
山

　

８
月
３
日
。

　

山
頂
で
日
の
出
を
見
て
５
時
ス
タ
ー
ト
。

き
れ
い
な
朝
焼
け
で
虹
ま
で
現
れ
た
。
荒
川

●参考１
・エリア一帯の山小屋は静岡県か静岡市の公共施設であ
る。聖平小屋は井川観光協会の管轄。赤石小屋、荒川小屋、
百間洞山の家、千枚小屋は特種東海フォレストが窓口。
赤石岳山頂下の赤石岳避難小屋は、シーズン中は管理人
がいて素泊まりのみ対応している。寝具はレンタルで売
店があり軽食がとれる。荒川中岳避難小屋も同様。特種
東海フォレストが窓口。
・椹島には山小屋、キャンプ場、売店があり、立ち寄り
湯も可。特種東海フォレストが窓口。畑薙第一ダム下流
5㎞にある赤石温泉白樺荘は、静岡市営の立ち寄り温泉
で、食事、宿泊ができる。マイカー派にはおすすめ。静
岡市井川地区自主運行バスが運行されている。

　

登
っ
て
く
る
人
50
人
く
ら
い
と
す
れ
違

う
。
千
枚
小
屋
は
大
賑
わ
い
だ
ろ
う
。
表
示

板
の
と
お
り
４
時
間
か
か
っ
て
椹
島
。
山
道

が
枯
葉
や
土
で
柔
ら
か
い
の
で
ラ
ク
だ
っ

た
。

　

椹
島
山
荘
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
。
風
呂
に

入
っ
て
の
ん
び
り
す
る
。
か
つ
て
の
井
川
林

業
の
旧
館
に
泊
ま
る
。
東
海
パ
ル
プ
は
い
ま

特
種
東
海
フ
ォ
レ
ス
ト
と
名
前
を
変
え
て
林

業
の
仕
事
は
ゼ
ロ
だ
と
い
う
。

　

８
月
４
日
。

　

お
い
し
い
朝
ご
は
ん
を
い
た
だ
き
６
時
半

の
始
発
バ
ス
で
畑
薙
に
戻
る
。
久
し
ぶ
り
に

車
を
運
転
す
る
気
分
。
井
川
の
村
の
名
物
は

お
茶
と
メ
ン
パ
、
買
い
物
し
て
か
ら
富
士
見

峠
を
越
え
る
と
豪
雨
に
な
る
。
静
岡
駅
発
畑

薙
行
き
バ
ス
と
す
れ
違
う
。
こ
の
山
道
を
大

型
バ
ス
が
行
き
来
す
る
の
は
大
変
だ
ろ
う
。

井
川
か
ら
県
道
１
８
９
号
経
由
新
東
名
高
速

新
静
岡
Ｉ
Ｃ
へ
。
東
京
へ
は
こ
の
道
が
い
ち

ば
ん
近
い
と
教
わ
っ
た
。

●参考２
・椹島へは、新東名道島田金谷ICから国道
362号、川根本町経由。新静岡ICからなら県
道189号、井川経由。畑薙第一ダムの登山者
駐車場からはマイクロバスに乗り換える。曲
がりくねった山道の1時間のドライブとなる。
・公共交通は静鉄バスのジャストラインバス
が静岡駅と畑薙第一ダムを結んでいるのでこ
れが便利。
・畑薙第一ダムと椹島間のマイクロバスは、
特種東海フォレストの運行で山小屋利用者を
送迎するのが目的なので施設利用者が対象。
畑薙第一ダムからは井川観光協会のマイクロ

バス便もあり、これも聖平小屋など井川の山
小屋利用者が対象。詳細は特種東海フォレス
ト、井川観光協会のホームページで。
取材　2014年7月31〜8月4日
メンバー　単独

兎岳近くから見る赤石岳荒川前岳近くから見る赤石岳
荒川小屋と荒川岳

聖岳にて
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て
パ
ン
ク
し
な
い
で
済
ん
で
よ
か
っ
た
、
と

い
う
ほ
ど
。
駐
車
場
に
は
10
台
ほ
ど
の
車
が

停
ま
っ
て
い
た
。
こ
こ
ろ
静
か
に
車
泊
。　

　

谷
間
が
よ
う
や
く
明
る
く
な
る
こ
ろ
、
５

時
前
ス
タ
ー
ト
。
南
ア
ル
プ
ス
ら
し
い
超
急

登
を
行
く
。
ジ
グ
ザ
グ
の
急
坂
が
え
ん
え
ん

と
続
く
。
ヒ
ル
も
い
る
ら
し
い
。
９
時
過
ぎ

易
老
岳
。
森
の
中
。
主
稜
線
を
ト
ラ
バ
ー
ス

し
て
12
時
光
岳
。
山
頂
手
前
に
光
岳
小
屋
が

あ
っ
た
。
快
適
そ
う
な
施
設
に
見
え
た
。
山

頂
は
森
林
限
界
ぎ
り
ぎ
り
で
森
の
中
。
南
限

に
近
い
と
い
う
ハ
イ
マ
ツ
が
あ
っ
た
。

　

山
頂
で
の
ん
び
り
し
て
１
時
に
帰
路
に
つ

く
。
往
路
を
戻
っ
て
５
時
に
駐
車
場
。
こ
の

ル
ー
ト
は
深
田
久
弥
氏
が
半
世
紀
ほ
ど
前
に

登
っ
た
道
ら
し
い
。
下
栗
か
ら
ポ
ー
タ
ー
を

連
れ
て
歩
い
て
天
気
も
悪
く
４
～
５
日
は
か

か
っ
た
よ
う
だ
。

　

今
日
は
数
人
の
登
山
者
と
す
れ
ち
が
っ

た
。
明
日
は
雨
ら
し
い
。
明
る
い
う
ち
に
遠

山
郷
道
の
駅
に
着
く
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ル

　

光
岳
は
標
高
３
０
０
０
m
に
満
た
な
い

が
、「
て
か
り
」
と
い
う
名
前
と
、
ち
ょ
っ

と
遠
い
山
だ
ね
、
と
い
う
こ
と
で
憧
れ
の
山

の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。
単
座
登
頂
の
場

合
、
長
野
県
と
静
岡
県
か
ら
の
道
が
あ
り
、

前
者
は
ハ
ー
ド
だ
が
が
ん
ば
れ
る
人
な
ら
日

帰
り
が
で
き
る
。
レ
ポ
ー
ト
は
そ
の
長
野
県

側
の
易
老
渡
口
か
ら
の
日
帰
り
。

　

木
曽
山
脈
南
端
の
恵
那
山
は
、
中
央
高
速

道
か
ら
す
ぐ
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、歴
史
の
道
、

中
山
道
も
近
い
。
古
く
か
ら
旅
人
や
里
人
に

知
ら
れ
た
名
山
だ
と
い
う
。
広
河
原
登
山
口

か
ら
の
往
復
は
か
ん
た
ん
だ
が
、
レ
ポ
ー
ト

は
周
回
ル
ー
ト
を
選
ん
で
い
る
。

●
行
程　

光
岳　

易
老
渡
｜
易
老
岳
｜
光
岳
｜
易
老

　

渡
（
行
動
12
時
間
）

恵
那
山　

広
河
原
登
山
口
｜
恵
那
山
｜
千

　

両
山
｜
広
河
原
登
山
口
（
行
動
９
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

光
岳

　
８
月
16
日
。　

　

南
ア
ル
プ
ス
に
あ
る
百
名
山
の
最
後
の
山

が
光
岳
だ
っ
た
。
地
図
を
見
る
と
長
野
と
岐

阜
県
境
の
恵
那
山
も
近
い
。
勝
手
な
都
合
で

こ
の
２
山
に
登
る
こ
と
に
し
た
。

　

百
名
山
ハ
ン
タ
ー
は
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば

一
度
に
い
く
つ
か
の
山
を
ハ
ン
ト
し
よ
う
と

す
る
。
未
踏
峰
と
天
気
や
休
暇
と
相
談
し
な

が
ら
プ
ラ
ン
を
立
て
る
わ
け
だ
。
ハ
ン
タ
ー

は
体
力
や
経
済
効
率
な
ど
も
勘
案
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
ア
タ
マ
も
必
要
だ
。

　

閑
話
休
題
。

　

前
日
の
昼
過
ぎ
中
央
道
を
飯
田
Ｉ
Ｃ
ま
で

ド
ラ
イ
ブ
。
下
道
で
、
遠
山
郷
か
ぐ
ら
湯
で

ひ
と
風
呂
浴
び
る
。
こ
こ
は
道
の
駅
併
設
の

温
泉
で
素
晴
ら
し
い
。

　

そ
の
あ
と
光
岳
登
山
口
の
易
老
渡
へ
、
明

る
い
う
ち
に
到
着
。
と
は
い
え
下
栗
か
ら
先

の
林
道
は
地
雷
の
よ
う
な
小
石
が
落
ち
て
い

日本百名山レポートガイド 45
光岳、恵那山

やや中途なところに位置する２山。
まとめてピークハントする

グレード　★★（光岳）
★（恵那山）

標高　光岳 2592m　恵那山 2191m

光岳小屋間近。その先が山頂

●アドバイス１
・易老渡から光岳の総標高差は2000ｍほど
あるが健脚な人は日帰りも可。山頂近くに
きれいな山小屋があるのでのんびりするの
がおすすめ。
・易老渡登山口へは車で入れるので便利。駐
車場までは悪路の林道ドライブである。
・光岳は静岡県の椹島から聖平経由でも登れ
る。ふつうの案内書では1泊2日コース。
光岳は近くの聖岳とセットで登る人も多い。
また別に畑薙大吊橋から茶臼岳経由で光岳
に行くことができる。

てかりの名前のもと、てかり岩

Part 1
Report  
Guide
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こ
な
い
の
が
不
思
議
。

　

北
西
峰
に
縦
走
し
て
９
時
20
分
に
富
士
見

台
（
千
両
山
）
ル
ー
ト
を
下
る
。
長
野
と
岐

阜
の
県
境
稜
線
で
ぐ
る
り
と
回
り
込
む
と
恵

那
山
と
対
面
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

小
さ
な
凸
凹
を
行
く
縦
走
路
。
左
手
に
中
津

川
と
恵
那
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
た
中
央
道
が
見

下
ろ
せ
る
。

　

登
り
で
も
山
頂
で
も
、
こ
こ
で
も
ま
っ
た

く
人
に
会
わ
な
い
。
鳥
越
峠
は
中
津
川
側
に

道
が
あ
っ
た
が
信
州
阿
智
側
は
廃
道
だ
っ

た
。
12
時
に
千
両
山
。
こ
こ
で
ハ
イ
カ
ー
と

出
会
う
。
恵
那
山
が
正
面
に
見
え
て
と
て
も

偉
大
な
山
に
見
え
る
。素
晴
ら
し
い
展
望
台
。

　

こ
の
先
の
神
坂
峠
は
古
代
中
山
道
（
東
山

道
）
だ
っ
た
と
い
う
。
中
央
道
の
恵
那
山
ト

ン
ネ
ル
は
ち
ょ
う
ど
こ
の
下
を
抜
け
て
い
る

わ
け
だ
。
旅
す
る
の
に
峠
を
抜
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
今
も
昔
も
か
わ
り
が
な
い
。

林
道
下
り
２
時
間
で
駐
車
場
に
戻
る
。
２
時

終
了
。

恵
那
山

　

８
月
17
日
。

　

ネ
ッ
ト
で
雨
雲
レ
ー
ダ
ー
を
見
る
と
こ
の

あ
た
り
南
北
に
雨
エ
リ
ア
が
延
び
て
い
る
。

　

遠
山
郷
道
の
駅
か
ら
天
竜
町
、
新
野
、
売

木
村
、
平
谷
と
い
く
つ
か
南
信
州
の
峠
を
越

え
る
。
平
谷
道
の
駅
の
ひ
ま
わ
り
湯
に
寄
っ

て
、
昼
神
、
園
原
経
由
で
恵
那
山
の
広
河
原

登
山
口
に
入
る
。
雨
の
駐
車
場
に
ほ
か
の
車

は
な
い
。

　

８
月
18
日
。

　

雨
予
報
が
一
転
、
快
晴
の
朝
を
迎
え
る
。

５
時
ス
タ
ー
ト
。広
河
原
口
ル
ー
ト
を
登
る
。

尾
根
下
部
は
ク
マ
笹
で
ズ
ボ
ン
が
び
し
ょ
濡

れ
。
飯
田
の
平
が
見
下
ろ
せ
る
。
向
か
い
の

南
ア
ル
プ
ス
は
雲
の
中
。
尾
根
の
上
部
は
針

葉
樹
と
ツ
ツ
ジ
の
森
。
地
味
な
山
だ
が
花
の

頃
は
き
れ
い
だ
ろ
う
。

　

南
東
峰
に
８
時
半
着
。
一
等
三
角
点
が
あ

る
が
見
晴
ら
し
は
よ
く
な
い
。
展
望
台
が
あ

る
の
で
そ
こ
で
ひ
と
休
み
。
だ
れ
も
登
っ
て

●参考
・光岳の易老渡の最寄ICは中央道飯田。ＪＲ
駅は飯田駅。恵那山の広河原登山口の最寄IC
は園原または飯田山本。ＪＲ駅は飯田駅が近い。
・光岳山頂手前にある県営光岳小屋は7月上旬
から9月中旬まで営業している。期間外は自
炊棟が利用できる。
・光岳登山前後の温泉は、遠山郷道の駅にある
かぐら湯がよい。恵那山下山の湯は昼神温泉
に立ち寄り湯がある。
取材　2015年8月16〜18日　
メンバー　単独

　

恵
那
山
は
岐
阜
県
側
の
恵
那
神
社
か
ら
古

い
登
拝
道
（
川
上
道
）
が
あ
り
、
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
表
口
は
岐
阜
中
津
川
の
よ
う
に
見

え
る
。
日
帰
り
困
難
な
長
い
道
だ
が
、
ウ
エ

ス
ト
ン
は
１
２
０
年
も
前
に
そ
の
ル
ー
ト
で

登
っ
て
い
る
。

　

昼
神
温
泉
に
寄
っ
て
飯
田
Ｉ
Ｃ
か
ら
中
央

道
に
乗
る
。

●アドバイス２
・恵那山登山は何本か道があるが紹
介の広河原口往復が最短。物足りな
い向きには紀行のように園原の広河
原口から千両山へ周回するのはおす
すめ。
・恵那山の日帰りルートはほかに岐
阜側からの黒井沢口がよく利用され
ている。

広河原口からスタート

恵那山山頂

千両山近くから見る恵那山
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プ
ウ
エ
ー
山
頂
駅
か
ら
幅
広
の
山
道
を
ひ
と

登
り
（
30
分
ほ
ど
）
し
て
成
就
に
着
く
。
８

時
15
分
。
石
鎚
山
は
修
験
の
山
で
あ
り
宗
教

色
の
濃
い
と
こ
ろ
。
成
就
に
は
中
宮
社
や
旅

館
が
あ
り
社
か
ら
は
遠
く
に
石
鎚
山
の
頂
や

瀬
戸
内
海
が
見
え
る
。
鳥
居
を
く
ぐ
り
登
山

道
に
入
る
。

　

ブ
ナ
、
モ
ミ
な
ど
の
原
生
の
森
を
行
く
。

八
丁
へ
は
い
っ
た
ん
下
り
、
８
時
35
分
。
夜

明
峠
ま
で
ジ
グ
ザ
グ
の
急
坂
を
行
く
。
前
社

森
の
試
し
の
ク
サ
リ
場
は
迂
回
で
き
る
、が
、

こ
こ
を
登
っ
て
み
る
。
登
り
つ
い
た
と
こ
ろ

は
岩
塔
の
あ
た
ま
で
、
山
頂
が
よ
く
見
え

る
。
朝
日
と
流
れ
る
霧
で
ブ
ロ
ッ
ケ
ン
も
現

れ
た
。

　

尖
峰
を
反
対
側
に
下
っ
た
と
こ
ろ
に
小
さ

な
茶
屋
が
あ
り
こ
こ
で
一
般
路
と
再
び
合

流
。
さ
ら
に
も
う
ひ
と
登
り
し
て
夜
明
峠
、

10
時
。
眼
前
に
石
鎚
山
の
全
容
が
現
れ
る
。

峠
か
ら
は
急
登
で
、
一
の
ク
サ
リ
、
二
の
ク

サ
リ
、
三
の
ク
サ
リ
と
岩
場
が
続
く
。
す
べ

●
プ
ロ
フ
ィ
ル

　

四
国
山
脈
の
西
と
東
に
そ
び
え
る
２
山
は

四
国
の
最
高
峰
と
２
番
目
を
占
め
る
。

　

石
鎚
山
登
山
は
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
を
利
用
す

る
が
行
程
は
や
や
長
い
。
山
頂
部
は
岩
場
な

の
で
注
意
。
剣
山
は
お
と
な
し
い
山
容
で
ハ

イ
キ
ン
グ
の
つ
も
り
で
登
れ
る
だ
ろ
う
。

　

四
国
山
地
の
道
路
は
せ
ま
く
て
急
坂
、
急

カ
ー
ブ
が
続
く
の
で
マ
イ
カ
ー
登
山
の
場
合

は
安
全
ド
ラ
イ
ブ
が
い
ち
ば
ん
の
ポ
イ
ン
ト

と
も
い
え
る
。

●
行
程　

石
鎚
山　

石
鎚
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
｜
夜
明
峠

　

｜
石
鎚
山
｜
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
（
行
動
７
時

　

間
）

剣
山　

見
ノ
越
｜
剣
山
｜
一
ノ
森
｜
見
ノ
越

　
（
行
動
６
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

10
月
９
日
。

　

東
京
か
ら
だ
と
、
四
国
ま
で
は
青
森
あ
た

り
に
行
く
の
と
変
わ
ら
な
い
距
離
、
な
の
で

車
で
移
動
す
る
こ
と
に
。
飛
行
機+

レ
ン

タ
カ
ー
よ
り
も
割
安
の
勘
定
だ
。

　

土
曜
の
昼
に
東
京
ス
タ
ー
ト
。
新
東
名
、

新
名
神
と
走
っ
て
甲
南
パ
ー
キ
ン
グ
で
車
泊

休
憩
。
翌
朝
早
起
き
し
て
神
戸
か
ら
淡
路
島

へ
。
下
道
で
観
光
し
な
が
ら
島
を
縦
断
。
鳴

門
市
に
入
り
吉
野
川
沿
い
を
の
ん
び
り
走
っ

て
ハ
イ
ウ
エ
イ
オ
ア
シ
ス
小
松
温
泉
ま
で
、

７
０
０
㎞
ほ
ど
を
２
日
が
か
り
。

石
鎚
山

　

10
月
10
日
。

　

早
朝
に
起
き
て
伊
予
氷
見
か
ら
山
へ
上
が

る
。
細
い
山
道
を
30
分
ほ
ど
走
る
と
谷
底
に

石
鎚
山
登
山
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
駅
。
有
料
駐
車

場
が
あ
っ
て
旅
館
、土
産
物
屋
な
ど
が
あ
る
。

登
山
の
人
が
車
で
続
々
と
や
っ
て
く
る
。
地

元
の
愛
媛
ナ
ン
バ
ー
の
ほ
か
に
も
遠
隔
地
の

車
が
多
い
。

　

７
時
20
分
の
臨
時
始
発
便
で
山
頂
駅
へ
。

好
天
の
朝
で
、
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
が
上
が
り
始

め
る
と
瓶
ヶ
森
が
雲
海
上
に
見
え
る
。
ロ
ー

日本百名山レポートガイド 46
石鎚山、剣山
四国２山は１回の山行で登る。

登山は容易、ついでにトリップも楽しもう

グレード　★★（石鎚山）
★（剣山）

標高　石鎚山 1982m　剣山 1955m

夜明峠から見上げる石鎚山

●アドバイス
・2山とも日帰りで登るのがふつう。石鎚山は往
復コースが1本。剣山は周回コースがある。石鎚
山も剣山も山頂に山小屋があるのでのんびり山行
もできる。百名山登山としてはラクな２峰である。
・石鎚山は長いクサリのある岩場が数か所あるが、
どれも迂回する登山道があるので安心。最高峰の
天狗岳には立ちたいが、細い尾根を行った先の岩
頭なので注意。
・剣山は山頂往復だけだとものたりないので一ノ
森か次郎笈を巡る人が多い。とくに危険なところ
はない。

石鎚山最高峰の天狗だけ

Part 1
Report  
Guide
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往
路
を
戻
り
３
時
の
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
で
下

山
。
成
就
や
山
頂
小
屋
に
泊
ま
る
人
も
い
る

ら
し
く
午
後
遅
く
な
っ
て
も
人
が
上
が
っ
て

く
る
。
観
光
客
も
多
い
。

　

国
道
11
号
に
下
り
、
新
居
浜
市
、
四
国
中

央
市
と
走
っ
て
三
好
市
の
ハ
イ
ウ
エ
イ
オ
ア

シ
ス
吉
野
川
温
泉
で
休
憩
。

剣
山

　

10
月
11
日
。

　

昨
日
の
石
鎚
山
の
大
混
雑
に
は
驚
い
た

が
、こ
の
日
の
剣
山
は
空
い
て
い
た
。出
会
っ

た
の
は
20
人
ほ
ど
か
。

　

暗
い
う
ち
に
起
き
て
、
東
に
国
道
を
戻

り
、
つ
る
ぎ
町
の
貞
光
か
ら
剣
山
ス
キ
ー
場

を
目
ざ
す
。
お
そ
ろ
し
い
ほ
ど
の
細
道
、
急

カ
ー
ブ
、
急
坂
が
続
く
。
谷
間
に
点
在
す
る

集
落
の
軒
先
を
か
す
め
る
よ
う
に
し
て
ド
ラ

イ
ブ
。
舗
装
路
だ
が
40
㎞
ほ
ど
と
長
い
。
山

岳
ド
ラ
イ
ブ
が
一
段
落
し
た
と
こ
ろ
が
剣
山

ス
キ
ー
場
で
そ
の
さ
き
数
キ
ロ
で
登
山
口
の

見
ノ
越
。
四
国
山
脈
を
北
か
ら
南
へ
越
え
る

て
の
ク
サ
リ
場
に
は
し
っ
か
り
し
た
迂
回
路

が
あ
る
の
で
そ
れ
を
辿
る
の
が
安
心
だ
。

　

二
の
ク
サ
リ
小
屋
の
上
が
二
の
ク
サ
リ
場

で
こ
れ
は
迂
回
し
て
、
三
の
ク
サ
リ
場
に
ト

ラ
イ
。
ク
サ
リ
は
巨
大
で
輪
に
足
が
入
る
の

で
ア
ブ
ミ
の
よ
う
に
し
て
登
る
こ
と
が
で
き

る
。
数
人
が
数
珠
つ
な
ぎ
で
登
る
の
で
危
険

と
も
い
え
る
。

　

三
の
ク
サ
リ
場
を
過
ぎ
て
大
き
く
回
り
込

む
と
弥
山
。
こ
こ
に
石
鎚
山
頂
社
と
頂
上
山

荘
が
あ
る
。
11
時
10
分
。
向
か
い
に
見
え
る

尖
峰
が
天
狗
岳
。
ナ
イ
フ
リ
ッ
ジ
の
細
道
を

行
き
岩
場
を
よ
じ
登
っ
て
山
頂
に
立
つ
こ
と

が
で
き
る
。

　

こ
の
日
は
三
連
休
の
最
終
日
で
約
束
さ
れ

た
10
月
10
日
の
好
天
。
２
０
０
～
３
０
０
人

が
登
っ
て
い
る
か
ん
じ
。
山
頂
は
足
の
踏
み

場
も
な
い
。
天
狗
岳
へ
の
ト
ラ
バ
ー
ス
は
渋

滞
で
順
番
待
ち
、
も
う
日
本
百
名
山
は
け
っ

こ
う
、
と
思
わ
せ
る
光
景
だ
。
12
時
前
に
山

頂
に
立
つ
。

●参考
・石鎚登山ロープウエーへは、松山道いよ西条か
いよ小松ICから車で30分。JR予讃線伊予西条駅
が最寄駅。
・剣山見ノ越へは、徳島道美馬ICから国道438号
利用。2時間ほどのドライブ。JR徳島線貞光駅が
最寄駅。シーズン中は剣山観光登山リフトが運行
されているのでこれを利用するとますますラク。
・石鎚山には石鎚山頂上山荘がある。剣山には剣
山頂上ヒュッテがある。どちらも見晴らしのよい
立地で宿泊、食事に対応している。
・石鎚登山ロープウエー山麓駅の駐車場は有料。
剣山は無料の駐車場がある。
取材　2016年10月9〜11日　メンバー　単独

峠
に
あ
た
る
。

　

見
ノ
越
の
公
共
駐
車
場
が
ス
タ
ー
ト
地
点

と
な
る
。
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
や
宿
や
登
山

リ
フ
ト
が
あ
っ
て
に
ぎ
や
か
な
と
こ
ろ
。

　

剣
神
社
の
階
段
を
登
り
社
に
お
参
り
し
て

登
山
道
に
入
る
。
７
時
半
ス
タ
ー
ト
。
リ
フ

ト
下
を
抜
け
て
西
島
ま
で
小
１
時
間
。
西
島

リ
フ
ト
駅
の
先
か
ら
は
尾
根
コ
ー
ス
と
大
剣

コ
ー
ス
が
あ
る
が
後
者
を
選
ぶ
と
よ
い
だ
ろ

う
。
西
島
リ
フ
ト
山
頂
駅
あ
た
り
か
ら
剣
山

山
頂
小
屋
や
次
郎
笈
が
望
め
る
。
こ
こ
ま
で

は
観
光
客
も
リ
フ
ト
に
の
っ
て
く
る
ら
し

い
。
緩
い
登
り
で
大
剣
神
社
。
９
時
。
神
社

の
裏
に
は
御
塔
石
と
い
う
石
灰
岩
の
岩
塔
が

そ
そ
り
た
っ
て
い
る
。

　

尾
根
コ
ー
ス
と
合
流
し
て
、
頂
上
ヒ
ュ
ッ

テ
の
脇
を
抜
け
る
と
平
家
ノ
馬
場
。
広
々
と

し
た
サ
サ
原
の
中
を
木
道
伝
い
に
山
頂
へ
向

か
う
。
ケ
ル
ン
や
三
角
点
の
あ
る
山
頂
か
ら

は
素
晴
ら
し
い
展
望
が
開
け
る
。
９
時
半
。

伯
耆
大
山
が
見
え
る
と
小
屋
の
人
が
教
え
て

く
れ
た
。
ち
な
み
に
山
頂
小
屋
は
と
て
も
清

潔
に
し
て
あ
る
よ
う
に
見
え
た
。

　

下
山
は
平
家
ノ
馬
場
か
ら
刀
掛
ノ
松
経
由

尾
根
コ
ー
ス
で
下
る
と
よ
い
。
高
原
に
は
ほ

か
に
も
複
数
の
遊
歩
道
が
あ
り
詳
細
は
現
地

案
内
図
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

時
間
が
あ
る
の
で
、
一
ノ
森
へ
ト
ラ
バ
ー

ス
。
一
ノ
森
か
ら
振
り
返
る
剣
山
の
姿
は
大

き
く
て
立
派
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
一
人
し
か

会
わ
な
か
っ
た
。
11
時
。

　

一
ノ
森
か
ら
は
行
者
道
へ
ト
ラ
バ
ー
ス
し

て
刀
掛
ノ
松
へ
向
か
う
。
高
差
１
５
０
ｍ
ほ

ど
の
登
り
返
し
が
あ
っ
て
ま
い
っ
た
。
刀
掛

ノ
松
で
下
山
路
に
合
流
し
て
わ
ず
か
で
西
島

リ
フ
ト
山
頂
駅
。
１
時
。
登
山
リ
フ
ト
が
動

い
て
い
た
が
見
ノ
越
ま
で
歩
い
て
お
り
て
１

時
半
終
了
。

　

目
的
の
２
山
を
好
天
の
う
ち
に
終
了
し
た

の
で
、
３
日
ほ
ど
空
き
が
で
き
た
。
あ
と
は

ド
ラ
イ
ブ
で
あ
ち
こ
ち
行
っ
て
み
よ
う
か
。

駐
車
場
で
ナ
ビ
と
相
談
し
な
が
ら
考
え
る
。

一ノ森から見る剣（右）と次郎笈大剣神社から見る次郎笈
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●
プ
ロ
フ
ィ
ル

　

九
州
や
四
国
の
山
行
は
旅
の
要
素
も
あ
っ

て
楽
し
め
る
。
北
海
道
も
同
様
。
百
名
山
登

山
な
ら
で
は
の
特
典
と
い
え
る
だ
ろ
う
。　

　

九
州
の
百
名
山
は
５
つ
あ
っ
て
（
屋
久
島

宮
之
浦
岳
を
の
ぞ
く
）
ど
れ
も
比
較
的
か
ん

た
ん
に
ピ
ー
ク
ハ
ン
ト
が
で
き
る
。
ど
れ
も

老
若
は
あ
る
が
火
山
性
の
山
域
で
独
特
な
景

観
と
植
物
相
が
魅
力
。
登
山
適
期
は
春
か
ら

初
夏
に
か
け
て
の
花
の
季
節
だ
が
ハ
イ
カ
ー

も
増
え
て
混
雑
す
る
こ
と
が
多
い
。
悩
ま
し

い
と
こ
ろ
だ
。

　

標
高
差
か
ら
見
る
と
祖
母
山
が
い
わ
ゆ
る

ふ
つ
う
の
登
山
と
い
え
る
が
ほ
か
は
ハ
イ
キ

ン
グ
に
プ
ラ
ス
α
し
た
ほ
ど
の
山
登
り
と
い

え
る
だ
ろ
う
。
ま
と
め
て
５
山
制
覇
を
プ
ラ

ン
す
る
人
が
多
い
が
、
天
気
に
恵
ま
れ
る
か

は
運
。
マ
イ
カ
ー
か
レ
ン
タ
カ
ー
な
ど
車
利

用
だ
と
な
に
か
と
便
利
だ
ろ
う
。
紀
行
は
車

で
５
山
を
巡
っ
た
も
の
。

日本百名山レポートガイド 47
阿蘇山、九重山、祖母山

霧島山、開聞岳
九州遠征で５山イタダキ。好天が続けばラクな旅になるが

グレード　祖母山★★
ほかの４山は★

標高
阿蘇山 1592m　九重山 1791m

祖母山 1756m　霧島山 1700m　開聞岳 924m

阿蘇山高岳北尾根をピストンする

●アドバイス１
・阿蘇山はいつも火山活動による規制がし
かれていて、以前のように長い縦走コース
を歩くことができない。レベル２規制の場
合、仙酔峡ロープウエー下駅からの高岳往
復ルートしか選べない。規制レベルがしば
しば変わるので事前に情報を得ること。ア
ナウンスは地元市町村、気象庁などのホー
ムページで知ることができる。
・九重山（久住山、中岳）は牧ノ戸峠から
ピストンするだけなら4時間ほどの行動
時間ですむだろう。ルート中にとくに危険
なところはない。

プ
ウ
エ
ー
駅
へ
。
レ
ベ
ル
２
の
火
山
規
制
で

ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
は
運
休
中
。
観
光
客
は
外
国

人
が
ち
ら
ほ
ら
で
静
か
。
登
山
口
は
規
制
中

に
な
っ
て
い
て
こ
れ
は
事
前
情
報
ど
お
り
。

天
気
は
午
後
か
ら
回
復
気
味
と
い
う
予
報
な

の
で
い
そ
が
な
い
。

　

山
腹
道
路
で
仙
酔
峡
へ
移
動
。
こ
ち
ら
の

ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
も
休
業
の
よ
う
で
人
出
は
な

い
。
ひ
と
り
若
者
が
登
り
じ
た
く
を
し
て
い

る
。
こ
こ
か
ら
高
岳
北
尾
根
の
往
復
ル
ー
ト

の
み
が
行
動
可
能
の
よ
う
だ
。
風
が
強
く
山

頂
部
は
ガ
ス
、
中
岳
の
噴
煙
が
ま
と
も
に
流

れ
て
い
る
。
レ
ン
ジ
ャ
ー
ら
し
い
女
性
に
声

を
か
け
ら
れ
る
。
風
が
強
い
の
で
無
理
し
な

い
よ
う
に
、マ
ス
ク
を
持
っ
て
い
く
と
よ
い
、

と
貸
し
て
く
れ
る
。

　

２
時
の
ス
タ
ー
ト
。
高
岳
に
ダ
イ
レ
ク
ト

に
突
き
上
げ
る
尾
根
ル
ー
ト
で
急
な
岩
場
が

続
く
。
強
風
で
よ
ろ
よ
ろ
し
な
が
ら
登
っ
て

い
く
が
す
ぐ
に
若
者
に
道
を
譲
る
こ
と
に
な

る
。
噴
煙
の
せ
い
で
目
が
ち
か
ち
か
し
て
ノ

●
行
程
　

阿
蘇
山　

仙
酔
峡
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
駐
車
場
｜

　

阿
蘇
高
岳
｜
駐
車
場
（
行
動
３
時
間
）

九
重
山　

牧
ノ
戸
峠
｜
久
住
山
｜
坊
ガ
ツ
ル

　

｜
長
者
原
（
行
動
６
時
間
）

祖
母
山　

神
原
登
山
口
｜
国
観
峠
｜
祖
母
山

　

｜
駐
車
場
（
行
動
７
時
間
）

霧
島
韓
国
岳　

大
浪
池
登
山
口
｜
大
浪
池
｜

　

韓
国
岳
｜
大
浪
池
登
山
口（
行
動
６
時
間
）

開
聞
岳　

開
聞
ふ
れ
あ
い
公
園
｜
開
聞
岳
｜

　

聞
聞
ふ
れ
あ
い
公
園
（
行
動
４
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

阿
蘇
山
高
岳

　
４
月
15
日
。

　

遠
出
の
山
旅
へ
。
10
日
間
予
報
を
み
て
１

週
間
ほ
ど
遅
ら
せ
た
の
だ
が
ど
う
な
る
だ
ろ

う
。
朝
い
ち
の
便
で
羽
田
発
。
琵
琶
湖
か
ら

瀬
戸
内
を
過
ぎ
て
熊
本
空
港
へ
厚
い
雲
を
く

ぐ
っ
て
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
。

　

レ
ン
タ
カ
ー
を
借
り
出
し
て
阿
蘇
へ
向
か

う
。
西
口
登
山
道
で
草
千
里
、
阿
蘇
山
ロ
ー

霧島韓国岳山頂からカルデラをのぞく

Part 1
Report  
Guide
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今
日
も
風
が
強
い
。
ガ
ス
で
視
界
も
な
さ
そ

う
な
の
で
久
住
山
頂
往
復
で
い
い
か
。
雨
が

来
た
ら
引
き
返
そ
う
。
７
時
に
歩
き
出
す
。

　

登
り
始
め
は
急
な
階
段
が
続
く
が
、
尾
根

上
に
出
る
と
緩
い
起
伏
で
ど
ん
ど
ん
先
に
進

む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
分
、
道
は
ぬ
か
る

み
で
、
こ
の
あ
い
だ
の
残
雪
も
混
ざ
っ
て

泥
濘
状
態
。
数
人
と
す
れ
違
う
。
視
界
は

１
０
０
ｍ
ほ
ど
か
。

　

山
頂
近
く
で
若
者
と
少
し
話
す
。
も
う
れ

つ
な
強
風
で
倒
さ
れ
る
ほ
ど
だ
が
帽
子
も
か

ぶ
ら
ず
元
気
。
９
時
、
展
望
の
な
い
山
頂
に

タ
ッ
チ
し
て
往
路
を
戻
る
が
風
は
相
変
わ
ら

ず
。
天
気
が
よ
け
れ
ば
、
こ
の
あ
た
り
い
く

つ
も
小
さ
な
火
山
と
火
口
が
あ
っ
て
面
白
い

と
こ
ろ
な
の
だ
が
。
ま
た
こ
よ
う
。

　

法
華
院
温
泉
に
下
る
周
回
ル
ー
ト
が
風
も

な
い
だ
ろ
う
と
分
岐
で
北
千
里
へ
下
る
。

　

北
千
里
は
大
陸
の
砂
漠
を
思
わ
せ
る
荒
涼

と
し
た
火
山
地
形
で
面
白
い
。
ス
ガ
モ
リ

ル
ー
ト
を
左
に
分
け
も
う
一
段
下
っ
て
法
華

ド
も
へ
ん
。
マ
ス
ク
が
役
に
立
つ
。
八
ヶ
岳

赤
岳
の
登
り
の
よ
う
な
か
ん
じ
。
山
頂
部
は

雪
が
残
っ
て
い
て
雪
山
モ
ー
ド
に
な
っ
て
い

る
。

　

肩
か
ら
は
わ
ず
か
な
ト
ラ
バ
ー
ス
で
山

頂
。
高
岳
の
旧
火
口
が
広
が
っ
て
い
て
噴
煙

を
上
げ
る
中
岳
火
口
も
見
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

登
り
以
上
に
歩
き
に
く
い
下
降
だ
が
往
路

ど
お
り
下
っ
て
５
時
前
終
了
。
ス
ピ
ー
ド
登

山
だ
っ
た
。

　

麓
の
ア
ゼ
リ
ア
21
温
泉
に
寄
っ
て
久
住
高

原
の
長
者
原
へ
移
動
。
大
き
な
パ
ー
キ
ン
グ

だ
が
車
は
少
な
い
。

九
重
山

　

４
月
16
日
。　

　

星
空
だ
っ
た
が
朝
は
高
曇
り
。
三
俣
山
な

ど
釣
鐘
状
の
山
々
が
よ
く
見
え
る
が
そ
の
う

ち
に
雲
が
下
が
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
。
雨
に

な
ら
な
い
こ
と
を
願
う
。
10
分
ほ
ど
の
ド
ラ

イ
ブ
で
牧
ノ
戸
峠
へ
移
動
し
て
ス
タ
ー
ト
。

院
温
泉
着
。
大
き
な
山
小
屋
。

　

坊
ガ
ツ
ル
の
平
か
ら
雨
ヶ
池
越
え
で
長
者

原
に
戻
る
。
雨
ヶ
池
ま
で
の
登
り
返
し
が
長

く
感
じ
た
。
数
人
の
ハ
イ
カ
ー
と
す
れ
ち
が

う
。
１
時
終
了
。
２
時
の
バ
ス
待
ち
の
あ
い

だ
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
見
学
。
日
田
バ
ス

で
牧
ノ
戸
峠
に
戻
っ
て
車
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
。
長
湯
温
泉
道
の
駅
に
移
動
。

祖
母
山

　

４
月
17
日
。　

　

い
つ
も
ど
お
り
日
の
出
の
こ
ろ
始
動
。
九

州
の
ま
ん
中
、
田
舎
町
を
ぬ
け
て
春
の
祖
母

山
麓
へ
。
長
湯
か
ら
２
時
間
で
神
原
の
登
山

口
駐
車
場
に
達
す
る
。
車
は
１
台
も
な
い
。

　

７
時
ス
タ
ー
ト
。
祖
母
山
へ
は
四
方
か
ら

登
山
道
が
あ
る
が
、
神
原
ル
ー
ト
は
少
し
長

い
が
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
も
の
の
ひ
と
つ
。
道
も

明
瞭
で
道
標
も
完
備
。
ち
な
み
に
登
山
家
ウ

エ
ス
ト
ン
は
明
治
23
年
に
宮
崎
県
の
高
千
穂

町
側
か
ら
祖
母
山
に
立
っ
て
い
る
。
同
じ
こ

ろ
阿
蘇
、
韓
国
岳
、
桜
島
（
！
）
に
も
登
っ

て
い
る
そ
う
。

　

千
曲
川
源
流
の
よ
う
な
渓
谷
沿
い
の
新
緑

の
道
を
上
が
る
。
５
合
目
避
難
小
屋
を
過
ぎ

神
原
川
を
渡
っ
た
先
か
ら
急
坂
と
な
っ
て
広

葉
樹
と
照
葉
樹
の
森
を
登
っ
て
ゆ
く
。
尾
根

上
の
道
で
、
は
る
か
左
の
頭
上
に
ピ
ー
ク
が

見
え
る
。
あ
れ
が
祖
母
山
山
頂
か
。
標
高
差

は
１
０
０
０
ｍ
以
上
あ
る
よ
う
だ
。

　

国
観
峠
の
平
で
急
登
は
一
段
落
。
緩
い
勾

配
で
雑
木
の
森
を
登
る
。
11
時
前
に
山
頂
。

数
人
が
の
ん
び
り
し
て
い
た
。
展
望
の
よ
い

頂
で
、
昨
日
の
九
重
山
、
煙
を
上
げ
る
阿
蘇

山
、
お
と
な
り
の
傾
山
、
そ
の
ほ
か
雲
か
霞

の
よ
う
な
山
々
が
見
え
る
。
往
路
を
戻
っ
て

２
時
終
了
。
と
な
り
に
そ
っ
く
り
の
レ
ン
タ

カ
ー
が
停
め
ら
れ
て
い
た
。

　

南
へ
、
鹿
児
島
県
へ
移
動
し
よ
う
。
い
っ

た
ん
熊
本
へ
戻
り
九
州
道
で
横
川
Ｉ
Ｃ
へ
。

横
川
温
泉
セ
ン
タ
ー
に
寄
る
。
九
州
の
温
泉

は
内
容
が
よ
く
て
安
い
の
が
素
晴
ら
し
い
。

霧
島
神
宮
近
く
の
霧
島
道
の
駅
泊
。

●アドバイス2
・祖母山は、レポートの神原ルー
トは標高差1000ｍほどあるがと
くに危険なところはない。宮崎県
側の高千穂町からの北谷コースも
人気がある。往復5時間ほどの行
程で最短。
・霧島山はこのところいつも火山
活動による規制がしかれていて、
以前のように広く歩くことができ
ない。韓国岳は、えびの高原ビジ
ターセンター駐車場から韓国岳と
大浪池を周回することもできる。
行動時間は6時間でかわらない。

九重山長者原から三俣山を見る

祖母山山頂
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の
よ
う
な
ク
レ
ー
タ
ー
が
新
燃
岳
だ
ろ
う
。

大
皿
か
ら
は
湯
気
の
よ
う
な
噴
煙
が
い
く
筋

か
上
が
っ
て
い
る
。
火
山
規
制
レ
ベ
ル
２
の

山
で
今
は
近
づ
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

韓
国
岳
山
頂
９
時
半
着
。
数
人
の
ハ
イ

カ
ー
が
の
ん
び
り
し
て
い
る
。
山
頂
は
大
き

な
火
山
礫
が
こ
ろ
が
る
岩
山
。
山
頂
か
ら
北

側
は
絶
壁
に
な
っ
て
い
て
巨
大
な
釜
が
口

を
開
け
て
い
る
。
直
径
１
３
０
ｍ
、
深
さ

３
０
０
ｍ
ほ
ど
の
湯
呑
み
の
よ
う
な
火
口
。

　

下
山
は
大
浪
池
の
西
の
火
口
縁
を
辿
る
。

の
ん
び
り
下
っ
て
12
時
前
に
終
了
。
駐
車
ス

ペ
ー
ス
は
満
杯
に
な
っ
て
い
て
道
路
脇
に
停

め
て
い
る
車
も
多
い
。
大
浪
池
は
人
気
の
観

光
ス
ポ
ッ
ト
の
よ
う
だ
。

　

霧
島
神
宮
を
少
し
見
て
か
ら
南
下
。
指
宿

方
面
を
目
ざ
す
。
大
隅
半
島
を
下
っ
て
桜
島

港
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で
海
を
渡
り
鹿
児
島
港

へ
。
さ
ら
に
錦
江
湾
沿
い
に
南
下
し
て
喜
入

の
道
の
駅
着
。
こ
こ
に
は
温
泉
セ
ン
タ
ー
も

あ
る
。

霧
島
韓
国
岳

　

４
月
18
日
。　

　

霧
島
道
の
駅
か
ら
温
泉
街
を
抜
け
て
大
浪

池
登
山
口
ま
で
上
が
る
の
に
30
分
も
か
か
ら

な
い
。
駐
車
場
に
は
車
が
１
台
。
６
時
半
ス

タ
ー
ト
。
遊
歩
道
を
小
１
時
間
も
上
が
る
と

大
浪
池
に
出
る
。
ま
ん
丸
い
池
と
そ
の
先
に

肉
ま
ん
の
よ
う
な
韓
国
岳
が
見
え
た
。
火
口

縁
を
行
く
。
絶
壁
か
ら
見
下
ろ
す
青
い
火
口

湖
は
新
鮮
だ
。
足
元
に
は
小
さ
な
春
の
花
が

咲
き
競
っ
て
い
る
。
大
浪
池
は
本
来
大
浪
池

火
山
と
い
う
べ
き
火
山
で
韓
国
岳
の
お
ま
け

で
は
な
い
と
い
う
。

　

い
っ
た
ん
少
し
下
っ
て
韓
国
岳
へ
の
登
り

に
か
か
る
。
木
製
の
階
段
が
え
ん
え
ん
と
続

く
の
で
歩
き
に
く
い
。
登
山
口
か
ら
の
標
高

差
は
６
０
０
ｍ
ほ
ど
だ
が
そ
れ
以
上
に
感
じ

る
か
も
し
れ
な
い
。
山
頂
ま
で
は
ミ
ヤ
マ
キ

リ
シ
マ
な
ど
の
灌
木
帯
で
見
晴
ら
し
が
い

い
。
右
手
の
先
に
低
い
が
鋭
く
そ
び
え
て
い

る
ピ
ー
ク
は
高
千
穂
峰
、
そ
の
手
前
の
大
皿

●参考
・阿蘇山の仙酔峡ロープウエー
駐車場へは、九州道熊本ICから
国道57号経由。豊肥本線宮地
駅からタクシー利用。
・九重山牧ノ戸峠駐車場へは、
九州道熊本ICから国道57号経
由または大分道日田ICから国道
212号経由。やまなみハイウエ
イ沿いである。久大本線豊後中
村駅から日田バスの便がある。
・祖母山神原登山口駐車場へは、
九州道熊本ICから国道57号で

竹田市経由。豊肥本線玉来駅。
・霧島山大浪池入口駐車場へは、
九州道えびのICからバードライ
ン経由。最寄駅は日豊本線霧島
神宮駅でタクシー利用。
・開聞ふれあい公園へは、九州
道鹿児島ICから国道226号経
由。最寄駅は指宿枕崎線開聞駅。
・各山の近辺に道の駅と温泉施
設があるので車泊派はラク。
取材　2015年4月15〜19日
メンバー　単独
　　　　　

開
聞
岳

　

４
月
19
日
。

　

日
の
出
の
こ
ろ
喜
入
か
ら
さ
ら
に
南
下
。

池
田
湖
を
見
て
か
ら
開
聞
町
へ
。
正
面
に
開

聞
岳
を
見
上
げ
る
よ
う
に
し
て
坂
路
を
上
が

る
。
立
派
な
登
山
者
駐
車
場
（
開
聞
ふ
れ
あ

い
公
園
）
が
あ
っ
て
、
お
仲
間
か
、
そ
っ
く

り
の
レ
ン
タ
カ
ー
が
２
～
３
台
あ
っ
て
ド
ラ

イ
バ
ー
つ
ま
り
百
名
山
ハ
ン
タ
ー
は
も
う
出

発
し
た
あ
と
の
よ
う
。
開
聞
岳
は
山
頂
部
が

ガ
ス
に
包
ま
れ
て
い
る
。
雨
の
こ
な
い
う
ち

に
登
っ
て
帰
っ
て
き
た
い
も
の
だ
。

　

７
時
ス
タ
ー
ト
。
う
っ
そ
う
と
し
た
照
葉

樹
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
中
、
深
く
掘
ら
れ
た
道

形
を
辿
る
。
開
聞
岳
の
登
山
道
は
こ
れ
１
本

だ
け
で
大
昔
か
ら
歩
か
れ
て
い
る
山
道
ら
し

い
。
道
脇
に
は
シ
ダ
の
類
が
多
い
。
屋
久
島

の
山
と
似
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

ス
コ
リ
ア
の
砂
利
道
か
ら
大
き
な
火
山
礫

の
転
が
る
歩
き
に
く
い
道
を
辿
る
。
開
聞
岳

火
山
の
噴
火
と
池
田
湖
火
山
の
活
動
は
連
動

し
て
い
る
と
か
。
池
田
湖
は
大
き
な
ク
レ
ー

タ
ー
湖
な
の
で
あ
る
。

　

合
目
が
正
確
に
案
内
さ
れ
て
い
て
、
５
合

目
で
よ
う
や
く
海
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

山
頂
ま
で
ジ
ャ
ン
グ
ル
が
続
く
こ
の
山
は
あ

ま
り
展
望
は
期
待
で
き
な
い
。
ガ
マ
ン
の
山

と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

山
頂
部
に
行
く
ほ
ど
傾
斜
が
き
つ
く
な
っ

て
、
最
後
は
岩
登
り
の
よ
う
に
な
っ
て
頂
上

に
達
す
る
。
９
時
半
。
頂
は
麓
に
あ
る
枚
聞

神
社
奥
宮
だ
と
い
う
が
別
に
赤
い
鳥
居
を
持

つ
御
嶽
神
社
も
あ
っ
た
。
皇
太
子
殿
下
も

登
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

視
界
の
な
い
山
頂
と
強
風
で
早
々
に
下

山
。
人
気
の
山
と
あ
っ
て
こ
の
天
気
だ
と
い

う
の
に
10
人
ほ
ど
の
登
山
家
と
遭
遇
し
た
。

　

近
く
の
山
川
町
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
で
温

泉
、
予
約
し
て
あ
っ
た
指
宿
の
ユ
ー
ス
ホ
ス

テ
ル
に
入
る
。
あ
と
２
日
間
ほ
ど
余
裕
が
あ

る
の
で
天
草
あ
た
り
を
ド
ラ
イ
ブ
し
な
が
ら

熊
本
へ
戻
る
つ
も
り
。

霧島山の韓国岳と大浪池

開聞岳
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岳
が
険
し
い
。
そ
の
奥
に
東
シ
ナ
海
、
広
い

草
原
の
あ
ち
こ
ち
に
花
崗
岩
の
巨
石
が
転

が
っ
て
い
る
。
帰
路
は
同
じ
道
を
戻
る
。
４

時
間
歩
い
て
４
時
終
了
。
一
日
中
好
天
で

け
っ
き
ょ
く
７
～
８
人
し
か
会
わ
な
か
っ

た
。
安
房
の
水
明
荘
に
移
動
。
も
の
の
け
姫

の
フ
ァ
ン
に
は
有
名
な
民
宿
。清
潔
で
美
食
。

　

11
月
27
日
。　
　

　

縄
文
杉
を
見
に
行
く
。
白
谷
雲
水
峡
か
ら

も
の
の
け
の
森
を
抜
け
て
往
復
。
７
時
ス

タ
ー
ト
。
縄
文
杉
の
あ
た
り
で
荒
川
か
ら
上

が
っ
て
き
た
複
数
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
と
合
流

し
て
に
ぎ
や
か
に
な
る
。
太
鼓
岩
に
寄
っ
て

夕
日
を
見
て
、
６
時
、
暗
く
な
る
こ
ろ
駐
車

場
に
戻
る
。
11
時
間
行
動
。
全
日
好
天
。

　

11
月
28
日
。

　

海
岸
線
を
ド
ラ
イ
ブ
し
て
名
所
を
ま
わ

る
。
朝
の
好
天
が
昼
頃
大
降
り
に
な
り
、
ま

た
夕
方
に
は
き
れ
い
な
夕
日
が
拝
め
た
。
天

気
予
報
が
外
れ
る
の
は
こ
の
島
で
は
ふ
つ
う

ら
し
い
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ル

　

島
そ
の
も
の
が
山
と
い
う
屋
久
島
。
海
を

見
は
る
か
す
展
望
と
海
洋
性
の
植
生
が
魅
力

だ
。
最
高
峰
の
宮
之
浦
岳
は
島
の
奥
に
あ
っ

て
ア
プ
ロ
ー
チ
は
長
い
。
定
番
の
ル
ー
ト
は

淀
川
登
山
口
か
ら
宮
之
浦
岳
を
越
え
て
白
谷

雲
水
峡
ま
で
の
１
泊
２
日
コ
ー
ス
。
高
塚
小

屋
な
ど
避
難
小
屋
利
用
に
な
る
。

　

日
帰
り
す
る
な
ら
淀
川
登
山
口
ま
で
レ
ン

タ
カ
ー
か
タ
ク
シ
ー
で
入
り
宮
之
浦
岳
ピ
ス

ト
ン
が
可
能
だ
。
記
録
は
そ
の
往
復
登
山
。

●
行
程　

宮
之
浦
岳　

淀
川
登
山
口
｜
花
之
江
河
｜

　

宮
之
浦
岳
｜
淀
川
登
山
口
（
行
動
９
時

　

間
）

縄
文
杉　

白
谷
雲
水
峡
｜
縄
文
杉
｜
太
鼓

　

岩
｜
白
谷
雲
水
峡
（
行
動
11
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

11
月
25
日
。　

　

昼
の
飛
行
機
で
屋
久
島
入
り
。
レ
ン
タ

カ
ー
で
海
岸
線
を
ド
ラ
イ
ブ
。
き
れ
い
な
夕

日
を
見
る
。
チ
ケ
ッ
ト
に
付
い
て
い
た
安
房

の
鶴
屋
泊
。
同
宿
の
百
名
山
お
じ
さ
ん
と
情

報
交
換
。

　

11
月
26
日
。　

　

６
時
に
宿
を
出
て
舗
装
林
道
ド
ラ
イ
ブ
で

淀
川
登
山
口
へ
。
数
台
の
車
と
ス
ト
レ
ッ
チ

ン
グ
す
る
登
山
者
。
朝
日
と
と
も
に
７
時
ス

タ
ー
ト
。
照
葉
樹
の
森
を
行
き
谷
を
越
え
屋

久
杉
と
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
尾
根
を
辿
る
。

　

登
山
口
が
標
高
１
３
４
０
ｍ
だ
か
ら
宮
之

浦
山
頂
ま
で
標
高
差
は
６
０
０
m
し
か
な
い

が
、
い
く
つ
も
の
起
伏
を
越
え
て
い
く
の
で

時
間
が
か
か
る
。
シ
カ
、
サ
ル
と
遭
遇
。
２

時
間
ほ
ど
歩
く
と
花
之
江
河
。
南
の
島
に
は

稀
有
の
高
層
湿
原
だ
。

　

山
腹
を
ト
ラ
バ
ー
ス
す
る
と
投
石
平
。
サ

サ
と
ア
セ
ビ
の
草
原
の
向
こ
う
に
宮
之
浦
岳

が
顔
を
出
す
。
翁
岳
と
栗
生
岳
の
鞍
部
か
ら

急
坂
を
１
時
間
ほ
ど
で
山
頂
に
達
す
る
。
12

時
着
で
片
道
５
時
間
ほ
ど
か
か
っ
た
勘
定
。

　

山
頂
は
３
６
０
度
の
展
望
。
正
面
の
永
田

●アドバイス　
・淀川からの宮之浦岳往復はやや長いが危険個所はない。
・屋久島で押さえておきたいポイントは宮之浦岳と縄文杉。
定番の山小屋利用の1泊2日コースなら2か所を通る。
縄文杉は人の山だが、宮之浦岳はそれほどでもない。
・屋久島は日本でいちばんガイドが多いところで、いわゆ
るエコツアーがたくさんある。その中から宮之浦岳登山を
選ぶこともできるが、百名山ハンターなら自前で行動でき
るだろう。バス、タクシーがかなり使える。
・ＧＷ、梅雨があけた夏、秋が登山シーズンだが混雑する。
冬は好天日が多くおすすめだが真冬は雪山となる。

●参考
・屋久島へは、航空便利用か鹿児島から高速船トッ
ピーかフェリーで渡る。島内バスは屋久島交通バ
スなど、タクシーはまつばんだタクシーなど。ほ
かに大手レンタカー会社。
・屋久島の宿は各種あって豊富。宮之浦と安房に
集中しているが安房が比較的ヒナで静か。
・観光客向きのエコツアー会社が多数ある。宿か
ら登山口の送迎をしてくれるので便利だがガイド
付きツアー。
・1泊2日の縦走コースにした場合、利用する避
難小屋は高塚小屋、新高塚小屋がよいが、混雑す
ることがあるのでツエルトなどを用意したい。
取材　2009年11月25〜28日　メンバー　単独

日本百名山レポートガイド 48
宮之浦岳

屋久島の山と旅。
登山は容易、旅行は安易

グレード　★★
標高　1936m

上　宮之浦岳　下　森から海が

縄文杉は一見の価値あり

Part 1
Report  
Guide
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　百名山ハンターには、それぞれに、いろいろ
な事情や都合があるようだ。体力や脚力（年齢
はあまり関係ない）、やる気の度合い、山登り
の経験、住んでいる場所、今までいくつ登って
いるのか、使える時間と予算、何年かけて登る
つもりか、100山すべてを登るつもりか、など
など。
また、ひとりで登る人が多いが、ときには仲間
といっしょに登るのか（奥さんと登る人がけっ
こういる）、マイカーを使うのか、電車やバス
利用か‥、どれもたいせつなポイントで、百名
山を登ろうとしている人ならそのひとつひとつ
に自分なりの答えや対応をもっているにちがい
ない。まさに、百名山の取り組み方は人さまざ
まなのである。

●忙しいハンター
　早駆け派が昨今は目立つ。トレイルランニン
グであっという間に100山を達成した知人がい
る。テレビに出ていた人力踏破の人などもそう
だが、早駆けが得意な人は少なくない。
　反対に、のんびり登っていつか百名山達成と
いう人もいる。マイペースで登って100山まで
届かなくてもいいか、そんな人の方がふつうか
もしれない。なにもそんなにあわてて山に登る
こともない。ゆっくり休まず、時間をかけて登

ればたいていの山には登れるものである。
　とはいえ、なべて言えることは、百名山ハン
ターはだいたい忙しい人たちである。利尻島か
ら屋久島まで日本中を駆け巡って100もの山を
登るのはふつうのことではない。100の名所を
観光ドライブするのとはだいぶレベルが違う。
　だからふつうはできるだけ効率よくピークを
稼ごうとする。数をこなしたいという人が多い。
アルプスや北海道や九州まで何度も出かけるの
はたいへんなことだから。100人いれば100の
攻略方とルート選択があるのである。自分のや
り方を考えそれを実行するのは楽しい。百名山
登山ならではのゲームといえるだろう。山と旅
を楽しむ贅沢なゲームだ。

●無理のない山登り
　ときには、雨の中でも登ろうとする人もいる。
羅臼岳に登ったけれど、ずーっと雨とガスの中
でなんも見えなかった、と話してくれた人がい
た。それでも１山ゲットには違いない。100も
の課題を片づけようとするから、そんなことに
なるのだろうが、せいて事を仕損じないよう気
をつけたい。無理矢理登山は百名山の功罪のう
ちの罪のひとつといえるだろう（混雑登山もそ
のひとつ）。
　ぜひ無理のないやり方とペースで百名山登山
を楽しんでいただくようお願いします。

　日本百名山の中で積雪期も登れる山は多い。
とくに春山といわれる残雪期の山は、スキーや
スノーシューなどを利用してラクに登ることが
できる。数えてみると半数以上の山がそれに
該当する（私の数えたところでは52山ほど）。
雪山はなんといってもきれいだし、静かだし、
混雑がないのがうれしい。無雪期の山より容易
にスピーディに登り下りできることもある。

　さらにアイゼン、ピッケルなどをつかえる技
術があれば百名山の大半の山が積雪期も登れる
だろう。
　雪山にも登れるとなると登山のシーズンが大
きく広がる。山登りの幅も広がるにちがいない。
厳しいこともあるが雪山の美しさはそれに勝る
魅力がある。未体験の人には雪山入門をおすす
めする。

Topic 2　登山シーズンを広げる

Topic 1 百名山ハンターいろいろ


